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保証

本書の内容は 「現状のまま」 で提供され

ていて、将来の版では予告なしに変更さ

れる可能性があります。 また、 アジレン

ト ・ テク ノロジー株式会社 （以下 「アジ

レン ト」 という） は、 法律の許す限りに

おいて、本書およびここに記載されてい

るすべての情報に関して、特定用途への

適合性や市場商品力の黙示的保証に限

らず、一切の明示的保証も黙示的保証も

いたしません。本書の内容の誤り、 およ

び本書の使用に伴う偶然、必然を問わず

あらゆる損害に対して、アジレン トは責

任を負いません。アジレン ト とユーザの

間に本書の内容を対象と した保証条件

に関する別個の書面による契約が存在

し、その契約の内容が上記の条件と矛盾

する場合は、別個の契約の保証条件が優

先するものとします。

テク ノロジー ・ ライセンス

本書に記載されているハードウェアお

よびソフ ト ウェアはライセンスに基づ

いて提供されていて、使用および複製に

あたってはライセンスの条件を守る必

要があります。

権利の制限について

ソフ トウェアが米国政府の主契約また

は下請けによって使用される場合は、 ソ

フ トウェアは、 DFAR 252.227-7014 （1995
年 6 月） に定義された “ C o m m e r c i a l
computer software“、またはFAR 2.101(a)に
定義された“commercial item“、 または
FAR 52.227-19 （1987年6月） またはそれに
相当する官庁規則または契約条項に定

義された“Restricted computer software“
と して提供され、 ライセンスされます。

ソ フ ト ウ ェ アの使用、 複製、 公開は、

Agilent Technologiesの標準商用ライセン
ス条件に従って行われる必要があり、米

国政府の国防省以外の機関の権利は、

FAR 52.227-19(c)(1-2) （1987年6月） に定義
されたRestricted Rightsを超える こ とは
ありません。あらゆる技術データに関す

る米国政府のユーザの権利は、 FA R
52.227-14 （1987年6月） またはDFAR
252.227-7015 (b)(2) （1995年11月） に定義
されたLimited Rightsを超える こ とはあ
りません。

安全に関する注意事項

注意

注意の指示は危険を表します。 ここに記

載された操作手順、心得などを正し く実

行または遵守しない場合は、製品の損傷

や重要なデータの損失を招 く おそれが

あります。記載された指示を十分に理解

し、それが守られていることを確認しな

い限り、注意の指示より先に進まないで

く ださい。

警告

警告の表示は、危険を表します。 ここに

記載された操作手順、心得などを正し く

実行または遵守しない場合は、怪我や人

命の損失を招 く おそれがあります。記載

された指示を十分に理解し、それが守ら

れていることを確認しない限り、警告の

指示より先に進まないで ください。



安全に関するその他の注意事項

本器の操作のあらゆる段階において、下

記の安全に関する一般的注意事項を遵

守する必要があります。 これらの注意事

項や、本書の他の個所に記載されている

個別の警告や指示を守らない場合は、本

器の設計、製造、 および想定される用途

に関する安全標準に違反します。 Agilent
Technologiesは、 お客様がこれらの要件
を満たさなかった場合について、いかな

る責任も負いません。

一般

製造者が指定した以外の方法で本製品

を使用しないで ください。操作説明書に

記載されている以外の方法で本製品を

使用した場合は、本製品の保護機能が損

なわれるおそれがあります。

電源を投入する前に

安全に関する注意事項がすべて守られ

ていることを確認して ください。電源を

接続する前に本器へのすべての接続を

行い、 ヒューズ ・モジュールで適切なAC
電源ライン電圧を選択して ください。

機器のアース

本製品には感電防止用アース端子が装

備されています。 感電事故を防ぐため、

本器をAC電源に接続するにはアース線
付きの電源ケーブルを使用し、アース線

を電源コンセン トの電気的アース （感電

防止用アース） 端子にしっかり と接続し

て く ださい。感電防止用 （アース） 線が

切れているか、感電防止用アース端子が

接続されていない場合は、感電事故のお

それがあります。

爆発のおそれがある環境で

使用しないこと

可燃性のガスや蒸気が存在する環境で

本器を使用しないで ください。

カバーを開けないこと

本器のカバーを開けるこ とができるの

は、危険について認識している有資格の

サービスマンだけです。本器のカバーを

開ける際には、必ず電源ケーブルや外部

回路を切り離して ください。

改造しないこと

本製品の部品を交換したり、無許可の改

造を行ったりするこ とはおやめ く ださ

い。安全機能を維持するため、サービス

や修理の際はAgilent営業所まで本製品
をお送り く ださい。

損傷の際には

本器に損傷または欠陥が認められる場

合は、 ただちに使用をやめ、誤って使用

されないよう必要な措置を講じた上で、

有資格のサービスマンに修理を依頼し

て ください。

注意

仕様に特に記載のない限り、本測定器ま

たはシステムは屋内用であり、IEC 61010-
1および664に基づく インストール・ カテ
ゴリ II、汚染度2の環境で使用されること
を想定しています。動作時の最大相対湿

度は20 ％～80 ％ （40 ℃以下、 非結露）
です。最大動作高度は2,000 m、動作温度
範囲は0～55 ℃です。

技術サポート

納品された製品に関するご質問が

ある場合は、 あるいは保証、サービ

ス、技術サポートについて情報が必

要な場合は、計測お客様窓口までお

問い合わせください。

米国 ： (800) 829-4444

欧州 ： 31 20 547 2111

日本 ： 0120-421-345

または、

www.agilent.co.jp/find/assist　

で、最寄りのAgilent連絡先を参照し
て く だ さ い。 ま た は、 A g i l e n t
Technologies代理店までお問い合わ
せください。

http://ww.agilent.com/find/assist


安全記号

交流

フ レームまたはシ ャー
シ端子

電源スタンバイ。 スイ ッチ
をオフにしても、 本器はAC
電源から完全には切り離さ
れません。

注意、 感電の危険あり

注意、 付属のドキュ メ ン ト
を参照

アース端子

1SM1-A

CEマークは、 ヨーロッパ共
同体の登録商標です。

CSAマークは
CSA-Internationalの登録商標
です。

C-tickマークはオースト ラリ
ア ・ スペク ト ラム管理局の
登録商標です。これは、1992
年のRadio Communications
Actの条件に基づ く オース
ト ラ リ アの E M C フ レーム
ワーク規制への適合を示し
ます。

こ のテキス ト は、 本器が
Indust r ia l  Sc ient i f ic 　and
Medical Group 1 Class A製品
（CISPER 11、 Clause 4） であ
ることを示しています。

ICES/
NMB
-001     

このテキストは、本製品がカ
ナダのInterference-Causing
Equipment Standard 　(ICES-
001) に適合するこ とを示し
ます。

6種類の危険物質のうち1つ
以上の含有量が40年のEPUP
での最大濃縮値 (MCV) を超
えています。
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Agilent 33500シリーズの概要

Agilent 33500シ リーズは、 30 MHzのシンセサイズド波形発生器で、任意波形および
パルス機能を内蔵しています。ベンチト ップ機能と システム機能の組み合わせにより 、

現在および将来のテス ト要件に対応できる汎用ソ リ ューシ ョ ンを実現しています。

便利なベンチト ップ機能

• 16種類の標準波形

• 内蔵16ビッ ト 、 250 Mサンプル/s任意波形機能

• エッジ時間を調整可能な高精度パルス波形機能

• 数値およびグラフ ィカル表示が可能なLCDディ スプレイ

• 使いやすいノブとテンキー

• ユーザ定義名による機器ステートの記録

• 滑り止め加工が施された脚の付いた、 丈夫なポータブル ・ ケース

柔軟なシステム機能

• ダウンロード可能な1 Mポイン ト またはオプシ ョ ンの16 Mポイント 任意波形メ モ
リ。 詳細については下記を参照 ：

www.agilent.co.jp/find/33521U
www.agilent.co.jp/find/33522U

• オプシ ョ ンのGPIB (IEEE-488)

• 標準のUSBおよびLAN リモート ・ インタフェース

• LXI class C準拠

• SCP I (Standard Commands for Programmable Instruments) 互換

注記 ：特に記載のない限り、 本書はすべてのシ リアル番号に適用されます。
6  



フロン ト ・ パネルの概要

注記 ： フロン ト ・ パネル ・ キーまたはメニュー ・ ソフ ト キーに関するコンテキ

ス ト依存ヘルプを表示するには、 そのキーを押し続けます。

1

3 4

5

6

7

8

9

10 11

12

13

14

15{{ 16

1 USBポート
2 オン／オフ ・ スイッチ
3 チャネル1サマリ ・ タブ
4 チャネル2サマリ ・ タブ
5 波形／パラメータ表示領域
6 メニュー操作ソフ トキー
7 波形／パラメータ／単位キー
8 変調／掃引／バースト ・ キー

9 システム ・ キー
10 テンキー
11 ノブ
12 カーソル ・ キー （矢印）
13 手動ト リガ （掃引／バーストのみ）
14 同期コネクタ
15 チャネル1
16 チャネル2 （2チャネル測定器のみ）

2

{
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フロン ト ・ パネル ・ ディスプレイの概要

チャネル 1情報

波形デ ィスプレイ

ソフ トキー・ラベル

波形パラメータ

掃引またはバースト
パラ メータ

チャネル 2情報
8  



フロン ト ・ パネルからの数値入力

フロン ト ・ パネルから数値を入力するには、 2つの方法があ り ます。

ノブとカーソル ・ キーを使って、 表示されている数値を変更します。

1. ノブの下のキーを使って、カーソルを左右に移動します。

2. ノブを回して桁を変更します（時計回りに回すと値が増えます）。

キーパッ ドで数字を入力し、 ソフ トキーで単位を選択します。

1. キーパッ ドを使って数字を入力します。

2. 単位を選択して値を入力します。

3. +/-キーを使って数値の符号を変更します。

4. 左矢印を押すと、最後の桁が消去されます。
9



リア ・ パネルの概要

警告 感電事故を防ぐために、電源コードのグランドを接続する必要があ り ます。 2極コン

セン ト しか使用できない場合は、 測定器のシャーシ ・ グランドねじ （上を参照） を

有効なグランドに接続して ください。

42

5 6 7 8

1

10

3

9

1 外部10 MHz基準入力端子
2 内部10 MHz基準出力端子
3 GPIBインタフ ェース ・ コネクタ （オプシ ョン400）
4 シャーシ ・ グランド
5 外部変調入力端子
6 入力 ：外部ト リガ／ゲート /FSK/バースト
7 USBインタフェース ・ コネクタ
8 ローカル ・ エリア ・ ネッ トワーク  (LAN) コネクタ
9 測定器ケーブル ・ ロック

10 AC電源
10  



本書の内容

クイック ・ スタート 　第1章では、 波形発生器の使用の準備と、 測定器のフロン ト ・
パネル機能について説明します。

フロン ト ・パネル ・ メニューの操作　第2章では、 フロン ト ・ パネルのメニューにつ
いて紹介し、 波形発生器のメニュー機能について説明します。

特長と機能　第3章では、波形発生器の機能と操作の詳しい説明を示します。 この章
は、 波形発生器をフロン ト ・ パネルから操作している場合にも、 リモート ・ インタ

フェース経由で操作している場合にも有効です。

アプリケーシ ョン ・ プログラム　第4章では、 アプリ ケーシ ョ ン用プログラムの開発
に役立つ、 さまざまな リモート ・ インタフェースのアプリ ケーシ ョ ン ・ プログラム

を示します。

チュート リアル　第5章では、 信号発生と変調手法の基本について説明します。

仕様　第6章では、 波形発生器の仕様を示します。

保証、 サービス、 テクニカル ・サポート情報については、 Agilent Technologiesの

以下のいずれかの電話番号へお問い合わせください。

米国 ： (800) 829-4444

欧州 ： 31 20 547 2111

日本 ： 0120-421-345

または、 Webサイ トで全世界のAgilent連絡先情報を参照して ください。

www.agilent.co.jp/find/assist

または、 Agilent Technologies代理店までお問い合わせください。
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クイック ・ スタート



1

クイック ・ スタート

波形発生器を初めて使用する際に最初に必要なこ とは、 フロン ト ・ パネルの操作に

慣れる こ とです。 この章では、 測定器を使用できるよ うに準備し、 主なフロン ト ・

パネル操作に慣れていただくための練習を用意しています。 この章は、 以下のセク

シ ョ ンから構成されています。

• 波形発生器の使用の準備をするには （17ページ）

• キャ リ ング ・ハンドルを調整するには （19ページ）

• 出力周波数を設定するには （20ページ）

• 出力振幅を設定するには （22ページ）

• DCオフセッ ト電圧を設定するには （25ページ）

• ハイ ・ レベルと ロー ・ レベルの値を設定するには （27ページ）

• DC電圧を出力するには （29ページ）

• 方形波のデューティ ・ サイ クルを設定するには （30ページ）

• パルス波形を設定するには （32ページ）

• 記録されている任意波形を選択するには （34ページ）

• 内蔵ヘルプ ・ システムを使用するには （35ページ）

• 波形発生器をラ ッ ク ・ マウン トするには （38ページ）
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第1章　 クイック ・ スタート
波形発生器の使用の準備をするには

1

4

波形発生器の使用の準備をするには

1 付属品リスト を確認します。

以下が測定器に付属している こ とを確認します。 付属品が欠けている場合は、 最寄

りのAgilent営業所にお問い合わせください。

• 電源コード （出荷先の国のもの）。

• 校正証明書。

• Agilent 33500 Series Product Reference CD （製品ソフ ト ウェア、 プログラ ミ ン

グ例、 マニュアル）。

• Agilent Automation-Ready CD (Agilent IO Libraries Suite)。

• USB 2.0ケーブル。

注記 ： 33500シ リーズの製品ドキュ メ ン トはすべて、 製品に付属するAgilent 33500

Series Product Reference CDに収録されていて、 Web上のwww.agilent.co.jp/find/
33521Aおよびwww.agilent.co.jp/find/33522Aでも入手できます。印刷物のマニュア
ルは有料のオプシ ョ ンで用意されています。

2 電源コードを接続し、 波形発生器の電源をオンにします。

測定器は電源投入時セルフテス ト を実行します。 測定器が使用可能になる と、 ヘル

プの表示方法に関する メ ッセージと、現在のIPアドレスが表示されます。また、GPIB
オプシ ョ ンがインス トールされ、GPIBがオンになっている場合は、GPIBアドレスも
表示されます。波形発生器の起動時の機能は正弦波機能で、周波数は1 kHz、振幅は
100 mVpp （50 Ω終端） です。電源投入時には、 チャネル出力コネクタはオフになっ
ています。 チャネル ・ コネク タの出力をオンにするには、  (33521A) ま

たは  (33522A)ボタンを押した後、 Output Off / Onソフ ト キーを押します。

波形発生器の電源がオンにならない場合は、電源コードがリ ア・パネルの電源ソケッ

トにしっかり と差し込まれているこ とを確認します （電源電圧は電源投入時に自動

的に検出されます）。 また、波形発生器が通電している電源に接続されているこ とを

確認して ください。 次に、 波形発生器の電源がオンになっているかど うかを確認し

ます。

また、 電源スイ ッチの下のLEDを確認します。 点灯していない場合は、 AC電源が接
続されていません。 黄色に点灯している場合は、 AC電源が接続されて測定器がスタ
ンバイ ・ モードになっています。 緑色に点灯している場合は、 測定器の電源がオン

になっています。

電源
スイッチ
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第1章　 クイック ・ スタート
波形発生器の使用の準備をするには

1

測定器の電源をオフにするには、 電源スイ ッチを約500 msの間押し続ける必要があ
り ます。 これは、電源スイ ッチに誤って触れて電源がオフになるのを防ぐためです。

電源投入時セルフテストで不具合が発生した場合は、ディスプレイの右上コーナ

にERRインジケータが表示されます。 また、 以下のメ ッセージが目立つように表

示されます。

Check for error messages in the error queue.
（エラー待ち行列の中のエラー ・ メ ッセージを確認して ください）

エラー ・ コードの説明については 『Agilent 33500 Series Service Guide』 を参照し

て ください。また、波形発生器をサービスのためにAgilentに返送する方法も参照

して ください。
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第1章　 クイック ・ スタート
キャリング ・ハンドルを調整するには

1

4

キャ リング ・ハンドルを調整するには

位置を調整するには、 ハンドルの側面をつかんで外側に引っぱり ます。 次に、 ハン

ドルを必要な位置まで回します。

運搬位置

広げた状態

畳んだ状態
19



第1章　 クイック ・ スタート
出力周波数を設定するには

1

出力周波数を設定するには

電源投入時には、 波形は正弦波、 周波数は1 kHz、 振幅は100 mVpp （50 Ω終端） に
設定されています。 周波数を1.2 MHzに変更する手順を以下に示します。

1 ボタンを押し、 Frequencyソフ トキーを押します。

表示される周波数は、 電源投入時の値か、 前に選択した周波数です。 機能を変更し

た場合は、現在の値が新しい機能で使用可能であれば、同じ周波数が使用されます。

波形の周期を設定したい場合は、 を押し、 Frequency ソ フ ト キーを押して
Periodソフ ト キーに切り換えます （下の図では現在のFrequency選択が強調表示さ
れています）。

2 必要な周波数の数値を入力します。

テンキーを使って、 値1.2を入力します。
20  



第1章　 クイック ・ スタート
出力周波数を設定するには

1

4

3 必要な単位を選択します。

必要な単位に対応するソフ ト キーを押します。 単位を選択する と、 表示されている

周波数の波形が出力されます （出力がオンになっている場合）。 この例では、 MHzを
押します。

注記 ： ノブとカーソルキーを使用して必要な値を入力するこ と もできます。
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第1章　 クイック ・ スタート
出力振幅を設定するには

1

出力振幅を設定するには

電源投入時には、 波形は正弦波、 振幅は100 mVpp （50 Ω終端） に設定されていま
す。 振幅を50 mVppに変更する手順を以下に示します。

1 を押し、 Amp/OffsまたはHigh/Low と記されたソフ トキーを押して、 Amp/
Offsを表示させます。

表示される振幅は、 電源投入時の値か、 前に選択した振幅です。 機能を変更した場

合は、 現在の値が新しい機能で使用可能であれば、 同じ振幅が使用されます。 電圧

を振幅とオフセッ ト で指定するか、 ハイ値と ロー値で指定するかを選択するには、

を押し、 2番目のソフ ト キーを押します。 この例では、 Amp/Offsを強調表示
します。
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第1章　 クイック ・ スタート
出力振幅を設定するには

1

4

2 必要な振幅の数値を入力します。

を押し、 Amplitudeを押します。 テンキーを使って、 値50を入力します。

3 必要な単位を選択します。

必要な単位に対応するソフ ト キーを押します。 単位を選択する と、 表示されている

振幅の波形が出力されます （出力がオンになっている場合）。 この例では、 mVppを
押します。

注記 ： ノブとカーソルキーを使用して必要な値を入力するこ と もできます。 この場

合は、 単位ソフ ト キーを使用する必要はあ り ません。
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第1章　 クイック ・ スタート
出力振幅を設定するには

1

表示されている振幅の単位は簡単に変換できます。 単に を押した後、 Ampl
Asソフ ト キーを押して、 必要な単位を選択します。
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第1章　 クイック ・ スタート
DCオフセッ ト電圧を設定するには

1

4

DCオフセッ ト電圧を設定するには

電源投入時には、 波形は正弦波、 DCオフセッ トは0 V （50 Ω終端） に設定されてい
ます。 オフセッ ト を－1.5 Vdcに変更する手順を以下に示します。

1 を押し、 “Offset”ソフ トキーを押します。

表示されるオフセッ ト電圧は、電源投入時の値か、前に選択したオフセッ トです。機

能を変更した場合は、 現在の値が新しい機能で使用可能であれば、 同じオフセッ ト

が使用されます。

2 必要なオフセッ トの数値を入力します。

テンキーを使って、 値“－1.5”を入力します。
25



第1章　 クイック ・ スタート
DCオフセッ ト電圧を設定するには

1

3 必要な単位を選択します。

必要な単位のソフ ト キーを押します。 単位を選択する と、 表示されているオフセッ

トの波形が出力されます （出力がオンになっている場合）。 この例では、 Vを押しま
す。 電圧は次に示すよ うに設定されます。

注記 ： ノブとカーソルキーを使用して必要な値を入力するこ と もできます。
26  



第1章　 クイック ・ スタート
ハイ ・ レベルとロー ・ レベルの値を設定するには

1

4

ハイ ・ レベルとロー ・ レベルの値を設定するには

前述のよ うに、 信号は振幅とDCオフセッ ト値を設定するこ とで指定できます。 信号
の範囲を設定するも う 1つの方法は、 ハイ （最大） 値と ロー （最小） 値を指定するこ
とです。 これは通常、 デジタル ・ アプリ ケーシ ョ ンに便利です。次の例では、ハイ ・

レベルを1.0 V、 ロー ・ レベルを0.0 Vに設定します。

1 を押します。

2 Amp/Offsソフ トキーを押して、 下に示すようにHigh/Lowに切り換えます。
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第1章　 クイック ・ スタート
ハイ ・ レベルとロー ・ レベルの値を設定するには

1

3 ハイ ・ レベルの値を設定します。

キーを押し、 High Levelを選択します。 テンキーまたはノブと矢印を使用し
て、 値1.0 Vを選択します （テンキーを使用する場合は、 V単位ソフ ト キーを選択し
て値を入力します）。

4 Low Levelソフ トキーを押して、 値を設定します。

この場合も、 テンキーまたはノブを使用して、 0.0 Vの値を入力します。

この設定 （ハイ ・ レベル＝1.0 V、 ロー ・ レベル＝0.0 V） は、振幅1.0 Vpp、 オフセッ
ト 500 mVに設定するのと同じです。
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第1章　 クイック ・ スタート
DC電圧を出力するには

1

4

DC電圧を出力するには

一定のDC電圧を出力するよ うに指定できます。

1 を押し、 MoreとDCを選択します。

Offsetの値が選択されます。

2 必要な電圧レベルをオフセッ ト と して入力します。

テンキーまたはノブで1.0を入力し、 テンキーを使用した場合はVソフ ト キーを押し
ます。

50 Ω負荷の場合は－5 V～＋5 V、 高インピーダンス負荷の場合は－10 V～＋10 Vの
範囲の任意のDC電圧を入力できます。
29



第1章　 クイック ・ スタート
方形波のデューテ ィ ・サイクルを設定するには

1

方形波のデューテ ィ ・サイクルを設定するには

電源投入時には、 方形波のデューティ ・ サイ クルは50 ％です。 デューティ ・ サイ ク
ルは、 最小パルス幅仕様である16 nsによって制限されます。 デューティ ・ サイ クル
を75 ％に変更する手順を以下に示します。

1 方形波機能を選択します。

キーを押し、 Squareを選択します。

2 Duty Cycleソフ トキーを押します。

表示されるデューティ ・サイ クルは、電源投入時の値か、前に選択した％です。デュー

ティ ・サイ クルは、方形波が1周期の間にハイ ・レベルにある時間の割合を表します。
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第1章　 クイック ・ スタート
方形波のデューテ ィ ・サイクルを設定するには

1

4

3 必要なデューテ ィ ・サイクルを入力します。

テンキーまたはノブと矢印を使用して、 “75”のデューティ ・ サイ クル値を選択しま
す。 テンキーを使用した場合は、 Percentソ フ ト キーを押して入力を終了します。
デューティ ・サイ クルが瞬時に調整され、指定された値の方形波が出力されます （出

力がオンになっている場合）。
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第1章　 クイック ・ スタート
パルス波形を設定するには

1

パルス波形を設定するには

波形発生器は、 可変のパルス幅とエッジ時間を持つパルス波形を出力するよ うに設

定できます。 以下の手順は、 パルス幅10 ms、 エッジ時間50 ns、 周期500 msのパル

ス波形を設定する方法を示します。

1 パルス機能を選択します。

キーを押し、 Pulseを選択してパルス機能を選択し、 デフォルトのパラ メー
タのパルス波形を出力します。

2 パルス周期を設定します。

キーを押し、 Frequency/Periodソフ ト キーを押して、 Periodを選択します。

を押し、 Periodを選択します。 周期を500 msに設定します。
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第1章　 クイック ・ スタート
パルス波形を設定するには

1

4

3 パルス幅を設定します。

を押し、 Pulse Widthソフ ト キーを押して、 パルス幅を10 msに設定します。
パルス幅は、立ち上がりエッジの50 ％しきい値から、次の立ち下がりエッジの50 ％
しきい値までの時間を表します。

4 両方のエッジのエッジ時間を設定します。

Edge Timeソフ ト キーを押し、 立ち上がり と立ち下がりの両方のエッジのエッジ時
間を50 nsに設定します。 エッジ時間は、 各エッジの10 ％しきい値から90 ％しきい
値までの時間を表します。
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第1章　 クイック ・ スタート
記録されている任意波形を選択するには

1

記録されている任意波形を選択するには

9種類の内蔵任意波形が不揮発性メモ リ に記録されています。 その種類は、 心拍、
Dローレンツ、 指数関数減少、 指数関数増加、 ガウシアン、 半正矢関数、 ローレン
ツ、 負ランプ、 Sincです。

以下の手順は、 内蔵の 「指数関数減少」 波形をフロン ト ・ パネルから選択する方法

を示します。

1 任意波形機能を選択します。

ボタンを押し、 Arbソフ ト キー、 Arbsソフ ト キーの順に選択します。 次に、
Select Arbを選択し、 ノブを使ってExp_Fallを選択します。 Selectを押します。

カスタム任意波形の作成方法については、74ページの 「任意波形をセッ トアップ

するには」 を参照して ください。
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第1章　 クイック ・ スタート
内蔵ヘルプ ・ システムを使用するには

1

4

内蔵ヘルプ ・ システムを使用するには

内蔵ヘルプ ・ システムは、 フロン ト ・ パネル ・ キーまたはメニュー ・ ソフ ト キーに

関するコンテキス ト依存のヘルプ情報を提供します。 いくつかのフロン ト ・ パネル

操作に関するヘルプ ・ ト ピッ ク も用意されています。

1 ファンクシ ョン ・ キーに関するヘルプ情報を表示します。

任意のソフ ト キーまたはボタン （ など） を押して、 そのまま押し続けます。

メ ッセージが長すぎて画面に全部表示されない場合は、 ↓ ソフ ト キーを押すか、ノブ
を回すこ とによ り、 残りの情報を表示できます。

ヘルプを終了するにはDoneを押します。
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第1章　 クイック ・ スタート
内蔵ヘルプ ・ システムを使用するには

1

2 ヘルプ項目のリスト を表示します。

ボタンを押し、Helpを押して、使用可能なヘルプ項目のリ ス ト を表示します。
リ ス ト をス ク ロールさせるには、 ↑ および ↓ ソフ ト キーを押すか、 ノブを使用しま
す。 任意のキーのヘルプを表示しますとい う項目を選択し、 Selectを押します。

ヘルプを終了するにはDoneを押します。
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第1章　 クイック ・ スタート
内蔵ヘルプ ・ システムを使用するには

1

4

3 表示されているメ ッセージに関するヘルプ情報を表示します。

リ ミ ッ ト の超過やその他の無効な設定が見つかった場合は、 波形発生器はメ ッセー

ジを表示します。 内蔵ヘルプ ・ システムを使用すれば、 最新のメ ッセージに関する

追加情報を表示できます。

ボタンを押し、 Helpを押します。次に、最後に表示されたメ ッセージを表示
しますとい う項目を選択し、 Selectを押します。

ヘルプを終了するにはDoneを押します。

ローカル言語ヘルプ ：内蔵ヘルプ ・ システムは、 中国語、 フランス語、 ド イツ

語、日本語、韓国語で使用できます。 メ ッセージ、 コンテキスト依存ヘルプ、ヘ

ルプ ・ ト ピッ クは、 すべてここで選択した言語で表示されます。 メニュー ・ ソ

フ トキーのラベルとステータス表示行のメ ッセージは翻訳されません。

ローカル言語を選択するには、 ボタンを押し、 System Setupソフ トキー、

User Settingsソフ トキー、 Help Langソフ トキーを押します。 次に、 必要な言語
を選択します。
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第1章　 クイック ・ スタート
波形発生器をラック ・ マウン トするには

1

波形発生器をラック ・ マウン トするには

測定器は、オプシ ョ ンの2種類のキッ トの1つを使用して、標準の19インチ・ ラ ッ ク ・
キャビネッ トにマウン ト できます。 説明書とマウン ト用金具は、 各ラ ッ ク ・ マウン

ト ・キッ トに付属しています。同じサイズのAgilent System II測定器をAgilent 33500
と並べてラ ッ ク ・ マウン トできます。

注記 ：測定器をラ ッ ク ・ マウン トするには、 キャ リ ング ・ハンドルと前後のゴム製

バンパーを取り外す必要があ り ます。

ハンドルを取り外すには、 ハンドルを垂直になるまで回し、 両端を外側に引っぱり

ます。

ゴム製バンパーを取り外すには、 角の部分を引っぱって外します。

リア（底面から見た図）フロン ト
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第1章　 クイック ・ スタート
波形発生器をラック ・ マウン トするには

1

41台の測定器をラック ・マウン トするには、アダプタ ・キッ ト 5063-9240を注文して く
ださい。

2台の測定器を並べてラック ・マウン トするには、 ロックリンク ・キッ ト 5061-8769と
フランジ ・ キッ ト 5063-9212を注文して ください。 ラ ック ・ キャビネッ ト内に必ずサ
ポート ・ レールを使用して ください。

過熱を防ぐために、測定器内部と外部との間の通気を妨げないようにして くださ

い。内部の十分な通気を維持するために、測定器の裏面、側面、底面に十分な空

間を確保して ください。
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波形発生器をラック ・ マウン トするには

1
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2

フロン ト ・ パネル ・ メニューの操作

この章では、 フロン ト ・ パネルのキーと メニューの操作について説明します。 この

章では、 すべてのフロン ト ・ パネル ・ キーやメニューの操作の詳細については記載

していません。 フロン ト ・ パネル ・ メニューと さまざまなフロン ト ・ パネル操作の

概要だけを示します。 波形発生器の機能と操作の詳細な説明については、 91ページ
からの第3章 「特長と機能」 を参照して ください。

• フロン ト ・ パネル ・ メニュー ・ リ ファレンス  （43ページ）

• 出力終端を選択するには （47ページ）

• 波形発生器を リセッ トするには （48ページ）

• 被変調波形を出力するには （49ページ）

• FSK波形を出力するには （51ページ）

• PWM波形を出力するには （53ページ）

• 周波数掃引を出力するには （56ページ）

• バース ト波形を出力するには （59ページ）

• 掃引またはバース ト を ト リガするには （62ページ）

• 機器ステート を記録するには （63ページ）

• リモート ・ インタフェースを設定するには （65ページ）

• 任意波形をセッ ト アップするには （74ページ）
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フロン ト ・ パネル ・ メニュー ・ リファレンス

このセクシ ョ ンでは、 フロン ト ・ パネル ・ メニューの概要を示します。 その後の部

分では、 フロン ト ・ パネル ・ メニューの使用法の例を示します。

波形の選択

� 9種類の波形タイプ （正弦波、方形波、 ランプ、パルス、任意波形、三角波、 ノ イズ、PRBS、
DC） の中から1つを選択します。

選択した波形のパラメータを設定します。

波形に応じて、 以下のような操作を実行できます。

� 周期／周波数の設定
� 振幅またはハイ／ロー電圧の設定
� オフセッ トの設定
� 位相の設定
� デューテ ィ ・サイクルの設定
� 対称性の設定
� パルス幅の設定
� エッジ時間の設定
� 任意波形の設定
� 帯域幅の設定
� PRBSデータの設定
� ビッ ト ・ レートの設定

各種波形に使用する単位とパラ メータを指定します。

� 周波数と周期のどちらを使用するかを指定します。
� 振幅／オフセッ ト とハイ／ロー電圧のどちらを使用するかを指定します。
� 使用する電圧単位を指定します。
� パルス幅とデューテ ィ ・サイクルのどちらを使用するかを指定します。
� 周波数掃引を中心／スパンとスタート／ス ト ップのどちらで設定するかを指定します。
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変調のパラメータを設定します。

� 変調をオン／オフします。
� 変調方式を指定します。
� 変調源を指定します。
� AM、 FM、 PM、 PWM、 BPSK、 FSK、 Sum変調のパラメータを指定します。

周波数掃引のパラメータを設定します。

� 掃引をオン／オフします。
� リニア／対数／周波数リス ト掃引を選択します。
� 掃引する周波数のリス ト を表示／編集します。
� 掃引の完了に必要な時間を秒単位で選択します。
� スタート／スト ップ周波数または中心／スパン周波数を選択します。
� 持続時間、 ホールド時間、 戻り時間を指定します。

バーストのパラ メータを設定します。

� バースト をオン／オフします。
� ト リガ （Nサイクル） または外部ゲート ・バースト ・ モードを選択します。
� 1回のバーストあたりのサイクル数 （1～100,000,000または無限大） を選択します。
� バーストのスタート位相角 （－360 °～＋360 °） を選択します。
� サイクル数を指定します。
� バースト周期を指定します。

 Store/Recall ： 機器ステート を記録／リコールします。

� 任意の数の機器ステートを不揮発性メモリに記録します。
� 記憶位置にカスタム名を付けます。
� 記録されている機器ステート をリコールします。
� 記録されている機器ステート を削除します。
� すべての測定器設定を工場設定値に復元します。
� 測定器の電源投入時設定 （前回の設定または工場設定） を選択します。
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 I/O Config ： 測定器I/Oインタフェースを設定します。

� LANをオン／オフします。
� LAN設定 （IPアドレスおよびネッ トワーク設定） を指定します。
� LANをリセッ ト します。
� USB設定を指定します。
� GPIBアドレスを選択します。

 Calibrate ：校正作業を実行します。

� 校正パスワードを設定します。
� 測定器の校正をロック／ロック解除します。
� 測定器を校正します （『Agilent 33500 Series Service Guide』 を参照）。

 Instr Setup ： 測定器パラ メータを設定します。

� セルフテスト を実行します。
� 基準発振器を設定します。
� 測定器メモリをクリアします （NISPOM準拠）。

 System Setup ： システム関連パラ メータを設定します。

� 画面レイアウト を設定します。
� フロン ト ・ パネル ・ メ ッセージとヘルプ ・ テキス トのローカル言語を選択します。
� フロン ト ・ パネルに表示される数値でのピリオド とカンマの使用法を選択します。
� デ ィスプレイをオン／オフします。
� エラー発生時のビープ音をオン／オフします。
� デ ィスプレイ ・ スクリーン ・ セーバ ・ モードをオン／オフします。
� フロン ト ・ パネル ・ デ ィスプレイの輝度設定を調整します。
� ライセンスが必要な機能のライセンスをインストールします。
� 日付と時刻を設定します。
� ファイルとフォルダの管理を実行します （コピー、 名前変更、 削除など）。
� スクリーン ・ シ ョ ッ ト をキャプチャします。
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 Help ：ヘルプ項目のリスト を表示します。

� 最後に表示されたメ ッセージを表示します。
� リモート ・ コマンド ・ エラー待ち行列を表示します。
� 任意のキーのヘルプを表示します。
� Agilentテクニカル ・サポートの依頼方法を説明します。
� シリアル番号、 IPアドレス、 ファームウェア ・バージ ョンなどの測定器情報を表示します。

 または または チャネル ： チャネルをオンにしたり、 設定したり し

ます。

� チャネルをオン／オフします。
� メニューの対象となるチャネルを指定します。
� 出力終端 （1 Ω～10 kΩ、 または無限大） を選択します。
� 振幅オートレンジをオン／オフします。
� 波形の極性 （ノーマルまたは反転） を選択します。

� チャネルの電圧リ ミ ッ ト を指定します。
� チャネルをノーマル ・ モード とゲーテ ィ ッ ド ・ モードのどちらにするかを指定します。
� チャネルをデュアル ・ チャネル動作に設定します (33522A)。

 ト リガ設定を設定します。

� 点灯している場合は、 手動ト リガを実行します。
� 掃引、 バースト、 任意波形アドバンスのト リガ ・ ソースを指定します。
� ト リガ ・ カウン トおよび遅延を指定します。
� 外部ト リガ ・ ソースのスロープ （立ち上がりまたは立ち下がりエッジ） を指定します。
� �Trig Out�信号のスロープ （立ち上がりまたは立ち下がりエッジ） を指定します。
� �Sync�コネクタから出力される同期信号をオン／オフします。
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出力終端を選択するには

Agilent 33500シ リーズのフロン ト ・ パネル ・ チャネル ・ コネクタは、 50 Ωの固定直
列出力インピーダンスを持っています。 実際の負荷インピーダンスが指定された値

と異なる場合は、 表示される振幅とオフセッ トのレベルは正し く あ り ません。 負荷

インピーダンス設定は、 単に表示される電圧が予想される負荷に対して正し くなる

よ うにするための便宜と して提供されています。

1 または または を押して、 チャネル設定画面を開きます。 現在の

出力終端値 （この例ではどちらも50 Ω） が画面上部のタブに表示されます。

2 出力終端を指定します。

Output Loadソフ ト キーを押します。

3 必要な出力終端を選択します。

ノブまたはテンキーを使って必要な負荷インピーダンスを選択するか、 Set to 50 Ω
ソフ ト キーまたはSet to High Zソフ ト キーを押します。
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波形発生器をリセッ トするには

測定器を工場設定状態にリセッ トするには、 を押し、Store/Recallソフ ト キー
とSet to Defaultsソフ ト キーを選択します。

測定器の電源投入時およびリセッ ト条件の一覧については、 226ページの 「Agilent

33500シ リーズの工場設定」 を参照してください。
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被変調波形を出力するには

被変調波形は、搬送波と変調波形から構成されます。 AM （振幅変調） の場合は、搬
送波の振幅が変調波形によって変化されます。 この例では、 変調度80 ％のAM波形
を出力します。 搬送波は5 kHzの正弦波、 変調波形は200 Hzの正弦波です。

1 搬送波の機能、 周波数、 振幅を選択します。

を押し、 Sineソフ ト キーを押します。 Frequency、 Amplitude、 Offsetソフ
ト キーを押して、搬送波波形を設定します。 この例では、 5 kHz正弦波、振幅5 Vpp、

オフセッ ト 0 Vを選択します。

振幅は、 Vpp、 Vrms、 dBmで設定できます。 このためには、 テンキーで値を入力す
るか、 を押します。

2 AMを選択します。

を押し、 Typeソフ ト キーで“AM”を選択します。 次に、 Modulateソフ ト キー
を押して変調をオンにします。 ボタンが点灯し、“AM Modulated by Sine”とい
う ステータス ・ メ ッセージがディ スプレイの左上に表示されます。

3 変調度を設定します。

AM Depthソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
80 ％に設定します。
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4 変調波形の形状を選択します。

Shapeソフ ト キーを押して、 変調波形の形状を選択します。 この例では、 正弦波を
選択します。

5 変調周波数を設定します。

Moreを押し、AM Freqソフ ト キーを押します。テンキーまたはノブとカーソル・キー
を使って、 値を200 Hzに設定します。 テンキーを使用した場合は、 Hzソフ ト キーを
押して入力を終了します。
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FSK波形を出力するには

FSK変調を使用するこ とで、波形発生器が出力周波数を2つのプリセッ ト値の間で切
り替えるよ うに設定できます。 切 り替えが生じる速度はFSKレート と呼ばれ、 内部
レート ・ ジェネレータまたはリ ア ・ パネルのExt Trigコネク タの信号レベルによっ

て決ま り ます。 信号が切り替わる2つの周波数は、 「搬送波周波数」 と 「ホップ周波
数」 と呼ばれます。 この例では、 「搬送波」 周波数を3 kHz、 「ホップ」 周波数を500

Hz、 FSKレート を100 Hzに設定します。

1 搬送波の機能、 周波数、 振幅を選択します。

を押し、 Sineソフ ト キーを押します。 Frequency、 Amplitude、 Offsetソフ
ト キーを押して、搬送波波形を設定します。 この例では、 3 kHz正弦波、振幅5 Vpp、

オフセッ ト 0を選択します。

2 FSKを選択します。

を押し、 Typeソフ ト キーでFSKを選択します。 次に、 Modulateソフ ト キー
を押して変調をオンにします。 “FSK Modulated” とい う ステータス ・ メ ッセージが
ディ スプレイの左上に表示されます。
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3 「ホップ」 周波数を設定します。

Hop Freqソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
500 Hzに設定します。 テンキーを使用した場合は、 Hzソフ ト キーを押して入力を終
了します。

4 FSKの 「シフ ト」 レート を設定します。

FSK Rateソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
100 Hzに設定します。

この時点で、 波形発生器はFSK波形を出力します。
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PWM波形を出力するには

波形発生器は、 パルス幅変調 （PWM） 波形を出力するよ うに設定できます。 Agilent
33500シ リーズでは、 パルス搬送波波形に対してPWMを使用できます。 PWMでは、
搬送波波形のパルス幅またはデューティ ・ サイ クルが変調波形によって変更されま

す。パルス幅と幅偏移を指定するか、パルス ・デューティ ・サイ クルとデューティ ・

サイ クル偏移を指定する と、 偏移が変調波形によって制御されます。 パルス幅から

パルス ・デューティ ・ サイ クルに変更するには、 を押します。

この例では、 1 kHzのパルス波形と5 Hz正弦波の変調波形に対して、パルス幅とパル
ス幅偏移を指定します。

1 搬送波波形のパラメータを選択します。

を押し、 Pulseを押します。 Frequency、Amplitude、Offset、Pulse Width、
Edge Timesソフ ト キーを押して、 搬送波波形を設定します。 この例では、 1 kHzの
パルス波形、 振幅1 Vpp、 オフセッ ト 0、 パルス幅100 μs、 エッジ時間50 ns （立ち上
がり と立ち下がりの両方） を選択します。
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2 PWMを選択します。

を押し、 Type、 PWMを選択します。 次に、 最初のソフ ト キー (Modulate)を
押して、 変調をオンにします。 “PWM Modulated by Sine” とい う ステータス ・ メ ッ
セージがディ スプレイの左上に表示されます。

3 幅偏移を設定します。

Width Devソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
20 μsに設定します。
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4 変調周波数を設定します。

PWM Freqソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
5 Hzに設定します。

5 変調波形の形状を選択します。

Shapeソフ ト キーを押して、 変調波形の形状を選択します。 この例では、 正弦波を
選択します。

この時点で、 波形発生器は指定された変調パラ メータのPWM波形を出力します （出

力がオンになっている場合）。

もちろん、 実際にPWM波形を観察するには、 出力をオシロスコープに接続する必要
があ り ます。 実際に観察してみれば、 パルス幅が変動するのがわかり ます。 この例

では、 80～120 μsの範囲で変動します。 変調周波数が5 Hzなので、 偏移は容易に視
認できます。
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周波数掃引を出力するには

周波数掃引モードでは、 波形発生器はスタート周波数からス ト ップ周波数まで、 指

定された掃引速度で移動します。 周波数が上昇または下降する方向に、 リ ニアまた

はログ間隔で、 または周波数のリ ス ト を使用して掃引できます。 この例では、 50 Hz

～5 kHzの掃引正弦波を出力します。

1 掃引の機能と振幅を選択します。

掃引で選択できるのは、 正弦波、 方形波、 ランプ、 パルス、 三角波、 PRBSの各波形
です （任意波形、 ノ イズ、 DCは選択できません）。 この例では、振幅5 Vppの正弦波

を選択します。
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2 掃引モードを選択します。

を押し、 2番目のソフ ト キーで リニア掃引モードが選択されているこ とを確
認します。 Sweepソフ ト キーを押して掃引をオンにします。 現在のチャネルのタブ
の上部に“Linear Sweep” と い う ステータ ス ・ メ ッ セージが表示されます。 また、

ボタンが点灯します。

3 スタート周波数を設定します。

Start Freqソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
50 Hzに設定します。
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4 スト ップ周波数を設定します。

Stop Freqソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値を
5 kHzに設定します。 この時点で、 波形発生器の出力がオンになっていれば、 50 Hz

～5 kHzの連続掃引が出力されます。

注記 ：必要な場合は、 ボタンを押し、 4番目のソフ ト キーを押すこ とによ り、
掃引の周波数範囲を中心周波数と周波数スパンで設定するこ と もできます。 これら

のパラ メータの働きは、 スタート周波数／ス ト ップ周波数と同じであ り、 便宜のた

めに用意されています。 同じ結果を得るには、 中心周波数を2.525 kHz、 周波数スパ
ンを4.950 kHzに設定します。

周波数掃引を発生するには、 を2回押します。1回押すと ト リガが手動モー

ドに設定され、 2回目で ト リガが送出されます。 詳細については、 62ページの

「掃引またはバースト を ト リガするには」 を参照して ください。
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バースト波形を出力するには

波形発生器では、 指定したサイ クル数からなる波形を出力できます。 これをバース

ト と呼びます。 バース ト とバース トの間の時間の長さは、 内部タ イマまたは リ ア ・

パネルのExt Trigコネクタの信号レベルで制御できます。 この例では、 3サイ クルの

正弦波を20 msのバース ト周期で出力します。

1 バーストの機能と振幅を選択します。

バース ト波形で選択できるのは、 正弦波、 方形波、 ランプ、 パルス、 任意波形、 三

角波、 PRBSの各波形です。 ノ イズは 「ゲーティ ッ ド」 バース ト ・ モードでのみ使用
でき、 DCは使用できません。 この例では、 振幅5 Vppの正弦波を選択します。
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2 バースト ・ モードを選択します。

を押し、 Burst Off / Onソフ ト キーを押します。 “N Cycle Burst, Trig Imm”と
い う ステータス ・ メ ッセージが現在のチャネルのタブに表示されます。

3 バースト ・ カウン ト を設定します。

# of Cyclesソフ ト キーを押し、テンキーまたはノブを使用してカウン ト を“3”に設定
します。 テンキーを使用した場合は、 Enterソフ ト キーを押してデータ入力を終了し
ます。
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4 バースト周期を設定します。

Burst Periodソフ ト キーを押し、 テンキーまたはノブとカーソルキーを使って、 値
を20 msに設定します。 バース ト周期は、 1つのバース トの開始から次のバース トの
開始までの時間を設定します。

この時点で、波形発生器は連続する3サイ クルのバース ト を20 ms間隔で出力します。

1回のバースト （指定したカウン トの） を発生するには、 キーを押します。

詳細については、 62ページの 「掃引またはバース ト を ト リガするには」 を参照

して ください。

外部ゲート信号を使ってゲーテ ィ ッ ド ・バースト を作成することもできます。こ

の場合は、 ゲート信号が入力に存在する場合にバーストが発生します。
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掃引またはバースト を ト リガするには

掃引とバース トの ト リガは、 4種類の ト リガ ・ タ イプの1つを使用して、 フロン ト ・
パネルから発生するこ とができます。

• デフォルト設定は、 Immediateすなわち 「自動」 ト リガです。 このモードでは、

波形発生器は掃引またはバース ト ・モードが選択されたと きに連続的に波形を出

力します。

• Ext （ 「外部」 ト リガ） は、 測定器裏面のTriggerコネクタ経由で ト リガを制御し
ます。

• Manual （ 「手動」 ト リガ） は、 ボタンを押すたびに、 1回の掃引を実行す
るか、 1回のバース ト を出力します。 このキーを引き続き押すと、 波形発生器が
再 ト リガされます。

• Timer （「タイマ」 ト リガ） は、一定の時間間隔で1回または複数回のト リガを発
生します。

掃引またはバース トがオンの場合は、 を押すと ト リガ ・ メニューが表示され

ます。 キーが点灯 （常時点灯または点滅） している場合、 1つまたは両方の
チャネルが ト リガ可能モードであ り、 手動 ト リガを待っているこ とを示します。 ト

リガ ・ メニューが選択されている場合は常時点灯、 選択されていない場合は点滅に

なり ます。 測定器がリモート動作のと きには、 キーは使用できません。

ボタンが常時点灯している と きに を押すと、 手動 ト リガが発生します。 ボタ

ンが点滅している と きに を押すと、 ト リガ ・ メニューが選択され、 も う一度

押すと手動 ト リガが発生します。
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機器ステート を記録するには

機器ステートは、 任意の数のステート ・ ファ イルに記録できます。 ステート ・ ファ

イルの拡張子は.staです。 これによ り、 機器ステート をバッ クアップした り、 USBド
ラ イブにステート を保存して別の測定器で再ロードするこ とによ り、 複数の測定器

の設定を一致させるこ とができます。

1 必要な記憶位置を選択します。

を押し、 Store / Recallソフ ト キー、 Store Stateソフ ト キーを押します。

2 選択した位置の名前を指定します。

Browseソフ ト キーを押してステー ト ・ ファ イルの保存先を選択し、 ノブと矢印を
使ってファ イル名を入力します。

• 文字を追加するには、右カーソル・キーを押してカーソルを既存の名前の右側に

移動してから、 ノブを回します。
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• 文字を削除するには、 ノブを回して大文字のAの前の空白文字を選択します。

• カーソル位置から行末までのすべての文字を削除するには、＋/－キーを押します。

• 名前の中に数字を使用したい場合は、 テンキーから直接入力できます。

3 機器ステート を記録します。

STORE STATEソフ ト キーを押します。 記録されるステートには、 選択された機能、
周波数、 振幅、 DCオフセッ ト、 デューテ ィ ・ サイ クル、 対称性、 および使用中の
変調パラ メータが含まれます。 任意波形機能で作成された揮発性波形は記録されま

せん。

4 機器ステートのリコール （オプシ ョン）

記録したステート を後で復元する （読み取る） には、 を押し、Store / Recallを
押します。次に、 Recall Stateを押し、 リ コールするステート を選択して、 Selectを
押します。
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リモート ・ インタフ ェースを設定するには

Agilent 33500シ リーズは、 リモー ト ・ インタフェース通信をサポート しています。
インタフェース と しては、GPIB （オプシ ョ ン）、USB、LAN （LXI class C準拠） の3種
類が選択できます。電源投入時には、 3種類すべてのインタフェースがオンになって
おり、 プログラ ミ ング ・ コマンドを受け付けます。 以下の部分では、 測定器フロン

ト ・ パネルから リモート ・ インタフェースを設定する方法を説明します。

注記 ：測定器に付属する2枚のCDに、 リモート ・ インタフェース経由の通信を可能

にするAgilentコネクティビティ ・ ソフ ト ウェアが収録されています。 これらのCDと

収録されているソフ ト ウェアの詳細については、 「コネクティビティ ・ ソフ ト ウェア

と製品CD」 （188ページ） を参照してください。

GPIB設定 （オプシ ョン400）

必要なのは、 GPIBアドレスを選択するこ とだけです。

1 “I/O”メニューを選択します。

を押し、 I/O Configソフ ト キーとGPIB Settingsソフ ト キーを押します。イン
タフェースをオン／オフするには、 最初のソフ ト キーを押します。 オン／オフ状態

の変更を有効にするには、 測定器の電源を入れ直す必要があ り ます。

こ こでは、 GPIBインタフェースをオンのままにしておきます。 GP-IB Addressソフ
ト キーを押します。
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2 GPIBアドレスを設定します。

ノブとカーソルキーまたはテンキーを使って、 0～30の範囲のGPIBアドレスを選択
します （工場設定は“10”）。 テンキーを使用した場合は、 最後にEnterを押します。

USB設定

USBインタフェースには、必要なフロン ト ・パネル設定パラ メータはあ り ません。単
にAgilent 33500シ リーズを適切なUSBケーブルでPCに接続します。 インタフェース
は自動的に設定されます。測定器はUSB 1.1とUSB 2.0の両方をサポート しています。

USBをオン／オフするには、 を押し、 I/O Config、 USB Settings、 USBを押
します。 GPIBの場合と同様、 このインタフェースのオン／オフ状態の変更を有効に
するには、 測定器の電源を入れ直す必要があ り ます。
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LAN設定

33500シ リーズは、 LXI （LAN eXtensions for Instrumentation） 規格に準拠してい
て、 ローカル ・ エ リ ア ・ ネッ ト ワーク （LAN） 経由でセッ ト アップや設定を容易に
行う こ とができます。 LXI測定器を企業LANに接続するこ とは通常お勧めできませ
ん。 LANのセキュ リ ティの問題、 IPアドレスの不足や衝突、 LAN帯域幅の不足など
の事態が生じるおそれがあるからです。

LXI測定器の構成と しては、 以下の3種類が最も一般的です。

• LXI測定器をPCのLANポートに直接接続する方法。ベンチト ップ環境で多く用い
られます。

• LXI測定器をハブまたはスイッチ経由でPCに接続し、PCをエンタープライズLAN
に接続しない方法。 この方法では、LANやインターネッ トから隔離された複数の
デバイスからなるネッ ト ワークに測定器を参加させるこ とができます。

• LXI測定器をルータ経由でPCに接続されたサブネッ トに接続し、 PCをルータの
インターネッ ト接続経由で企業LANに接続する方法。

上記の最初の2つの構成では、 AutoIPを使用してIPアドレスを割り当てます。 3番目
の構成でLXI測定器を設定するには、 次の手順を実行します。

1. DHCP機能を持つルータに標準のイーサネッ ト ・ ケーブルで測定器を接続し、 測
定器の電源をオンにします。

2. 測定器をデフォルト LAN設定にリセッ ト します （新しい33500シ リーズ測定器で
はこれは不要です）。

3. 測定器のIPアドレスを調べます。このためには、Agilent Connection Expertなどの
LXI検出ツールを使用するか、33500測定器で 、I/O Config、LAN Settings
を押します。

4. 標準のWebブラウザを開き、 アドレス ・バーに測定器のIPアドレスを入力して、
測定器のWebページにアクセスします。

5. WebインタフェースでTurn on Front Panel Identification Indicatorをク リ ッ ク
します。 測定器のフロン ト ・ パネル ・ディ スプレイにLXI Web Identify とい う
メ ッセージが表示されます。

LANインタフェースによるネッ ト ワーク通信を確立するには、 DNSサーバなどのい
くつかのパラ メータの設定が必要な場合があ り ます。 LANインタフェース通信を確
立するために必要な情報は、 ネッ ト ワーク管理者に問い合わせてください。
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1 “I/O”メニューを選択します。

を押し、 I/O Configソフ ト キーを押します。 下の図では、 測定器にGPIBがイ
ンス トールされていません。GPIBがインス トールされている場合は、USB Settings
とDoneの間にGPIB設定のためのソフ ト キーがあ り ます。
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2 LAN Settingsメニューを選択します。

LAN Settingsソフ ト キーを押します。

Modify Settingsを選択してLAN設定を変更した り、LANサービスをオン／オフした
り、 LAN設定をデフォルト値に戻した りできます。
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3 Modify Settingsを押します。

この画面のほとんどの項目は、 最初のソフ ト キーを使用してDHCPからManualに切
り換えないと設定できません。DHCPがオンの場合は、 IPアドレスは、測定器をネッ
ト ワークに接続したと きに、 DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) によっ
て自動的に設定されます。 ただしそのためには、 DHCPサーバーが見つかり、 IPアド
レスを付与できるこ とが条件です。 DHCPはまた、必要な場合は、サブネッ ト ・ マス
ク とゲート ウェイ ・ アド レスを自動的に設定します。 通常はこれが、 測定器でLAN

通信を確立するための最も簡単な方法です。必要なのは、DHCPをオンにしておく こ
とだけです。 詳細については、 LAN管理者に問い合わせてください。
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4 「IPセッ トアップ」 を確立します。

DHCPを使用しない場合 （最初のソフ ト キーを押してDHCPからManualに切り替え
た場合） は、 IP設定 （IPアドレスやサブネッ ト ・ マス ク） を確立する必要があ り ま
す。 IP AddressおよびSubnet Maskボタンはメ イン画面にあ り、Moreを押すこ とで
Gateway設定機能を利用できます。

使用する IPアドレス、 サブネッ ト ・ マス ク、 ゲート ウェイについては、 ネッ ト ワー
ク管理者に問い合わせてください。 IPアドレスはすべて、 ド ッ ト記法で表記します。
すなわち、 “nnn.nnn.nnn.nnn”で、 “nnn”はすべて0～255の範囲のバイ ト 値です。
IPアドレスを新し く入力するには、テンキーを使用します（ノブは使用できません）。
数字と区切 りのピ リオドをテンキーから入力します。 左カーソル ・ キーをバッ クス

ペース ・ キーと して使用できます。先頭の0は入力しません。 詳細については、 この

セクシ ョ ン末尾の 「IPアドレス と ド ッ ト記法の詳細」 を参照してください。
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5 「DNSセッ トアップ」 を設定します （オプシ ョン）。

DNS （Domain Name Service） は、 ド メ イン名をIPアドレスに変換するインターネッ
ト ・ サービスです。 DNSが使用されているかど うかと、 使用されている場合は、 使
用するホス ト名、 ド メ イン名、 DNSサーバ ・ ア ド レスについては、 ネッ ト ワーク管
理者に問い合わせてください。

a. 「ホス ト名」 を設定します。 Host Nameソフ ト キーを押し、 ホス ト名を入力しま
す。 ホス ト名は、 ド メ イン名のホス ト部分であ り、 IPアドレスに変換されます。
ホス ト名は文字列で入力します。 ノブとカーソル ・ キーを使って文字を選択し、

変更します。 ホス ト名には、 英字、 数字、 ダッシュ (“-”)が使用できます。 テン
キーは数字だけに使用できます。

b. 「DNSサーバ」 アドレスを設定します。 LAN設定画面で、 Moreを押して3ページ
中の2ページ目に移動します。

Primary DNSとSecond DNSを入力します。 詳細については、 ネッ ト ワーク管理者
に問い合わせてください。
72



第2章　 フロン ト ・ パネル ・ メニューの操作
リモート ・ インタフェースを設定するには

2

4

IPアドレスと ド ッ ト記法の詳細

IPアドレスなどのド ッ ト記法アドレス （“nnn.nnn.nnn.nnn”、 ここで“nnn”はバイ

ト値） の使用には注意が必要です。 これは、 PC上のほとんどのWebソフ トウェア

が、 0から始まるバイ ト値を 8進数と し て解釈するからです。 したがって、

”255.255.020.011”は実際には10進の”255.255.16.9”と見なされ、”255.255.20.11”と同

じにはなりません。なぜなら、 ”.020”が”16”の8進表現と解釈され、 ”.011”が”9”と

解釈されるからです。 混乱を避けるために、 先頭に0を付けずに、 バイ ト値の10
進表現 （0～255） だけを使用することをお勧めします。

Agilent 33500シリーズは、IPアドレスなどのド ッ ト記法のアドレスが、すべて10進

のバイ ト値で表されていると仮定し、バイ ト値の先頭の0を無視します。 したがっ

て、IPアド レスのフィ ールド に"255.255.020.011"と入力した場合は、"255.255.20.11"
（純粋な10進表現） と見なされます。 PCのWebソフ トウェアで測定器のアドレス

を指定する際には、 正確にこれと同じ "255.255.20.11"という表現を入力する必要

があります。 "255.255.020.011"と入力すると、 先頭の0のためにPCはこれを別の

アドレスと解釈します。
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任意波形をセッ トアップするには

33500シ リーズには、任意波形の作成と編集のための組み込み波形エディ タが備わっ
ています。 波形を作成するには、 電圧値を直接編集するか、 12種類までの異なる標
準波形の組み合わせを使用できます。

以下のチュート リ アルでは、 基本波形の作成と編集の方法を説明します。

内蔵波形の挿入

1 、 Arb、 Arbsを押して、 組み込み波形エディ タを起動します。 Edit Newを押
し、 デフォルトのフ ァイル名をそのまま使用し、 Start Editorを押します。 8ポイン
トの0 Vdc波形が表示されます。
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2 Insert Built-inを押し、Choose Waveを押します。ノブまたはノブの下の矢印を使っ
てD-Lorentzを選択し、OKを押します。キーパッ ド と、キーパッ ドで入力を始めると
表示されるVソフ トキーを使って、Amplitudeを2 Vに設定し、OKを押します。 100ポ

イン トのD-Lorentz波形が最初の8ポイン トの前に挿入されて、波形は108ポイン トに

なります。

3 今行った変更を取り消したいとします。その場合は、 を押し 、Undoソフ トキー
を押します。 元の8ポイン ト、 0 Vの波形に戻ります。
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4 再びD-Lorentz波形に戻すには、Redoを押します。その後、Doneを押して終了します。

5 次に、 正弦波を挿入してみます。 最初に、 Choose Waveを押します。 Sine （デフォ
ルト） が強調表示されていることを確認して、 OKを押します。画面上のさまざまな
パラメータに関するヘルプを見るには、Parameter Helpを押します。その後、Done
を押してヘルプ画面を終了します。
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6 テンキーと上下の矢印ソフ トキーを使用して、 Amplitudeを3.5 V、 Cyclesを4、 Points

を200に設定します。 他の設定はすべてデフォルト値のままにして、 OKを押します。

7 最初のソフ トキーであるSelect Point #が強調表示されていることを確認します。テ
ンキーで数値270を入力し、 Enterを押して、 270番目の波形ポイン トにマーカを配置

します。
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8 Choose Waveを押し、 Squareを選択して、 OKを押します。 Amplitudeを3 V、 Offset

を－2 V、 Cyclesを8、 Pointsを100に設定します。 OKを押します。 マーカ位置を先頭
にして、 8サイクル分の方形波が挿入されます。 Doneを押します。
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波形特性の編集

1 Edit Paramsを押し、 Sampling Rateを100サンプル/sに設定します。 Cycle Period
を押し、 4.08 sに設定されていることを確認します。 これは、 波形に408個のサンプ

ル ・ポイン トがあり、 サンプリング ・ レートが100サンプル/sだからです。

2 Cycle Periodを2.04 sに変更し、Sampling Rateソフ トキーを押します。408ポイン ト

の波形を2.04 sで再生するために、サンプリング・レートは200サンプル/sに設定され

ています。
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3 Doneを押して、パラメータ編集画面を終了します。Edit Pointsを押し、 Point #ソフ

トキーが強調表示されていることを確認します。 数値160を入力し、 Enterを押して
マーカを移動します。

4 Voltageを押し、 選択したポイン トの電圧を4.2 Vに変更します。 Point #を押し、 ポ
イン ト ・ マーカを150に変更して、 マーカを別のポイン トに移動します。 Enterを押
してポイン ト 150の入力を終了すると、 ポイン ト 160に作成した4.2 Vの波形の異常が

確認できるはずです。
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ズームおよびパン

1 ポイン ト を詳細に観察するには、 を押し、 Pan/Zoom Controlを押します。最
初のソフ トキーがHorizontalに設定されていることに注目して ください。これは、こ
れから行うズーム操作が、 水平 （時間） 軸に沿って行う こ とを示します。 Zoomを
500 ％に変更すると、 正弦波の異常が見やすくなります。

2 次に、最初のソフ トキーをVerticalに設定して、垂直軸上のズームを行います。Zoom
を500 ％に設定します。電圧軸方向にズームされましたが、位置が下過ぎて正弦波の

4.2 Vの異常は見えません。
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3 Panを押し、 Panを3 Vに設定して、 波形の上の方に移動します。 4.2 Vのポイン トが

はっきり と表示されます。

4 も う一度波形全体を表示するには、 Show Allを押します。 その後、 Doneを押し、 も
う一度Doneを押して、 Edit Points画面に戻ります。
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ポイン トの挿入、 削除、 コピー、 貼り付け

1 Insert Pointを15回押して、表示を注意深 く観察します。 15個の新しい波形ポイン ト

が同じ電圧レベルに現れるはずです。

2 Point #を220に変更し、 Remove Pointを20回押しながら、表示を注意深 く観察する

と、 波形からポイン トが削除されてい くのがわかります。
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3 電圧のテーブルを使用してポイン ト を編集することもできます。 Advanced Editを
押し、Edit Via Tableを押します。Point #を200に設定し、ポイン ト 200のVoltageを3 V

に設定します。 ノブを使って行の間を移動し、ポイン ト 205と210のVoltageを3 Vに設

定します。 Doneを押します。

4 波形のポイン ト 200、 205、 210に作成した3つの3 Vのスパイクが見られるはずです。
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5 Cut/Copy Pasteを押し、 Marker 1を150に設定します。 次に、 最初のソフ トキーを

押し、 MarkerをMarker 2に変更します。 Marker 2を300に設定します。 マーカで定

義された範囲が黒で強調表示されます。

6 Copyを押し、 Pasteを押し、At Startを押します。 コピーした部分が波形の先頭に複
製されます。
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7 Pasteを押し、 At Endを押します。 同じ波形の部分が末尾にも現れます。

8 次に、 Pasteを押し、 Point #を500に変更します。 OKを押すと、 同じ波形の部分が
ポイン ト 500に貼り付けられます。 Doneを押してCut/Copy Pasteメニューを終了し
ます。
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演算の実行

組み込み波形エディ タでは、 波形に対して演算を実行できます。 最初に、 マーカを

設定して、 変更する波形の範囲を定義します。 その後、 波形のその部分と別の波形

との間で加算、 減算、 乗算を実行した り、 他の波形を使わない方法で波形を変換し

たりできます。

1 Perform Mathを押します。 Marker 1を400、 Marker 2を500に設定します。
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2 Addを押し、 Haversineを選択して、 OKを押します。 Amplitudeを3 V、 Offsetを0 V

に設定し、 OKを押します。 強調表示された部分の中央が、ハーバサイン関数の加算
によって持ち上がっています。

3 今度は、 Multiplyを押し、 Sine波形を選択します （OKを押します）。 Cyclesを2に設

定し、 OKを押します。
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4 Marker 1を200、 Marker 2を600に設定します。

5 Advanced Mathを押し、 Mirrorを選択して、 OKを押します。

6 Advanced Math機能にはこの他に、 Invert （反転）、 Absolute （絶対値） Scale （ス
ケーリング） などがあるので、 練習のために試してみて く ださい。 機能の詳細につ

いては、 Operation Helpを押します。
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特長と機能

この章では、 波形発生器の特定の機能の詳細を容易に参照できるよ うにしてあ り ま

す。 フロン ト ・パネルと リモート ・ インタフェースの両方の操作が対象です。 第2章
「フロン ト ・ パネル ・ メニュー操作」 を先に読んでおく こ とをお勧めします。 波形発

生器をプログラムするためのSCPIコマンドの構文の詳細については、第4章 「 リモー
ト ・ インタフェース ・ リ ファレンス」 を参照して ください。 この章は、 以下のセク

シ ョ ンから構成されています。

• 出力設定 （94ページ）

• パルス波形 （112ページ）

• 振幅変調 （AM） （116ページ）

• 周波数変調 （FM） （121ページ）

• 位相変調 （ΦM） （127ページ）

• 周波数シフ ト ・ キーイング （FSK） 変調 （133ページ）

• パルス幅変調 （PWM） （137ページ）

• 周波数掃引 （146ページ）

• バース ト ・ モード （155ページ）

• ト リガ （164ページ）

• デュアル ・ チャネル動作 （33522Aのみ） （170ページ）

• システム関連の操作 （177ページ）

• リモート ・ インタフェースの設定 （188ページ）

• 校正の概要 （200ページ）

• 工場設定 （225ページ）

 

本書全体を通じて、 「デフォルト」 の状態や値が記述されています。 これらは、

パワーダウン ・ リコール・モード （177ページの 「機器ステートの記録」 を参照）

をオンにしていなければ、 電源投入時のデフォルト状態です。
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本書全体を通じて、 リモート ・ インタフェース ・ プログラ ミ ング用のSCPIコマンド
構文には、 以下の表記規約が用いられます。

• 角括弧( [ ] )は、 オプシ ョ ンのキーワードまたはパラ メータを示します。

• 中括弧 （{ }） は、 コマンド文字列内部のパラ メータです。

• 三角括弧 （< >） は、 値を指定する必要があるパラ メータです。

• 縦棒 （|） は、 パラ メータの複数の選択肢を区切り ます。
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出力設定

このセクシ ョ ンでは、 波形発生器での出力波形の設定に関する情報を記載していま

す。こ こで説明するパラ メータの中には通常変更の必要がないものもあ り ますが、便

宜上記載しています。

マルチチャネル動作 ：

2チャネルの波形発生器では、 ほとんどのコマンドの前にSCPIのSOURce1:または
SOURce2: （短縮形はSOUR1:またはSOUR2:） を付けて、 コマンドが特定のチャ
ネル用であるこ とを示します。SOURceNキーワードを使用しない場合は、測定器の
デフォルトの動作ではコマンドはチャネル1が対象です。

例えば、 VOLT 2.5とい う コマンドは、チャネル1の出力電圧を2.5 Vに設定します。
SOUR2:VOLT 1.414とい う コマンドは、 チャネル2の出力電圧を1.414 Vに設定し
ます。

出力機能

波形発生器は、 8種類の標準波形を出力できます。 その種類は、正弦波、 方形波、 ラ
ンプ、 パルス、 三角波、 ガウシアン ・ ノ イズ、 PRBS （疑似ランダム ・バイナ リ ・
シーケンス）、 DCです。 この他に、 9種類の内蔵任意波形を選択するか、 独自のカス
タム波形を作成するこ とができます。

33500シ リーズには、組み込み波形エディ タが備わっています。 このエディ タを使用
して、 任意波形をポイン ト単位で作成するこ とで、 大規模で複雑な波形を作成でき

ます。
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下の表は、 変調、 掃引、 バース トで使用可能な出力機能を示します。 「•」 は有効な
組み合わせを示します。 変調、 掃引、 バース トで使用できない機能に切り替えた場

合は、 変調またはモードはオフになり ます。

• 機能の制限：最大周波数が現在の機能よ り も小さい機能に切り替えた場合は、周

波数は新しい機能の最大値に調整されます。 例えば、 現在30 MHzの正弦波を出
力していて、ランプ機能に切り替えた場合は、出力周波数は自動的に200 kHz （ラ
ンプの上限） に調整されます。

• 振幅の制限：最大振幅が現在の機能よ り も小さい機能に切り替えた場合は、振幅

は自動的に新しい機能の最大値に調整されます。 これは、 出力単位がVrmsまた

はdBmの場合に、各出力機能の間のクレス ト ・ファ クタの違いによって起きる可

能性があ り ます。

例えば、 5 Vrmsの方形波 （50 Ω負荷） を出力していて、 正弦波機能に切 り替え
た場合は、 出力振幅は自動的に3.536 Vrms （正弦波のVrmsでの上限） に調整さ
れます。

• 振幅とオフセッ トは、結果と して測定器の能力の限界を超える組み合わせには設

定できません。 この場合は、最後に設定した方の値が、測定器の制限内に収まる

よ うに変更されます。

搬送波 AM　
FM　 ΦM FSK　 BPSK　 PWM　 加算 バースト 掃引

正弦波、 方形波 • • • • • • • •

パルス • • • • • • • • •

三角波、 ランプ • • • • • • • •

ガウシアン ・ ノ イズ • • •(a)

PRBS • • • • •

単一任意波形 • •(b) •(b) • •

任意波形シーケンス • •

(a) ゲーテ ィ ッ ド ・バーストのみ
(b) 波形全体でな くサンプル ・ クロックに適用
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• 被試験デバイス(DUT)を保護するために、波形振幅の上下の電圧 リ ミ ッ ト を指定
するこ とができます。

• フロン ト ・パネル操作：機能を選択するために、 を押します。 （33521A）
または または （33522A） を押し、 Outputソフ ト キーをONに設定し
て、 現在選択されている波形を出力します。 他の波形の選択肢を表示するには、

を押して リ ス トの1ページ目を表示し、 Moreソフ ト キーを押して残 りの
部分を表示します。

例えば、DC信号をフロン ト ・パネルから指定するには、 を押し、More、DC
を押します。 ノブまたはキーパッ ドでOffsetを入力し、 キーパッ ドを使用した場
合は、 mVまたはVを押して値の入力を終了します。 次に、 または ま

たは を押して、 Outputソフ ト キーがONであるこ とを確認します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion
{SINusoid|SQUare|RAMP|PULSe|NOISe|DC|PRBS|ARB}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。
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出力周波数

下に示すよ うに、 出力周波数の範囲は、 現在選択されている機能によって異な り ま

す。 デフォルトの周波数は、 すべての機能で1 kHzです。

• 機能の制限：最大周波数が現在の機能よ り も小さい機能に切り替えた場合は、周

波数は新しい機能の最大値に調整されます。 例えば、 現在20 MHzの正弦波を出
力していて、ランプ機能に切り替えた場合は、出力周波数は自動的に200 kHz （ラ
ンプと三角波の上限） に調整されます。

• バース トの制限 ：内部 ト リガ ・バース トの場合は、 最小周波数は126 μHzです。

• デューティ ・サイ クルの制限：方形波とパルスの場合は、デューティ ・サイ クル

は16 nsの最小パルス幅仕様によって制限されます。 例えば、 1 kHzの場合は、
デューティ ・ サイ クルは最小0.01 ％まで調整します。 この場合は、 パルス幅は
100 nsになるからです。 これに対して、 1 MHzでの最小デューティ ・ サイ クルは
1.6 ％、 10 MHzでは16 ％になり ます。 30 MHzの場合は、 デューティ ・ サイ クル
は48 ％～52 ％の範囲でしか調整できません。

現在のデューティ ・ サイ クルを実現できない周波数に変更した場合は、 デュー

ティ ・ サイ クルは最小パルス幅仕様を満たすよ うに自動的に調整されます。

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ／三角波

パルス

PRBS　
任意波形

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μbps　

1 μサンプル/s

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　
50 Mbps　

250 Mサンプル/s
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• フロン ト ・パネル操作：出力周波数を設定するには、 ボタンを押し、選択

した機能に対するFrequencyソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキー
を使って、必要な周波数を入力します。周波数の代わりに波形の周期を設定する

には、 を押し、Frequencyソフ ト キーを押して、設定をPeriodに切り換え
ます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

出力振幅

デフォルトの振幅は、 すべての機能で100 mVpp （50 Ω負荷） です。

• オフセッ ト電圧の制限 ：出力振幅とオフセッ ト電圧の間の関係を下に示します。

Vmaxは選択されている出力終端に対する最大ピーク電圧 （50 Ω負荷では±5 V、
高インピーダンス負荷では±10 V） です。

Vpp≦ 2 （Vmax－|Voffset|）

• 出力終端による制限：出力終端設定を変更した場合は、表示されている出力振幅

が新しい設定を反映するよ うに調整されますが、出力信号の実際の振幅は変化し

ません。例えば、振幅を10 Vppに設定した後で、出力終端を50 Ωから高インピー
ダンスに変更した場合は、波形発生器のフロン ト ・パネルに表示される振幅は2倍

の20 Vppにな り ます。 高インピーダンスから 50 Ωに変更した場合は、 表示され
る振幅は半分になり ます。 詳細については、 103ページの 「出力終端」 を参照し

て ください。

• 単位選択による制限：場合によっては、振幅のリ ミ ッ トが選択された出力単位に

よって決まるこ と もあ り ます。 これは、 単位がVrmsまたはdBmの場合に、 各出

力機能の間のクレス ト ・ ファ クタの違いによって起きる可能性があ り ます。例え

ば、 5 Vrmsの方形波 （50 Ω負荷） を出力していて、 正弦波機能に切り替えた場
合は、出力振幅は自動的に3.536 Vrms（正弦波のVrmsでの上限）に調整されます。
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• 出力振幅は、 Vpp、 Vrms、 dBmで設定できます。 詳細については、 102ページの

「出力単位」 を参照して ください。

• 出力終端が高インピーダンスに設定されている場合は、出力振幅をdBmで指定す
る こ とはできません。 単位は自動的にVppに変換されます。 詳細については、
102ページの 「出力単位」 を参照してください。

• 任意波形の制限 ：任意波形の場合は、 波形データ ・ ポイン トが出力DAC （D/Aコ
ンバータ） のレンジ全体にわたらない場合は、 最大振幅が制限されます。 例え

ば、 内蔵の“Sinc”波形は±1の値のレンジ全体を使用しないので、 最大振幅は
6.087 Vpp （50 Ω負荷） に制限されます。

• 振幅を変更する際には、出力アッテネータの切り替えのために、特定の電圧で出

力波形の一時的な中断が起きるこ とがあ り ます。 この出力の中断を避けるには、

107ページの手順で、 電圧オート レンジ機能をオフにします。

• 振幅とオフセッ ト電圧を設定するには、ハイ ・ レベルと ロー・ レベルを指定する

方法もあ り ます。例えば、 ハイ ・ レベルを＋2 V、 ロー ・ レベルを－3 Vに設定し
た場合は、 結果の振幅は5 Vpp （オフセッ ト電圧は－500 mV） にな り ます。

• DC信号の場合は、出力レベルは実際にはオフセッ ト 電圧を設定するこ と で制御さ
れます。 DCレベルは、 50 Ω負荷に対しては－5 V～＋5 V、 高インピーダンス負
荷に対しては－10～＋10 Vdcの範囲内の任意の値に設定できます。詳細について
は、 次ページの 「DCオフセッ ト電圧」 を参照してください。

• DC信号をフロン ト ・パネルから選択するには、 を押し、More、DCを押し
ます。 ノブまたはキーパッ ドでOffsetを入力し、 キーパッ ドを使用した場合は、
mVまたはVを押して値の入力を終了します。 次に、 または または

を押して、 Outputソフ ト キーがONであるこ とを確認します。

• フロン ト ・パネル操作：出力振幅を設定するには、 を押し、選択した機能

に対するAmplitudeソフ ト キーを押します。次に、ノブまたはテンキーを使って、
必要な振幅を入力します。ハイ ・ レベルと ロー・ レベルを使って振幅を設定する

には、 を押し、 Amp/Offsソフ ト キーを押してHigh/Lowに切り換えます。
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• リモート ・ インタフェース操作 ：

VOLTage {<振幅>|MINimum|MAXimum}

または、以下のコマンドでハイ ・ レベルと ロー・ レベルを指定して、振幅を設定

するこ と もできます。

VOLTage:HIGH {<電圧>|MINimum|MAXimum}
VOLTage:LOW {<電圧>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

DCオフセッ ト電圧

デフォルトのオフセッ トは、 すべての機能で0 Vです。

• 振幅による制限：オフセッ ト電圧と出力振幅の間の関係を下に示します。ピーク

出力電圧 （DC＋AC） は、 測定器の出力定格 （50 Ω負荷では±5 V、 高インピー
ダンス負荷では±10 V） を超えるこ とはできません。

• Vmaxは選択されている出力終端に対する最大ピーク電圧 （50 Ω負荷では±5 V、
高インピーダンス負荷では±10 V） です。

|Voffset|＜Vmax－Vpp/2

指定されたオフセッ ト電圧が無効な場合は、オフセッ ト電圧は自動的に、指定さ

れた振幅で使用可能な最大DC電圧に調整されます。

• 出力終端による制限：オフセッ トの リ ミ ッ トは、現在の出力終端設定によって決

ま り ます。 例えば、 オフセッ ト を100 mVdcに設定した後で、 出力終端を50 Ωか
ら高インピーダンスに変更した場合は、波形発生器のフロン ト ・パネルに表示さ

れるオフセッ ト電圧は2倍の200 mVdcになり ます （エラーは発生しません）。 高
インピーダンスから50 Ωに変更した場合は、表示されるオフセッ トは半分になり
ます。 詳細については、 103ページの 「出力終端」 を参照してください。
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• 任意波形の制限 ：任意波形の場合は、 波形データ ・ ポイン トが出力DAC （D/Aコ
ンバータ） のレンジ全体にわたらない場合は、最大オフセッ トおよび振幅が制限

されます。

• オフセッ ト を設定するには、ハイ ・ レベルと ロー・ レベルを指定する方法もあ り

ます。 例えば、 ハイ ・ レベルを＋2 V、 ロー ・ レベルを－3 Vに設定した場合は、
結果の振幅は5 Vpp （オフセッ ト電圧は－500 mV） にな り ます。

• DC電圧機能の場合は、オフセッ ト ・レベルはオフセッ ト電圧を設定して制御しま
す。 DCレベルは、 50 Ω負荷の場合±5 Vdc、 オープン回路の場合±10 Vdcの範囲
内の任意の値に設定できます。

フロン ト ・パネル操作：DC信号をフロン ト ・パネルから選択するには、 を

押し、 More、 DCを押します。 ノブまたはキーパッ ドでOffsetを入力し、 キー
パッ ド を使用した場合は、 mVまたはVを押して値の入力を終了します。 次に、

または または を押して、 Outputソフ ト キーがONであるこ と
を確認します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]VOLTage:OFFSet　
{<オフセッ ト >|MINimum|MAXimum}

または、以下のコマンドでハイ ・ レベルと ロー・ レベルを指定して、 オフセッ ト

を設定するこ と もできます。

[SOURce[1|2]:]VOLTage:HIGH　
{<電圧>|MINimum|MAXimum}

[SOURce[1|2]:]VOLTage:LOW　
{<電圧>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。
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出力単位

出力振幅のみに適用されます。 電源投入時には、 出力振幅の単位はVppです。

• 出力単位 ： Vpp （デフォルト ）、 Vrms、 dBm

• 単位設定は揮発性メモ リに記録されます。電源をオフにするか、 リモート ・ イン

タフェース ・ リセッ ト を実行する と、単位は“Vpp”に設定されます （Power Onス
テートがFactoryに設定されている場合）。

• 波形発生器は、現在選択されている単位を、 フロン ト ・パネルと リモート ・ イン

タフェースの両方の操作に対して使用します。例えば、 リモート ・ インタフェー

スから“VRMS“を選択した場合は、 フロン ト ・パネルの単位も“VRMS”と表示され
ます。

• 出力終端が高インピーダンスに設定されている場合は、振幅の出力単位をdBmに
設定するこ とはできません。 これは、dBmの計算には有限の負荷インピーダンス
が必要だからです。 この場合は、 単位は自動的にVppに変換されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： テンキーを使って必要な数値を入力し、 適切なソフ ト

キーで単位を選択します。 フロン ト ・パネルから単位を別のものに変換するこ と

もできます。例えば、2 Vppを等価なVrms値に変換するには、 を押した後、

Ampl Asソフ ト キーを押し、 Vrmsソフ ト キーを押します。 変換結果は、 正弦波
の場合707.1 mVrmsです。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

VOLTage:UNIT {VPP|VRMS|DBM}
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出力終端

出力振幅とオフセッ ト電圧のみに適用されます。 33500シ リーズのフロン ト ・ パネ
ル ・ チャネル出力コネクタは、 50 Ωの固定の直列出力インピーダンスを持っていま
す。 実際の負荷インピーダンスが指定された値と異なる場合は、 表示される振幅と

オフセッ トのレベルは、 負荷での実際の電圧を反映しません。

• 出力終端 ： 1 Ω～10 kΩ、 または無限大。 デフォルトは50 Ω。 各チャネルの上部
のタブには、 この設定の値が表示されます。

• 50 Ω終端を指定したが、実際にはオープン回路で終端している場合は、実際の出
力は指定された値の2倍になり ます。 例えば、 DCオフセッ ト を100 mVdcに設定
（かつ50 Ω負荷を指定） して、 出力をオープン回路で終端した場合は、 実際のオ
フセッ トは200 mVdcになり ます。

• 出力終端設定を変更した場合は、表示される出力振幅とオフセッ トのレベルが自

動的に調整されます （エラーは発生しません）。 例えば、 振幅を10 Vppに設定し
た後で、出力終端を50 Ωから高インピーダンスに変更した場合は、波形発生器の
フロン ト ・ パネルに表示される振幅は2倍の20 Vppになり ます。 高インピーダン
スから50 Ωに変更した場合は、 表示される振幅とオフセッ トは半分になり ます。
変更されるのは表示される値だけで、 発生される出力電圧は変わり ません。

• 出力終端が高インピーダンスに設定されている場合は、出力振幅をdBmで指定す
るこ とはできません。 単位は自動的にVppに変換されます。

• 電圧 リ ミ ッ ト がオンになっている場合は、 出力終端は変更できません。 電圧 リ

ミ ッ ト をどの出力終端設定に適用するのかわからないからです。出力終端を変更

するには、電圧 リ ミ ッ ト をオフにし、新しい終端値を設定し、電圧 リ ミ ッ ト を調

整し、 電圧 リ ミ ッ ト を再びオンにします。
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• フロン ト ・ パネル操作 ： または または を押し、 Output Load
ソフ ト キーを選択します。次に、 Set To 50 Ω、 Set To High Z、 Loadのいずれか
を押します。 Loadを選択した場合は、 ノブまたはテンキーを使ってインピーダ
ンスを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut[1|2]:LOAD {<Ω値>|INFinity|MINimum|MAXimum}
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デューテ ィ ・サイクル （方形波）

方形波のデューティ ・サイ クルとは、 1サイ クル中で方形波がハイ ・ レベルにある時
間の割合です （波形は反転されていないと仮定します）。 

（パルス波形のデューティ ・ サイ クルについては112ページのパルス波形を参照）

• デューティ ・ サイ クル ： 0.01 ％～99.99 ％ （低い周波数の場合） 。 高い出力周波
数では範囲が狭くな り ます。

• デューティ・ サイクルは揮発性メ モリ に記録されます。デフォルト 値は50 ％です。

• デューティ ・サイ クル設定は、方形波から別の機能に変更したと きに記憶されま

す。デューティ ・サイ クル設定は、 AM、 FM、ΦM、 PWMの変調波形と して使用
される方形波には適用されません。 変調方形波には常に50 ％のデューティ ・ サ
イ クルが使用されます。デューティ ・サイ クル設定が適用されるのは、方形波の

搬送波だけです。

• フロン ト ・パネル操作：方形波機能を選択した後、Duty Cycleソフ ト キーを押し
ます。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要なデューティ ・サイ クルを入力

します。 テンキーを使用した場合は、 Percentを押して入力を終了します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:SQUare:DCYCle {<パーセン ト >|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドは、 デューティ ・ サイ クルを自動的に50 ％に設定します。

20 ％デューテ ィ ・サイクル 80 ％デューテ ィ ・サイクル
105



第3章　特長と機能
出力設定

3

対称性 （ランプ波）

ランプ波のみに適用されます。対称性とは、 1サイ クル中でランプ波が上昇している
時間の割合を表します （波形が反転していない場合）。

• 対称性は揮発性メモ リに記録されます。 デフォルト値は100 ％です。

• 対称性設定は、 ランプから別の波形に変更したと きに記憶されます。 ランプ波形

に戻る と、 前の対称性の値が用いられます。

• ランプ波形をAM、 FM、ΦM、 PWMの変調波形と して選択した場合は、対称性設
定は適用されません。

• フロン ト ・ パネル操作： ランプ機能を選択した後、 Symmetryソフ ト キーを押し
ます。 次に、 100%、 50%、 0%のいずれかのソフ ト キーを押すか、 Symmetryを
押してから ノブまたはテンキーで対称性の値を入力します。テンキーを使用した

場合は、 Percentを押して入力を終了します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:RAMP:SYMMetry {<パーセン ト>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドは、 対称性を自動的に100 ％に設定します。

 0 ％の対称性 100 ％の対称性
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電圧オート レンジ

オート レンジはデフォルトでオンになっていて、 波形発生器はアッテネータの最適

な設定を自動的に選択します。 オート レンジをオフにした場合は、 波形発生器は現

在のアッテネータ設定を使用し、 アッテネータ ・ リ レーを切り換えません。

• オート レンジをオフにする と、振幅を変更したと きにアッテネータの切り替えに

よって一時的に出力が中断するのを防ぐこ とができます。ただし、オート レンジ

をオフにする と、 以下のよ うな副作用があ り ます。

• オート レンジがオンの状態でレンジ変更が起きるレベルよ り下に振幅を下げ

た場合は、 振幅とオフセッ トの確度と分解能 （および波形の忠実度） が低下

するおそれがあ り ます。

• オート レンジがオンの状態で可能な最小振幅を実現できない場合があり ます。

• いくつかの測定器仕様は、 オート レンジがオフの状態では適用されません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： または または を押し、 Rangeソフ ト
キーをも う一度押して、 AutoとHoldの選択を切り換えます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

VOLTage:RANGe:AUTO {OFF|ON|ONCE}

APPLyコマンドは、 電圧オート レンジ設定をオーバラ イ ド し、 自動的にオート
レンジをオンにします。

出力制御

フロン ト ・パネルのチャネル出力コネクタはオン／オフできます。デフォルトでは、

他の機器を保護するために、 電源投入時には出力はオフになっています。 チャネル

出力コネク タがオンになる と、 対応する または または キーが点

灯します。

• フロン ト ・パネル操作： または または を押してから、Output
On/Offを押して、 出力をオンにします。

• 外部回路からフロン ト ・パネルのチャネル出力コネクタに過大な外部電圧が印加

された場合は、 測定器はエラー ・ メ ッセージを表示して、 出力をオフにします。

出力を再びオンにするには、 コネク タから過負荷を取り除いてから、 また

は または を押し、 Output On/Offを押して出力をオンにします。
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• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut[1|2] {OFF|ON} 

APPLyコマンドは、 現在の設定をオーバラ イ ド し、 自動的にチャネル出力コネ
クタをオンにします。

波形の極性

ノーマル ・ モード （デフォルト ） では、 波形はサイ クルの最初の部分で正にな り ま

す。 反転モードでは、 波形はサイ クルの最初の部分で負になり ます。

• 下の例に示すよ うに、波形はオフセッ ト電圧を基準と して反転されます。波形を

反転しても、 オフセッ ト電圧は不変です。 

• 波形を反転した場合でも、 波形に対応する同期信号は反転されません。

• フロン ト ・パネル操作： または または を押し、Polarityを押し
て、 Normalと Invertedの選択を切り換えます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut[1|2]:POLarity {NORMal|INVerted} 

 オフセッ ト電圧なし  オフセッ ト電圧あり

ノーマル 反転

反転ノーマル

オフセッ ト
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同期出力信号 

フロン ト ・ パネルのSyncコネクタから同期出力が提供されます。 標準のすべての出

力機能 （DCと ノ イズを除く ） には、 対応する同期信号があ り ます。 同期信号を出力
したくないアプリ ケーシ ョ ンの場合は、Syncコネクタをオフにできます。2チャネル
測定器の場合は、同期信号はどちらか一方の出力チャネルから取るこ とができます。

• デフォルトでは、 同期信号はチャネル1から取られます。

• デフォルトでは、 同期信号はSyncコネクタに出力されます （オン状態）。

• 同期信号をオフにする と、Syncコネク タの出力レベルはロジッ ク ・ ロー・ レベル

になり ます。

• 波形を反転した場合 （前のページの 「波形の極性」 を参照） でも、 波形に対応す

る同期信号は反転されません。

• 同期信号の設定は、掃引モードで使用されるマーカの設定によってオーバライ ド

されます （151ページを参照）。 したがって、マーカをオンにした場合 （かつ掃引

モードがオンになっている場合） は、 同期信号の設定は無視されます。

• 正弦波、パルス、ランプ、方形波、三角波の場合は、同期信号は50 ％デューティ ・
サイ クルの方形波です。同期信号はサイ クルの前半分で 「ハイ」 になり、後ろ半

分で 「ロー」 になり ます。同期信号の電圧レベルは、負荷インピーダンスが1 kΩ
を超える場合に、 TTL互換になり ます。

• 任意波形の場合は、同期信号はマーカ ・パルスであ り、立ち上がりエッジが任意

波形の先頭に、立ち下がりエッジがマーカと して選択されたポイン ト番号に一致

します。同期信号は、ダウンロード された最初の波形ポイン トが出力されたと き

にTTL 「ハイ」 になり ます。 このデフォルトの動作は、 MARKer:POINtコマンド
によってオーバライ ドできます。 このコマンドは、同期信号が 「ロー」 に遷移す

る任意波形内の特定のポイン ト を指定します。
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• 内部変調のAM、 FM、ΦM、 PWMの場合は、同期信号は通常は変調波形 （搬送波

ではな く） が基準にな り、 50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波です。 同期信号
は、 変調波形の前半分の間にTTL 「ハイ」 になり ます。 同期信号が搬送波波形に
従 う よ うにするには、 以下のコマンドを使用します。

OUTPut:SYNC:MODE {CARRier|NORMal|MARKer}

これは内部変調による変調の場合です。

• 外部変調のAM、 FM、ΦM、 PWMの場合は、同期信号は搬送波波形 （変調波形で

はなく） が基準になり、 50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波です。

• 同期信号の極性は、 次のSCPIコマンドを使用して反転できます。

OUTPut:SYNC:POLarity {INVerted|NORMal}

• FSKの場合は、同期信号は 「ホップ」 周波数が基準です。同期信号は、 「ホップ」

周波数への遷移の際にTTL 「ハイ」 になり ます。

• 周波数掃引でマーカがオフの場合は、同期信号は掃引が続く間50 ％デューティ ・
サイ クルの方形波にな り ます。 同期信号は掃引の開始時にTTL 「ハイ」 にな り、
掃引の中点で 「ロー」 になり ます。同期信号は掃引と同期されますが、 そのタイ

ミ ングには再アー ミ ング時間が含まれるため、 掃引時間と等し くはな り ません。

• 周波数掃引でマーカがオンの場合は、同期信号は掃引の開始時にTTL 「ハイ」 に
なり、マーカ周波数で 「ロー」になり ます。この動作は、OUTPut[1|2]:SYNC:
MODE MARKERコマンドで変更できます。

• 通常の同期動作をオーバライ ド して、同期が常に搬送波波形に従 う よ うに設定で

きます。 このためのコマンドはOUTPut[1|2]:SYNC:MODE CARRierです。
詳細については、 『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』 を参照
して ください。
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• ト リガ ・バース トの場合は、同期信号はバース トの開始時にTTL 「ハイ」 になり
ます。 指定したサイ クル数が終了する と、 同期信号はTTL 「ロー」 にな り ます
（波形にスター ト位相がある場合は、 0交差ポイン ト と一致しないこ とがあ り ま
す）。無限カウン ト ・バース トの場合は、同期信号は連続波形の場合と同じです。

• 外部ゲーティ ッ ド ・バース トの場合は、 同期信号は外部ゲート信号に従います。

ただし、最後のサイ クルが終了するまで、同期信号はTTL「ロー」になり ません（波
形にスタート位相がある場合は、 0交差ポイン ト と一致しないこ とがあ り ます）。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、 Syncソフ ト キーをも う一度押して、 Off
とOnを切り換えます。 Sync Setupを押して同期を設定するこ と もできます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut:SYNC {OFF|ON}
OUTPUT[1|2]:SYNC:MODE {CARRier|NORMal|MARKer}
OUTPUT[1|2]:SYNC:POLARITY {NORMAL|INVerted}
OUTPUT:SYNC:SOURCE {CH1|CH2}
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パルス波形

下に示すよ うに、パルスまたは方形波には、周期、パルス幅、立ち上がりエッジ、立

ち下がりエッジがあ り ます。

周期

• 周期 ： 33.3 ns～1,000,000 s。 デフォルトは1 ms。 周期は周波数の逆数です。

• 波形発生器は、指定された周期に合わせて、必要に応じてパルス幅とエッジ時間

を調整します。

• フロン ト ・ パネル操作 ： パルス機能を選択した後、 を押し、 Frequency/
Periodソフ ト キーを押してPeriodに切り替えます。次に、 を押し、Period
を押します。 ノブまたはテンキーを使って、 必要なパルス周期を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FUNCtion:PULSe:PERiod 
{<秒数>|MINimum|MAXimum}

立ち上がりエッジ時間 立ち下がりエッジ時間

10%

90%

50%

10%

90%

50%
パルス幅

周期
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パルス幅

パルス幅は、 パルスの立ち上がりエッジの50 ％しきい値から次の立ち下がりエッジ
の50 ％しきい値までの時間を表します。

• パルス幅 ： 16 ns～ 1,000,000 s （下の制限を参照） 。 デフォル ト のパルス幅は
100 μs。

• 指定するパルス幅は、下に示すよ うに、周期と最小パルス幅の差よ り も小さ くな

ければなり ません。

パルス幅 ≦ 周期－16 ns

• 波形発生器は、指定された周期に合わせて、必要に応じて自動的にパルス幅を調

整します。

• フロン ト ・ パネル操作 ： パルス機能を選択した後、 Pulse Widthソフ ト キーを押
します。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要なパルス幅を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:PULSe:WIDTh {<秒数>|MINimum|MAXimum} 
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パルス ・ デューテ ィ ・サイクル

パルス ・デューティ ・ サイ クルは以下のよ うに定義されます。

デューティ ・ サイ クル＝100 （パルス幅） ／周期

こ こで、 パルス幅は、 パルスの立ち上がりエッジの50 ％しきい値から次の立ち下が
りエッジの50 ％しきい値までの時間を表します。

• パルス ・デューティ ・ サイ クル ： 0.01 ％～99.99 ％ （下の制限を参照） 。 デフォ
ルトは10 ％。

• 指定するパルス ・デューティ ・ サイ クルは、 最小パルス幅 （Wmin） によって決
まる以下の制限を満たす必要があ り ます。波形発生器は、指定された周期に合わ

せて、 必要に応じてパルス ・デューティ ・ サイ クルを調整します。

デューティ ・ サイ クル ≧ 100 （16 ns） /周期

かつ

デューティ ・ サイ クル ≦ 100 （1－ （16 ns/周期））

• 指定するパルス ・デューティ ・サイ クルは、エッジ時間によって決まる以下の制

限を満たす必要があ り ます。波形発生器は、指定された周期に合わせて、必要に

応じてパルス ・デューティ ・ サイ クルを調整します。

• エッジ＞8.4 nsを実現するためには、 パルス幅は20 ns以上でなければなり ませ
ん。 エッジが長いほど、最小パルス幅は大き くな り ます。 このため、 エッジが長

い場合は、デューティ ・サイ クルの制限はエッジが短い場合に比べて大き くな り

ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： パルス機能を選択した後、 を押し、 Width/Duty
Cyc ソ フ ト キーをDuty Cyc ソ フ ト キーに切 り替えます。 次に、 、 Duty
Cycleを押し、 ノブまたはテンキーを使って、 必要なデューティ ・ サイ クルを入
力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:PULSe:DCYCle {<パーセン ト >|MINimum|MAXimum} 
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エッジ時間

エッジ時間は、 パルスの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジの遷移時間を、 個別

にまたはま とめて設定します。 それぞれの遷移 （立ち上がり または立ち下がりエッ

ジ） に対して、 エッジ時間は10 ％と90 ％のしきい値の間の時間を表します。

• エッジ時間： 8.4 ns～1 μs （下の制限を参照）。 デフォルトのエッジ時間は10 ns。

• 指定するエッジ時間は、下に示すよ うに、指定されたパルス幅の範囲内に収まる

必要があ り ます。波形発生器は、指定されたパルス幅に合わせて、必要に応じて

エッジ時間を調整します。

• フロン ト ・ パネル操作 ： パルス機能を選択した後、 Edge Timesソフ ト キーを押
します。次に、 Lead EdgeおよびTrail Edgeソフ ト キーを押し、 ノブまたはテン
キーを使って、 必要なエッジ時間を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:PULSe:TRANsition:LEADing 
{<秒数>|MINimum|MAXimum}

FUNCtion:PULSe:TRANsition:TRAiling 
{<秒数>|MINimum|MAXimum}

FUNCtion:PULSe:TRANsition[:BOTH] 
{<秒数>|MINimum|MAXimum}
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振幅変調 （AM）

被変調波形は、搬送波波形と変調波形から構成されます。 AMの場合は、搬送波の振
幅が、 変調波形の瞬時レベルによって変化します。 波形発生器では、 内部または外

部変調源が使用できます。 33500シ リーズには、 2種類のAMがあ り ます。 DSFC （両
側波帯全搬送波、 AMラジオ放送に通常使用されるタイプ） と、 DSSC （両側波帯搬
送波抑圧） です。

振幅変調の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

AM変調を選択するには

• 33500シ リーズでは、 1つのチャネルで一度にオンにできる変調モードは1つだけ
です。 例えば、 AMと FMを同時にオンにするこ とはできません。 AMをオンにす
る と、 それまでの変調モードはオフになり ます。 2チャネルの33522Aでは、 2つ
のチャネルの被変調波形を加算して結合するこ とができます （詳細については、

『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』 でCOMBineコマンドを参
照）。各チャネルの変調は、 も う 1つのチャネルの変調とは独立しています。詳細
については、 『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』 でPHASe:
SYNChronizeコマンドを参照してください。

• 波形発生器では、 AMを掃引やバース ト と同時にオンにするこ とはできません。
AMをオンにする と、 掃引またはバース ト ・ モードはオフになり ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：他の変調パラ メータを設定する前に、 AMを選択する必
要があ り ます。 を押し、 Typeソフ ト キーでAMを選択します。 搬送波周波
数、 変調周波数、 出力振幅、 オフセッ ト電圧の現在の設定を使用して、 AM波形
が出力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 AMをオンにします。

AM:STATe {OFF|ON}
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搬送波波形形状

• AM搬送波形状 ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 パルス、 ランプ、三角波、 ノ イ
ズ、 PRBS、 任意波形。 DCを搬送波波形と して使用するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： の下で、 DC以外の任意の波形を選択します。 任
意波形の場合は、ArbとArbsを押し、 Select Arbソフ ト キーを押してアクティブ
波形を選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion 
{SINusoid|SQUare|PULSe|RAMP|ARB|NOISe|PRBS}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

搬送波周波数

最大搬送波周波数は、 選択した機能によ り、 以下に示すよ うに異な り ます。 デフォ

ルトは、すべての機能で1 kHzです。任意波形の 「周波数」 は、FUNCtion:ARBitrary:
SRATeコマンドでも設定されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：搬送波周波数を設定するには、 ボタンを押し、

Frequencyソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な
周波数を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ

パルス

PRBS　
ノ イズ帯域幅

任意波形

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　

1 mBPS　
1 mHz　

1 μサンプル/s

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　

50 mBPS　
30 MHz　

250 Mサンプル/s
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変調波形形状

波形発生器では、 AMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調波形形状 （内部変調源） ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 上昇ランプ、 下降

ランプ、 三角波、 ノ イズ、 PRBS、 任意波形。

• 方形波は50 ％デューティ ・ サイ クル

• 上昇ランプは100 ％対称性

• 三角波は50 ％対称性

• 下降ランプは0 ％対称性

• ノ イズ ：白色ガウス ・ ノ イズ

• PRBS ：疑似ランダム ・ ビッ ト ・ シーケンス （多項式PN7）

• Arb ： 任意波形

• フロン ト ・ パネル操作 ： AMをオンにした後、 Shapeソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

AM:INTernal:FUNCtion
{SINusoid|SQUare|PULSe|RAMP|NRAMp|TRIangle|
NOISe|PRBS|ARB}

変調波形周波数

波形発生器では、 AMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調周波数 （内部変調源 ） ： 信号の種類によって異なり、 1 μHz～30 MHz。
デフォルトは100 Hz。

• 変調周波数 （外部変調源 ） ： 0～100 kHz

• フロン ト ・パネル操作：AM変調をオンにした後、 Moreを押し、 AM Freqソフ ト
キーを押します。
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• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]AM:INTernal:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum} 

変調度

変調度は％で表され、振幅変調の大きさを表します。変調度0 ％では、出力振幅は搬
送波の振幅設定の半分で一定です。 変調度100 ％では、 出力振幅は変調波形に応じ
て、 搬送波の振幅設定の0 ％から100 ％まで変化します。

• 変調度 ： 0 ％～120 ％。 デフォルトは100 ％。

• 変調度が100 ％よ り大きい場合でも、 波形発生器の出力は±5 Vピーク （50 Ω負
荷） を超えるこ とはあ り ません。 100 ％よ り大きい変調度を実現するには、出力
搬送波振幅を下げる方法があ り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： AMをオンにした後、 AM Depthソフ ト キーを押します。
次に、 ノブまたはテンキーを使って、 変調度を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

AM:DEPTh {<変調度 （％） >|MINimum|MAXimum} 

両側波帯搬送波抑圧AM

33500シ リーズは、 2種類の振幅変調をサポート します。 「ノーマル」 と、両側波帯搬
送波抑圧 （DSSC） です。 ノーマルAMとDSSCを切り替えるには、以下のコマンドを
使用します。

[SOURce[1|2]]:AM:DSSC {ON|OFF}

DSSCでは、 変調信号の振幅が0よ り大きい場合を除いて、 搬送波は存在しません。
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変調源

波形発生器では、 AMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調源 ：内部 （デフォルト ）、 別チャネル、 外部。

• 外部変調源を選択した場合は、搬送波波形は外部波形によって変調されます。変

調度は、 リ ア ・パネルのModulation Inコネクタに存在する±5 Vの信号レベルに
よって制御されます。 例えば、 変調度を100 ％に設定した場合は、 変調信号が
＋5 Vのと きに、出力は最大振幅になり ます。 変調信号が－5 Vのと きに、出力は
最小振幅になり ます。 外部変調入力の－3 dB帯域幅は100 kHzです。

• フロン ト ・ パネル操作 ： AMをオンにした後、 Sourceソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

AM:SOURce {INTernal|EXTernal|CH1|CH2}

変調入力
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周波数変調 （FM）

被変調波形は、 搬送波波形と変調波形から構成されます。 FMの場合は、 搬送波の周
波数が、 変調波形の瞬時電圧によって変化します。

周波数変調の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

FM変調を選択するには

• 波形発生器では、一度にオンにできる変調モードは1つだけです。 FMをオンにす
る と、 それまでの変調モードはオフになり ます。

• 波形発生器では、 掃引やバース トがオンのと きに、 FM をオンにするこ とはでき
ません。 FMをオンにする と、 掃引またはバース ト ・ モードはオフになり ます。

• フロン ト ・パネル操作：他の変調パラ メータを設定する前に、FMを選択する必要
があ り ます。 を押し、Typeソフ ト キーでFMを選択します。搬送波周波数、
変調周波数、 出力振幅、 オフセッ ト電圧の現在の設定を使用して、 FM波形が出
力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 FMをオンにします。

FM:STATe {OFF|ON}
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搬送波波形形状

• FM搬送波形状 ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 パルス、 三角波、 PRBS、 上昇
ランプ、 下降ランプ、 ノ イズ。 任意波形やDCを搬送波波形と して使用するこ と
はできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Noise、 Arb、 DC 以外の任意の波形を
選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion
{SINusoid|SQUare|RAMP|PULSe|PRBS|NOISe|ARB}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。
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搬送波周波数

最大搬送波周波数は、 選択した機能によって下に示すよ うに異な り ます。 デフォル

トは、 すべての機能で1 kHzです。

• 搬送波周波数は、常に周波数偏移以上でなければなり ません。偏移を搬送波周波

数よ り も大きい値に （FMがオンの状態で） 設定しよ う とする と、 偏移は現在の
搬送波周波数で使用できる最大値に自動的に調整されます。

• 搬送波周波数と偏移の和は、 選択した波形の最大周波数＋100 kHz （正弦波と方
形波では30.1 MHz、 ランプでは300 kHz） 以下でなければなり ません。 偏移を無
効な値に設定しよ う とする と、偏移は現在の搬送波周波数で使用できる最大値に

自動的に調整されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：搬送波周波数を設定するには、 選択した機能に対する

Frequencyソフ ト キー （ の下） を押します。 次に、 ノブまたはテンキー

を使って、 必要な周波数を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ

パルス

PRBS　

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　

1 mBPS　

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　

50 MBPS　
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変調波形形状

波形発生器では、 FMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調波形形状 （内部変調源） ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 パルス、 上昇ラン

プ、 下降ランプ、 三角波、 ノ イズ、 PRBS。

• 方形波は50 ％デューティ ・ サイ クル

• 上昇ランプは100 ％対称性

• 三角波は50 ％対称性

• 下降ランプは0 ％対称性

• ノ イズ ：白色ガウス ・ ノ イズ

• PRBS ：疑似ランダム ・ ビッ ト ・ シーケンス （多項式PN7）

• ノ イズを変調波形と して使用するこ とはできますが、 ノ イズ、 任意波形、 DCを
搬送波波形と して使用するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FMを選択した後、 Shapeソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FM:INTernal:FUNCtion 
{SINusoid|SQUare|RAMP|NRAMp|TRIangle|
NOISe|PRBS|ARB}
124  

 



第3章　特長と機能
周波数変調 （FM）

3

変調波形周波数

波形発生器では、 FMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調周波数 （内部変調源 ） ： 1 μHz～30 MHz。
デフォルトは10 Hz。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FMを選択した後、 FM Freqソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FM:INTernal:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum} 

周波数偏移

周波数偏移設定は、 被変調波形の周波数の搬送波周波数からのピーク偏移を表し

ます。

搬送波がPRBSの場合、周波数偏移によって、 ビッ ト ・ レートが設定周波数の半分だ
け変化します。 例えば、 偏移が10 kHzの場合、 ビッ ト ・ レートは5 KBPSだけ変化し
ます。

• 周波数偏移 ： 1 μHz～ （搬送波周波数） /2。 デフォルトは100 Hz。

• 搬送波周波数は、常に偏移以上でなければなり ません。偏移を搬送波周波数よ り

も大きい値に （FMがオンの状態で） 設定しよ う とする と、 偏移は現在の搬送波
周波数で使用できる最大値に制限されます。

• 搬送波周波数と偏移の和は、 選択した波形の最大周波数＋100 kHz （正弦波と方

形波では30.1 MHz、 ランプでは300 kHz） 以下でなければなり ません。 偏移を無
効な値に設定しよ う とする と、偏移は現在の搬送波周波数で使用できる最大値に

制限されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FMをオンにした後、 Freq Devソフ ト キーを押します。
次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な偏移を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FM:DEViation {<ピーク偏移 （Hz） >|MINimum|MAXimum}
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変調源

波形発生器では、 FMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調源 ：内部 （デフォルト ）、 別チャネル、 外部。

• 外部変調源を選択した場合は、搬送波波形は外部波形によって変調されます。周

波数変調は、 リ ア ・パネルのModulation Inコネクタに存在する±5 Vの信号レベ
ルによって制御されます。 例えば、 偏移を10 kHzに設定した場合は、 ＋5 Vの信
号レベルは周波数の10 kHzの増加に対応します。外部信号レベルが低いほど偏移
は小さ くな り、負の信号レベルでは周波数が搬送波周波数よ り低くな り ます。外

部変調入力の－3 dB帯域幅は100 kHzです。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FMを選択した後、 Sourceソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FM:SOURce {INTernal|EXTernal|CH1|CH2}

変調入力
126  

 



第3章　特長と機能
位相変調 （ΦM）

3

位相変調 （ΦM）

被変調波形は、 搬送波波形と変調波形から構成されます。 ΦMはFMと よ く似ていま
すが、ΦMの場合は、被変調波形の位相が、変調波形の瞬時電圧によって変化します。

位相変調の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

ΦM変調を選択するには

• 波形発生器では、 一度にオンにできる変調モードは1つだけです。 ΦMをオンに
する と、 それまでの変調モードはオフになり ます。

• 波形発生器では、掃引やバース トがオンのと きに、ΦMをオンにするこ とはでき
ません。 ΦMをオンにする と、 掃引またはバース ト ・ モードはオフになり ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：他の変調パラ メータを設定する前に、 PM を選択する必
要があ り ます。 を押し、 Typeソフ ト キーでPMを選択します。 搬送波周波
数、 変調周波数、出力振幅、 オフセッ ト電圧の現在の設定を使用して、ΦM波形
が出力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 ΦMをオンにします。

PM:STATe {OFF|ON}
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搬送波波形形状

• ΦM搬送波形状 ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 パルス、 PRBS、 ランプ、 任意
波形。 ノ イズやDCを搬送波波形と して使用するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Noise、 DC以外の任意の波形を選択し
ます。任意波形の場合は、 ArbとArbsを押し、 Select Arbを押してアクティブ波
形を選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion
{SINusoid|SQUare|RAMP|PULSe|PRBS|NOISe|ARB}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

搬送波が任意波形の場合、 変調によって変化するのは、 任意波形サンプル ・ セッ ト

で定義されたフル ・ サイ クルではな く、 サンプル ・ ク ロ ッ クです。 このため、 任意

波形へのパルス変調の適用は制限されます。

搬送波周波数

最大搬送波周波数は、 選択した機能によって下に示すよ うに異な り ます。 搬送波周

波数は、 ピーク変調周波数の20倍よ り大きい必要があ り ます。 デフォルトは、 すべ
ての機能で1 kHzです。

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ／三角波

パルス

PRBS　
任意波形

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　

1 mBPS　
1 μサンプル/s

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　

50 MBPS　
250 Mサンプル/s
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フ ロ ン ト ・ パネル操作 ：搬送波周波数を設定するには、 選択した機能に対する

Frequencyソフ ト キーを押します。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な周
波数を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。
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変調波形形状

波形発生器では、 ΦMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調波形形状 （内部変調源 ） ：正弦波 （デフォルト ） 、 方形波、 パルス、 上昇ラ

ンプ、 下降ランプ、 三角波、 ノ イズ、 PRBS。

• 方形波は50 ％デューティ ・ サイ クル

• 上昇ランプは100 ％対称性

• 三角波は50 ％対称性

• 下降ランプは0 ％対称性

• ノ イズ ：白色ガウス ・ ノ イズ

• PRBS ：疑似ランダム ・ ビッ ト ・ シーケンス （多項式PN7）

• ノ イズを変調波形と して使用するこ とはできますが、 ノ イズまたはDCを搬送波
波形と して使用するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ：ΦMをオンにした後、 Shapeソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PM:INTernal:FUNCtion {SINusoid|SQUare|RAMP|NRAMp| 
TRIangle|NOISe|PRBS|ARB}
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変調波形周波数

波形発生器では、ΦMに対して内部または外部変調源が使用できます。外部変調入力
の－3 dB帯域幅は100 kHzです。

• 変調周波数 （内部変調源） ： 1 μHz～30 MHz。 デフォルトは10 Hz。

• フロン ト ・ パネル操作 ：ΦMをオンにした後、 PM Freqソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]PM:INTernal:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum} 

位相偏移

位相偏移設定は、被変調波形の位相の搬送波波形からのピーク偏移を表します。位相

偏移は、 0～360 °の範囲で設定できます。 デフォルトは180 °です。

• フロン ト ・パネル操作：ΦMをオンにした後、Phase Devソフ ト キーを押します。
次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な偏移を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PM:DEViation {<偏移 （°） >|MINimum|MAXimum}

搬送波が任意波形の場合、偏移はサンプル ・ ク ロ ッ クに適用されます。 したがって、

任意波形全体で観察される影響は、標準波形の場合よ り もはるかに小さ くな り ます。

減少の程度は、 任意波形のポイン ト数によって異なり ます。
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変調源

波形発生器では、 ΦMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調源 ：内部 （デフォルト ）、 別チャネル、 外部。

• 外部変調源を選択した場合は、搬送波波形は外部波形によって変調されます。位

相変調は、 リ ア ・パネルのModulation Inコネクタに存在する±5 Vの信号レベル
によって制御されます。 例えば、 偏移を180 °に設定した場合は、 ＋5 Vの信号
レベルは180 °の位相シフ トに対応します。外部信号レベルが低いほど、偏移は
小さ くな り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：ΦMをオンにした後、 Sourceソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PM:SOURce {INTernal|EXTernal}

変調入力
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3

周波数シフ ト ・ キーイング （FSK） 変調

FSK変調を使用するこ とで、波形発生器が出力周波数を2つのプリセッ ト値の間で切
り替えるよ うに設定できます。 出力が2つの周波数 （ 「搬送波周波数」 と 「ホップ周
波数」） の間で切り替わる速度は、 内部レート ・ ジェネレータまたはリ ア ・パネルの

“Ext Trig“コネクタの信号レベルによって決ま り ます。

FSK変調の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照してください。

FSK変調を選択するには

• 波形発生器では、 一度にオンにできる変調モードは1つだけです。 FSKをオンに
する と、 それまでの変調モードはオフになり ます。

• 波形発生器では、掃引やバース トがオンのと きに、 FSKをオンにするこ とはでき
ません。 FSKをオンにする と、 掃引またはバース ト ・ モードはオフになり ます。

• フロン ト ・パネル操作：他の変調パラ メータを設定する前に、 FSKをオンにする
必要があ り ます。 を押し、Typeソフ ト キーでFSKを選択します。搬送波周
波数、出力振幅、 オフセッ ト電圧の現在の設定を使用して、 FSK波形が出力され
ます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 FSKをオンにします。

FSKey:STATe {OFF|ON}
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FSK搬送波周波数

最大搬送波周波数は、 選択した機能によって下に示すよ うに異な り ます。 デフォル

トは、 すべての機能で1 kHzです。

外部変調源を選択した場合は、 出力周波数は、 リ ア ・ パネルのExt Trigコネク タの

信号レベルによって決ま り ます。 ロジッ ク ・ ロー ・ レベルが存在する場合は、 搬送

波周波数が出力されます。 ロジッ ク ・ハイ ・ レベルが存在する場合は、 ホップ周波

数が出力されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：搬送波周波数を設定するには、 選択した機能に対する

Freqソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な周波数
を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ

パルス

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　
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FSK 「ホップ」 周波数

最大オルタネート （ 「ホップ」 ） 周波数は、 選択した機能によって下に示すよ うに異

なり ます。 デフォルトは、 すべての機能で100 Hzです。

内部変調波形は、 50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波です。

• 外部変調源を選択した場合は、出力周波数は、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタ

の信号レベルによって決ま り ます。 ロジッ ク ・ ロー ・ レベルが存在する場合は、

搬送波周波数が出力されます。 ロジッ ク ・ハイ ・ レベルが存在する場合は、 ホッ

プ周波数が出力されます。

• フロン ト ・パネル操作： 「ホップ」 周波数を設定するには、Hop Freqソフ ト キー
を押します。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な周波数を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FSKey:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum}

機能 最小周波数 最大周波数

正弦波

方形波

ランプ／三角波

パルス

1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　
1 μHz　

30 MHz　
30 MHz　
200 kHz　
30 MHz　
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FSKレート

FSKレート とは、内部FSK変調源を選択した場合に、搬送波周波数とホップ周波数の
間で出力周波数が切り替わるレートです。

• FSKレート （内部変調源） ： 125 μHz～1 MHz。 デフォルトは10 Hz。

• 外部FSK変調源が選択されている場合は、 FSKレートは無視されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FSKレート を設定するには、 FSK Rateソフ ト キーを押
します。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要なレート を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FSKey:INTernal:RATE {<レート （Hz） >|MINimum|MAXimum} 

FSK変調源

• FSK変調源 ：内部 （デフォルト ）、 外部。

• Internal変調源を選択した場合は、搬送波周波数とホップ周波数の間で出力周波

数が切り替わるレートは、 指定したFSKレートで決ま り ます。

• 外部変調源を選択した場合は、出力周波数は、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタ

の信号レベルによって決ま り ます。 ロジッ ク ・ ロー ・ レベルが存在する場合は、

搬送波周波数が出力されます。 ロジッ ク ・ハイ ・ レベルが存在する場合は、 ホッ

プ周波数が出力されます。

• 最大外部FSKレートは1 MHzです。

• 外部制御FSK波形に使用されるコネク タ（Ext Trig）は、外部変調のAM、FM、ΦM、
PWM波形に使用されるコネクタ （Modulation In） とは異なり ます。 FSKに使用
する場合は、 Ext Trigコネクタのエッジ極性を調整するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： FSK をオンにした後、 Source を押し、 必要な変調源を
選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FSKey:SOURce {INTernal|EXTernal}
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パルス幅変調 （PWM）

パルス幅変調 （PWM） の場合は、 パルス波形の幅が、 変調波形の瞬時電圧によって
変化します。 パルスの幅は、 パルス幅 （周期と同様に時間単位で表現） で表すか、

デューティ ・ サイ クル （周期の％で表現） で表します。 波形発生器では、 内部また

は外部変調源が使用できます。

パルス幅変調の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

PWM変調を選択するには

• 波形発生器では、 PWMはパルス波形に対してのみ選択できます。

• 波形発生器では、掃引やバース トがオンのと きに、PWMをオンにするこ とはでき
ません。

• フロン ト ・パネル操作：他の変調パラ メータを設定する前に、PWMをオンにする
必要があ り ます。 を押し、 Pulseを選択し、 とModulateを押して、
変調をオンにします。 PWMは、 パルスに対してサポート される唯一の変調方式
と して選択されます。 パルス周波数、 変調周波数、 出力振幅、 オフセッ ト電圧、

パルス幅、 エッジ時間の現在の設定を使用して、 PWM波形が出力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 PWMをオンにします。

PWM:STATe {OFF|ON}
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3

変調波形形状

波形発生器では、 PWMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調波形形状 （内部変調源） ：正弦波 （デフォルト ）、 方形波、 パルス、 上昇ラン

プ、 下降ランプ、 三角波、 ノ イズ、 PRBS。

• 方形波は50 ％デューティ ・ サイ クル

• 上昇ランプは100 ％対称性

• 三角波は50 ％対称性

• 下降ランプは0 ％対称性

• ノ イズ ：白色ガウス ・ ノ イズ

• PRBS ：疑似ランダム ・ ビッ ト ・ シーケンス （多項式PN7）

• ノ イズを変調波形と して使用するこ とはできますが、 ノ イズ、 任意波形、 DCを
搬送波波形と して使用するこ とはできません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： PWMをオンにした後、 Shapeソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PWM:INTernal:FUNCtion {SINusoid|SQUare|RAMP|NRAMp| 
TRIangle|NOISe|PRBS|ARB}
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3

変調波形周波数

波形発生器では、 PWMに対して内部または外部変調源が使用できます。 外部変調入
力の－3 dB帯域幅は100 kHzです。

• 変調周波数 （内部変調源） ： 1 μHz～30 MHz。 デフォルトは10 Hz。

• フロン ト ・パネル操作：PWMをオンにした後、PWM Freqソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]PWM:INTernal:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum} 

幅またはデューテ ィ ・サイクル偏移

PWM偏移設定は、 被変調パルス波形の幅のピーク偏移を表します。 幅偏移は、 時間

またはデューティ ・ サイ クル単位で設定できます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： PWMをオンにした後、 Phase Devソフ ト キーを押しま
す。次に、ノブまたはテンキーを使って、必要な偏移を入力します。偏移をデュー

テ ィ ・ サイ クルで設定するには、 を押し、 Width/Duty Cycソフ ト キーを
Duty Cycソフ ト キーに切り替えます。 次に、 、 Duty Cycleを押し、 ノブ
またはテンキーを使って、 必要なデューティ ・ サイ クルを入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PWM:DEViation {<幅またはデューティ ・ サイ クル>
|MINimum|MAXimum}

• 指定するパルス幅と偏移の和は、下に示すよ うに、周期と最小パルス幅の差よ り

も小さ くなければなり ません。

パルス幅＋偏移 ≦ 周期－16 ns

• 必要な場合、 指定した周期に合わせて自動的に偏移が調整されます。
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3

変調源

波形発生器では、 PWMに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調源 ：内部 （デフォルト ）、 別チャネル、 外部。

• 外部変調源を選択した場合は、搬送波波形は外部波形によって変調されます。幅

変調は、 リ ア ・パネルのModulation Inコネクタに存在する±5 Vの信号レベルに
よって制御されます。 例えば、 偏移を1 μsに設定した場合は、 ＋5 Vの信号レベ
ルは幅の1 μsの増加に対応します。外部信号レベルが低いほど、偏移は小さ くな
り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： PWMをオンにした後、 Sourceソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

PWM:SOURce {INTernal|EXTernal}

変調入力
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3

パルス波形

• PWMの波形形状と してはパルスだけがサポート されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Pulseを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion PULSe

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。

パルス周期

パルス周期の範囲は33 ns～1,000,000 sです。 デフォルトは100 μsです。

• フロン ト ・ パネル操作 ： パルス機能を選択した後、 を押し、 Frequency/
Periodソフ ト キーを押してPeriodに切り替えます。 次に、 ノブまたはテンキー
を使って、必要なパルス周期を入力します。 テンキーを使用した場合は、 ソフ ト

キーを押して単位を指定します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

FUNCtion:PULSe:PERiod {<秒数>|MINimum|MAXimum} 

波形の周期によって、 最大偏移が制限されます。

パルス幅またはデューテ ィ ・サイクル

パルス幅またはデューティ ・ サイ クルは、 変調信号がない場合の公称パルス幅を設

定します。 偏移の量はこの値に適用されます。
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3

加算変調 （Sum）

加算変調 （Sum） では、変調信号が搬送波波形に加算されます。代表的な用途は、ガ
ウシアン ・ ノ イズを搬送波信号に加算するこ とです。 波形発生器では、 内部または

外部変調源が使用できます。

加算変調を選択するには

• 波形発生器では、変調信号を搬送波に、搬送波波形振幅の％で、 0.01 ％の分解能
で加算できます。

• 波形発生器では、 任意の搬送波波形に加算変調を適用できます。

• フロン ト ・パネル操作：他の変調パラ メータを設定する前に、 Sumをオンにする
必要があ り ます。 を押し、 Squareを選択し ます。 を押し、 Type、
Sumを押します。 この時点で、 他の変調パラ メータを指定できます。 その後、
Modulateを押して変調をオンにします。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

の変調パラ メータを設定した後で、 Sumをオンにします。

SUM:STATe {OFF|ON}
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3

変調波形形状

波形発生器では、 Sumに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調波形形状 （内部変調源） ： 正弦波 （デフォルト ） 、 方形波、 パルス、 上昇ラ

ンプ、 下降ランプ、 三角波、 ノ イズ、 PRBS、 任意波形。

• 方形波は50 ％デューティ ・ サイ クル

• 上昇ランプは100 ％対称性

• 三角波は50 ％対称性

• 下降ランプは0 ％対称性

• PRBSはPN7シーケンスを使用

• フロン ト ・ パネル操作 ： Sumをオンにした後、 Shapeソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SUM:INTernal:FUNCtion
{SINusoid|SQUare|PULSe|RAMP|NRAMp|TRIangle|
NOISe|PRBS}

変調波形周波数

波形発生器では、 Sumに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調周波数 （内部変調源） ： 1 μHz～30 MHz。
デフォルトは100 Hz。

• フロン ト ・パネル操作： Sumをオンにした後、Sum Freqソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]SUM:INTernal:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum} 
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3

加算振幅

加算振幅は、 搬送波に加算される信号の振幅を （搬送波振幅の％で） 表します。

• 振幅設定 ：搬送波振幅の0～100 ％、 0.01 ％の分解能。

• 加算振幅設定は、搬送波振幅の一定の割合を維持し、搬送波振幅の変化に追随し

ます。 

• フロン ト ・ パネル操作 ： Sumを選択した後、 Sum Amplソフ ト キーを押します。
次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な振幅を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SUM:AMPLitude {<振幅>|MINimum|MAXimum}
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3

変調源

波形発生器では、 Sumに対して内部または外部変調源が使用できます。

• 変調源 ：内部 （デフォルト ）、 別チャネル、 外部。

• 外部変調源を選択した場合は、 搬送波波形に外部波形が加算されます。 振幅は、

リ ア ・パネルのModulation Inコネクタに存在する±5 Vの信号レベルによって制
御されます。例えば、 加算振幅を10 ％に設定した場合は、 変調信号が＋5 Vのと
きに、 出力は最大振幅 （搬送波振幅の110 ％） にな り ます。 変調信号が－5 Vの
と きに、 出力は最小振幅 （搬送波振幅の90 ％） にな り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： Sumをオンにした後、 Sourceソフ ト キーを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SUM:SOURce {INTernal|EXTernal|CH1|CH2}

変調入力
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周波数掃引

周波数掃引モードでは、 波形発生器はスタート周波数からス ト ップ周波数まで、 指

定された掃引速度で変化します。 周波数が上昇または下降する方向に、 リ ニアまた

はログ間隔で掃引できます。 また、外部または手動 ト リガを印加するこ とによ り 1回
の掃引 （スタート周波数からス ト ップ周波数までの1行程） を出力するよ うに波形発
生器を設定するこ と もできます。 周波数掃引は、 正弦波、 方形波、 パルス、 ランプ、

任意波形を使って実行できます （PRBS、 ノ イズ、 DCは使用できません）。

ホールド ・ タイム （掃引がス ト ップ周波数に留まる時間） を指定できます。 また、戻

り時間 （周波数がス ト ップ周波数からスタート周波数まで リニアに変化するのにか

かる時間） も指定できます。

掃引の基本については、 第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

掃引を選択するには

• 波形発生器では、掃引モードをバース トや各種変調モード と同時にオンにするこ

とはできません。掃引をオンにする と、掃引またはバース ト ・モードはオフにな

り ます。

• フロン ト ・パネル操作：他の掃引パラ メータを設定する前に、掃引をオンにする

必要があ り ます。 を押し、 Sweepを押すと、周波数、出力振幅、 オフセッ
トの現在の設定を使用して、 掃引が出力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

のパラ メータを設定した後で、 掃引モードをオンにします。

FREQuency:MODE SWEEP
SWEep:STATe {OFF|ON}
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スタート周波数とス ト ップ周波数

スタート周波数とス ト ップ周波数は、 掃引の上下の周波数境界を設定します。 掃引

はスタート周波数から始ま り、 ス ト ップ周波数まで実行された後、 スタート周波数

まで戻り ます。

• スタート／ス ト ップ周波数 ： 1 μHz～30 MHz （ランプの場合は200 kHzに制限）
掃引は周波数レンジ全体にわたって位相連続です。デフォルトのスタート周波数

は100 Hzです。 デフォルトのス ト ップ周波数は1 kHzです。

• 周波数が増加する方向に掃引するには、スタート周波数をス ト ップ周波数よ り低

く設定します。周波数が減少する方向に掃引するには、 スタート周波数をス ト ッ

プ周波数よ り高く設定します。

• 同期設定がNormalに設定されている場合は、 同期パルスは掃引の全期間でハイ
にな り ます。

• 同期設定が Carrierに設定されている場合は、 同期パルスは各波形サイ クルに対
して50 ％のデューティ ・ サイ クルになり ます。

• 同期設定がMarkerに設定されている場合は、同期パルスは開始時にハイになり、
マーカ周波数でローになり ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：掃引をオンにした後、 Start FreqまたはStop Freqソフ
ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な周波数を入力し

ます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency:STARt　
{<周波数>|MINimum|MAXimum}

[SOURce[1|2]:]FREQuency:STOP　
{<周波数>|MINimum|MAXimum}
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中心周波数と周波数スパン

必要な場合は、 掃引の周波数境界を、 中心周波数と周波数スパンを使って設定する

こ と もできます。 これらのパラ メータの働きは、 スタート周波数／ス ト ップ周波数

（前ページを参照） と同等であ り、 便宜のために用意されています。

• 中心周波数 ： 1 μHz～30 MHz （ランプの場合は200 kHzに制限） デフォルトは
550 Hz。

• 周波数スパン ：－30 Hz～30 MHz （ランプの場合は200 kHzに制限） デフォルト
は900 Hz。

• 周波数が増加する方向に掃引するには、 正の周波数スパンを設定します。

周波数が減少する方向に掃引するには、 負の周波数スパンを設定します。

• マーカがオフの掃引の場合は、 同期信号は50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波
です。 同期信号は掃引の開始時にTTL 「ハイ」 になり、 掃引の中点で 「ロー」 に
なり ます。同期波形の周波数は、指定された掃引時間に等し くな り ます。信号は

フロン ト ・ パネルのSyncコネクタから出力されます。

• マーカがオンの掃引の場合は、 同期信号は掃引の開始時に TTL 「ハイ」 になり、
マーカ周波数で 「ロー」 にな り ます。 信号はフロン ト ・ パネルのSyncコネク タ

から出力されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：掃引をオンにした後、 を押し、 Start/Stopを押し
てCntr/Spanソフ ト キーに切 り替えます。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、
必要な値を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency:CENTer　
{<周波数>|MINimum|MAXimum}

[SOURce[1|2]:]FREQuency:SPAN　
{<周波数>|MINimum|MAXimum}
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掃引モード

掃引はリニアまたはログ間隔で実行できます。リ ニア掃引の場合は、出力周波数は掃

引中にリニアに変化します。 ログ掃引の場合は、出力周波数は対数的に変化します。

選択したモードは、掃引の戻り （ス ト ップからスタートへ、設定されている場合） に

は影響しません。 掃引の戻りは常にリニアです。

• 掃引モード ： リ ニア （デフォルト ）、 対数、 リ ス ト 。

• フロン ト ・パネル操作：掃引をオンにした後、 Linearソフ ト キーをも う一度押し
て、 リ ニア ・ モード と対数モードを切り替えます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]SWEep:SPACing {LINear|LOGarithmic}

掃引時間

掃引時間は、 スタート周波数からス ト ップ周波数まで掃引するのに必要な秒数を指

定します。 掃引中の離散周波数ポイン トの数は、 掃引時間に基づいて波形発生器に

よって自動的に計算されます。

• 掃引時間 ： 1 ms～250,000 s。 デフォルトは1 s。 即時ト リガ ・ モードのリニア掃

引の場合、合計掃引時間 （ホールド時間と戻り時間を含む） の最大値は8,000 sで
す。その他のト リガ・モードでのリニア掃引の合計掃引時間の最大値は250,000 s
で、 対数掃引の合計掃引時間の最大値は500 sです。

• フロン ト ・ パネル操作 ：掃引をオンにした後、 Sweep Timeを押します。 次に、
ノブまたはテンキーを使って、 必要な掃引時間を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]SWEep:TIME {<秒数>|MINimum|MAXimum} 
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ホールド時間

ホールド時間は、 ス ト ップ周波数に留まる秒数を指定します。 これによ り、 一定時

間だけス ト ップ周波数を維持できます。デフォルトではこの値は0であ り、掃引はた
だちにスタート周波数に戻り ます。

• 戻り時間 ： 0～3,600 s。 デフォルトは0 s。

• フロン ト ・パネル操作：掃引をオンにした後、Hold & Returnを押し、Hold Time
ソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な掃引時間を

入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SWEep:HTIMe {<秒数>|MINimum|MAXimum} 

戻り時間

戻り時間は、 ス ト ップ周波数からスタート周波数まで戻るのにかかる秒数を指定し

ます。 戻 り中の離散周波数ポイン トの数は、 選択した戻 り時間に基づいて波形発生

器によって自動的に計算されます。

• 戻り時間 ： 0～3,600 s。 デフォルトは0 s。

• フロン ト ・ パネル操作 ：掃引をオンにした後、 Hold & Returnを押し、 Return
Timeソフ ト キーを押します。 次に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要な掃引
時間を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SWEep:RTIMe {<秒数>|MINimum|MAXimum} 
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マーカ周波数

必要な場合は、 フロン ト ・ パネルのSyncコネク タの同期信号が掃引中にロジッ ク ・

ローになる周波数を設定できます。 同期信号は常に、 掃引の開始時にローからハイ

にな り ます。

• マーカ周波数： 1 μHz～30 MHz （ランプの場合は200 kHzに制限）。デフォルトは
500 Hz。

• 掃引モードをオンにした場合は、 マーカ周波数は指定したスター ト周波数と ス

ト ップ周波数の間にある必要があ り ます。マーカ周波数をこの範囲内にない周波

数に設定しよ う と した場合は、マーカ周波数はスタート周波数またはス ト ップ周

波数 （どちらか近い方） に自動的に設定されます。

• 同期オン設定は、掃引モードで使用されるマーカをオンにするこ とによってオー

バライ ド されます （109ページを参照） 。 したがって、 マーカをオンにした場合

（かつ掃引モードがオンになっている場合）、 同期設定は無視されます。

• マーカ周波数をフロン ト ・パネル・ メニューから設定できるのは、同期ソースが

掃引中のチャネルである場合だけです。

• フロン ト ・パネル操作：掃引をオンにした後、 を押し、Sync Setupを押し
ます。 次に、 ModeとMarkerを押します。 最後に、 Marker Freqを押します。 次
に、 ノブまたはテンキーを使って、 必要なマーカ周波数を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]MARKer:FREQuency 
{<周波数>|MINimum|MAXimum}
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掃引ト リガ ・ ソース

掃引モードでは、 波形発生器は ト リガ信号を受信したと きに1回の掃引を出力しま
す。 スター ト周波数からス ト ップ周波数までの1回の掃引の後に、 波形発生器はス
タート周波数を出力しながら次のト リガを待ちます。

• 掃引 ト リガ ・ ソース ： 内部 （デフォルト ）、 外部、 時間、 手動。

• 内部 （即時） ソースを選択した場合は、 波形発生器は、 ホールド時間、 掃引時

間、戻り時間の合計で決まるレートで連続掃引を出力します。 このソースの掃引

時間は、 8,000 sに制限されます。

• 外部変調源を選択した場合は、波形発生器は、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタ

に印加されるハードウェア ・ ト リガを使用します。 波形発生器は、 Ext Trigで指

定された極性のTTLパルスを受信するたびに、 1回の掃引を開始します。

• ト リガ周期は、 指定された掃引時間以上でなければなり ません。

• 手動ソースを選択した場合は、 波形発生器は、 フロン ト ・ パネルの キー

が押されるたびに、 1回の掃引を出力します。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Trigger Setupソフ ト キーを押します。
Trg Srcを押し、 必要なソースを選択します。

波形発生器がExt Trigコネク タの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジのどち

らで ト リガするかを指定するには、 を押し、 Trigger Setupソフ ト キーを
押します。 次に、 Slopeソフ ト キーを押して必要なエッジを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

TRIGger[1|2]:SOURce {IMMediate|EXTernal|TIMer|BUS}

波形発生器がExt Trigコネク タの信号の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジ

のどちらで ト リガするかを指定するには、 以下のコマンドを使用します。

TRIGger[1|2]:SLOPe {POSitive|NEGative}

詳細については、 164ページの 「 ト リガ」 を参照してください。
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ト リガ出力信号

ト リガ出力信号は、 リ ア ・ パネルのTrig Outコネク タに供給されます （掃引とバー

ス トのみで使用されます）。 これをオンにする と、掃引の開始時に、 立ち上がりエッ

ジ （デフォルト ） または立ち下がりエッジのTTL互換方形波が、 Trig Outコネクタか

ら出力されます。

• 内部 （即時） ト リガ ・ ソースを選択した場合は、 波形発生器は、 掃引の開始時

に、50 ％デューティ ・サイ クルの方形波をTrig Outコネクタから出力します。波

形の周波数は、 指定された合計掃引時間に等し くな り ます。

• 外部 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器はト リガ出力信号を自動的に

オフにします。 Trig Outコネクタは2つの動作に同時には使用できません （外部
ト リガ波形は、 掃引を ト リガするために同じコネクタを使用します）。

• 手動 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器は、各掃引またはバース トの

開始時に、 パルス （パルス幅＞1 μs） をTrig Outコネクタから出力します。

• 波形発生器がExt Trigコネク タの立ち上がり エッ ジと 立ち下がり エッ ジのどちら

で ト リガするかを指定するには、 を押し、 Trig Out Setupソフ ト キーを押
します。 次に、 Trig Outソフ ト キーを押して必要なエッジを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut:TRIGger:SLOPe {POSitive|NEGative}
OUTPut:TRIGger {OFF|ON}
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周波数リス ト

周波数リ ス ト ・ モードでは、 ファンクシ ョ ン ・ ジェネレータはリ ス ト内の周波数を

順番に出力し、 各周波数で指定された時間だけ待機します。 リ ス ト内の進行を ト リ

ガ ・ システムで制御するこ と もできます。

• ファンクシ ョ ン ・ ジェネレータでは、 リ ス ト ・モードをバース トや各種変調モー

ド と同時にオンにするこ とはできません。周波数リ ス ト をオンにする と、掃引ま

たはバース ト ・ モードはオフになり ます。

• フロン ト ・パネル操作：他のリ ス ト ・パラ メータを設定する前に、 リ ス ト をオン

にする必要があ り ます。 を押し、 Typeを押し、 Listを押して、 リ ス ト の
セッ ト アップを開始します。 以下のよ うなメニューが開きます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、パ

ラ メータを設定した後で、 リ ス ト ・ モードをオンにします。

FREQuency:MODE LIST

LIST:FREQuency <数値>, <数値>, …

リ ス ト内の進行は、 ト リガ ・ システムによって制御されます。 ト リガ ・ ソースが内

部または即時に指定されている場合は、 各周波数に留まる時間は、 持続時間設定

（LIST:DWELLコマンド） によって決ま り ます。

他の ト リガ ・ ソースを指定した場合は、 持続時間はト リガ ・ イベン トの間隔によっ

て決ま り ます。
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バースト ・ モード

波形発生器では、 指定したサイ クル数からなる波形を出力できます。 これをバース

ト と呼びます。 バース トは、 正弦波、 方形波、 三角波、 ランプ、 パルス、 PRBS、 任
意波形を使って発生できます （ノ イズはゲーティ ッ ド ・バース ト ・ モードでのみ使

用でき、 DCは使用できません）。

バース ト ・モードの基本については、第5章 「チュート リ アル」 を参照して ください。

バースト を選択するには

• 波形発生器では、バース ト を掃引や各種変調モード と同時にオンにするこ とはで

きません。バース ト をオンにする と、掃引、リ ス ト 、変調モードはオフになり ます。

• フロン ト ・パネル操作：他のバース ト ・パラ メータを設定する前に、バース ト を

オンにする必要があ り ます。 Burst On/Offを押すと、 周波数、 出力振幅、 オフ
セッ ト電圧の現在の設定を使用して、 バース トが出力されます。

• リモート ・ インタフェース操作：何回も波形を変更するこ とを避けるために、他

のパラ メータを設定した後で、 バース ト ・ モードをオンにします。

[SOURce[1|2]:]BURSt:STATe {OFF|ON}
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バースト ・ モード

バース トは、以下に示す2つのモードで使用できます。選択したモードによって、 使
用可能な ト リガ ・ モード と、 他のいくつかのバース ト ・ パラ メータが適用されるか

ど うかが決ま り ます （下の表を参照）。

• ト リガ ・バース ト ・ モード ： このモード （デフォルト ） では、 波形発生器は、 ト

リガを受信するたびに、指定されたサイ クル数 （バース ト ・ カウン ト ） の波形を

出力します。指定されたサイ クル数を出力した後、波形発生器は停止し、次のト

リガを待ちます。波形発生器が内部 ト リガを使用してバース ト を開始するよ うに

設定するこ と も、 フロン ト ・パネルの キーを押すか、 リ ア ・パネルのExt

Trigコネクタに ト リガ信号を印加するか、 リモート ・ インタフェースから ソフ ト

ウェア ・ ト リガ ・ コマンドを送信するこ とによ り、外部 ト リガを供給するこ と も

できます。

• 外部ゲーティ ッ ド ・バース ト ・モード ： このモードでは、 リ ア・パネルのExt Trig

コネク タに印加される外部信号のレベルに応じて、 出力波形が 「オン」 または

「オフ」 にな り ます。 ゲート信号が真の場合に、 波形発生器は連続波形を出力し

ます。ゲート信号が偽になる と、現在の波形サイ クルが終了され、波形発生器は

選択された波形のスタート ・バース ト位相に対応する電圧レベルを維持しながら

停止します。 ノ イズ波形の場合は、ゲート信号が偽になる と出力はただちに停止

します。

バースト ・ モード

（BURS:MODE）
バースト ・ カウン ト

（BURS:NCYC）
バースト周期

（BURS:INT:PER）
バースト位相

（BURS:PHAS）
ト リガ ・ ソース

（TRIG:SOUR）

ト リガ ・バースト ・

モード ：

内部ト リガ

TRIGgered　 使用可能 使用可能 使用可能 IMMediate　

ト リガ ・バースト ・

モード ：

外部ト リガ

TRIGgered　 使用可能 使用不可 使用可能 EXTernal、 BUS

ゲーテ ィ ッ ド ・

バースト ・ モード ：

外部ト リガ

GATed　 使用不可 使用不可 使用可能 使用不可

タイマ ・バースト ・

モード ：

内部ト リガ

TRIGgered　 使用可能 使用不可 使用可能 TIMer　
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• ゲーティ ッ ド ・ モードを選択した場合は、 バース ト ・ カウン ト、 バース ト周期、

ト リガ ・ ソースは無視されます （これらのパラ メータは、 ト リガ ・バース ト ・

モードでのみ用いられます）。手動 ト リガを受信した場合は、 ト リガは無視され、

エラーは発生しません。

• ゲーティ ッ ド ・ モードを選択した場合は、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタの極

性も選択できます。

• フロン ト ・ パネル操作 ：バース ト をオンにした後、 N Cycle （ ト リガ） または
Gatedソフ ト キーを押します。

リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]BURSt:MODE {TRIGgered|GATed}

Ext Trigコネクタの外部ゲート信号の極性を選択するには、以下のコマンドを使

用します。 デフォルトはNORM （真＝ハイ ・ ロジッ ク） です。

[SOURce[1|2]:]BURSt:GATE:POLarity {NORMal|INVerted}
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波形周波数

波形周波数は、 ト リガおよび外部ゲーティ ッ ド ・ モードでのバース トの信号周波数

を定義します。 ト リガ ・ モードでは、 バース ト ・ カウン ト で指定された数のサイ ク

ルが波形周波数で出力されます。 外部ゲーティ ッ ド ・ モードでは、 外部ゲート信号

が真のと きに波形周波数が出力されます。

波形周波数は 「バース ト周期」 とは異なるこ とに注意して ください。 バース ト周期

は、 バース ト とバース トの間の間隔を指定します （ ト リガ ・ モードのみ）。

• 波形周波数：1 μHz～30 MHz （ランプの場合は200 kHzに制限）デフォルトの波形
周波数は1 kHzです （内部 ト リガ ・バース ト波形の場合は、最小周波数は126 μHz
です）。正弦波、方形波、三角波、 ランプ、パルス、任意波形が選択できます （ノ

イズはゲーティ ッ ド ・バース ト ・モードでのみ使用でき、DCは使用できません）。

• フロン ト ・パネル操作：波形周波数を設定するには、選択した機能に対するFreq
ソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な周波数を入

力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]FREQuency {<周波数>|MINimum|MAXimum}

APPLyコマンドを使用して、 機能、周波数、振幅、 オフセッ ト を1つのコマンド
で選択するこ と もできます。
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バースト ・ カウン ト

バース ト ・ カウン トは、 1回のバース トで出力されるサイ クル数を定義します。 ト リ
ガ ・バース ト ・ モード （内部または外部ソース） のみで使用されます。

• バース ト ・ カウン ト ： 1～100,000,000サイ クル、 1サイ クル単位。無限バース ト ・
カウン ト も選択できます。 デフォルトは1サイ クルです。

• 内部 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、指定された数のサイ クルが、バース ト周

期設定で決まるレートで連続的に出力されます。バース ト周期は、連続するバー

ス トの開始間の時間です。

• 内部 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、 バース ト ・ カウン トは、 以下のよ うに、

バース ト周期と波形周波数の積よ り も小さ くなければなり ません。

バース ト周期＞ （バース ト ・ カウン ト ） ／ （波形周波数） ＋1 μs

• 波形発生器は、指定されたバース ト ・ カウン トに合わせて、バース ト周期を最大

値まで自動的に増やします （ただし、 波形周波数は変更されません）

• ゲーティ ッ ド ・バース ト ・モードを選択した場合は、バース ト ・ カウン トは無視

されます。 ただし、 ゲーティ ッ ド ・ モードでバース ト ・ カウン ト を リモート ・ イ

ンタフェースから変更した場合は、波形発生器は新しいカウン ト を記憶し、 ト リ

ガ ・ モードが選択されたと きに使用します。

• フロン ト ・ パネル操作 ：バース ト ・ カウン ト を設定するには、 を押し、

# Cyclesソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、 カウン ト
を入力します。無限カウン トのバース ト を選択するには、# Cyclesソフ ト キーを
も う一度押して、 Infinite設定に切り替えます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]BURSt:NCYCles 
{<サイ クル数>|INFinity|MINimum|MAXimum}
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バースト周期

バース ト周期は、1つのバース トの開始から次のバース トの開始までの時間を定義し
ます。 内部 ト リガ ・バース ト ・ モードのみで使用されます。

バース ト周期は 「波形周波数」 とは異なるこ とに注意してください。 波形周波数は、

バース ト信号の周波数を指定します。

• バース ト周期 ： 1 μs～8000 s。 デフォルトは10 ms。

• バース ト周期設定は、即時ト リガがオンの場合のみ使用されます。手動または外

部 ト リガがオンの場合 （またはゲーティ ッ ド ・バース ト ・モードが選択されてい

る場合） は、 バース ト周期は無視されます。

• 指定されたバース ト ・カウン ト と周波数で出力するのに短すぎるバース ト周期を

指定するこ とはできません （下記を参照）。バース ト周期が短すぎる場合は、波形

発生器はバース ト を連続的に再 ト リガするのに必要な値に自動的に調整します。

• フロン ト ・ パネル操作 ：バース ト周期を設定するには、 を押し、 Burst
Periodソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、周期を入力
します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]BURSt:INTernal:PERiod 
{<秒数>|MINimum|MAXimum} 
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スタート位相

スタート位相は、 バース トのスタート位相を定義します。

• スタート位相 ：－360 °～＋360 °デフォルトは0 °。

• リモート ・ インタフェースからは、 UNIT:ANGLコマンドを使用して、 スタート
位相を度またはラジアンで設定できます（詳細については 『Agilent 33500 Series
Programmer’s Reference Help』 を参照）。

• フロン ト ・パネルでは、 スタート位相は常に度で表示されます （ラジアンは使用

できません）。 リモート ・ インタフェースからスタート位相をラジアンで設定し

た後で、 フロン ト ・ パネル操作に戻った場合は、 位相は度に変換されます。

• 正弦波、 方形波、 ランプ波形の場合は、 0 °は波形が0 V （またはDCオフセッ ト
値） と正の方向に交差するポイン トです。 任意波形の場合は、 0°はメモ リにダ
ウンロード された最初の波形ポイン トです。バース ト位相はノ イズ波形には影響

しません。

• バース ト位相は、 ゲーティ ッ ド ・バース ト ・ モードでも使用されます。 ゲート信

号が偽になる と、現在の波形サイ クルが終了し、波形発生器は停止します。出力

はスタート ・バース ト位相に対応する電圧レベルに留ま り ます。

• フ ロ ン ト ・ パネル操作 ：バース ト位相を設定するには、 を押し、 Start
Phaseソフ ト キーを押します。次に、 ノブまたはテンキーを使って、必要な位相
を度単位で入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]BURSt:PHASe {<角度>|MINimum|MAXimum}
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バースト ・ ト リガ ・ ソース

ト リガ ・バース ト ・ モードでは、 波形発生器は、 ト リガを受信するたびに、 指定さ

れたサイ クル数 （バース ト ・ カウン ト ） のバース ト を出力します。 指定されたサイ

クル数を出力した後、 波形発生器は停止し、 次の ト リガを待ちます。 電源投入時に

は、 内部 ト リガ ・バース ト ・ モードがオンになり ます。

• 掃引 ト リガ ・ ソース ： 内部 （デフォルト ）、 外部、 タイマ、 手動。

• 内部 （即時） ソースを選択した場合は、バース ト発生のレートは、バース ト周期

で決定されます。

• 外部変調源を選択した場合は、波形発生器は、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタ

に印加されるハードウェア ・ ト リガを使用します。 波形発生器は、 Ext Trigで指

定された極性のTTLパルスを受信するたびに、指定されたサイ クル数を出力しま
す。 バース ト中に発生した外部 ト リガ信号は無視されます。

• 手動ソースを選択した場合は、 波形発生器は、 フロン ト ・ パネルの キー

が押されるか、*TRGコマンドが送信されるたびに、1回のバース ト を出力します。

• 外部または手動 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、バース ト ・ カウン ト とバース

ト位相は有効ですが、 バース ト周期は無視されます。

• タイマ ・ ト リガ ・ ソースを選択した場合は、 測定器は50 ％デューティ ・ サイ ク
ルのト リガ出力を使用します。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、Trigger Setupソフ ト キーを押し、Trg Src
ソフ ト キーを押してソースを選択します。

波形発生器がExt Trigコネク タの信号の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジ

のどちらで ト リガするかを指定するには、Trigger Setupソフ ト キーを押します。
次に、 Slopeソフ ト キーで必要なエッジを選択します。
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• リモート ・ インタフェース操作 ：

[TRIGger[1|2]:]TRIGger:SOURce 
{IMMediate|EXTernal|TIMer|BUS}

波形発生器がExt Trigコネク タの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジのどち

らで ト リガするかを指定するには、 以下のコマンドを使用します。

[TRIGger[1|2]:]TRIGger:SLOPe {POSitive|NEGative}

ト リガの詳細については、 164ページの 「 ト リガ」 を参照してください。

ト リガ出力信号

「 ト リガ出力」 信号は、 リ ア ・ パネルのTrig Outコネクタに供給されます （バース ト

と掃引のみで使用されます）。 これをオンにする と、バース トの開始時に、 立ち上が

りエッジ （デフォルト ） または立ち下がりエッジのTTL互換パルス波形が、 Trig Out

コネクタから出力されます。

• 内部 （即時） ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器は、バース トの開始

時に、 50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波をTrig Outコネクタから出力します。

波形の周波数は、 指定されたバース ト周期に等し くな り ます。

• 外部 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器はト リガ出力信号を自動的に

オフにします。 Trig Outコネクタは2つの動作に同時には使用できません （外部
ト リガ波形は、 バース ト を ト リガするために同じコネクタを使用します）。

• 手動 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、 波形発生器は、 各バース トの開始時に、

パルス （パルス幅＞1 μs） をTrig Outコネクタから出力します。

• フロン ト ・パネル操作：バース ト をオンにした後、 を押し、Trig Out Setup
ソフ ト キーを押します。次に、 Trig Outソフ ト キーを押して必要なエッジを選択
します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut:TRIGger:SLOPe {POSitive|NEGative}
OUTPut:TRIGger {OFF|ON}
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ト リガ

掃引とバース トのみに適用されます。 掃引またはバース トの ト リガを発生する方法

には、 内部 ト リガ、 外部 ト リガ、 タイマ ・ ト リガ、 手動 ト リガがあ り ます。

• 内部 （自動） ト リガは、波形発生器の電源をオンにしたと きのモードです。 この

モードでは、波形発生器は掃引またはバース ト ・モードが選択されたと きに連続

的に波形を出力します。

• 外部 ト リガは、 リ ア ・パネルのExt Trigコネクタを使用して掃引またはバース ト

を制御します。波形発生器は、Ext TrigでTTLパルスを受信するたびに、1回の掃
引を開始するか、1回のバース ト を出力します。外部 ト リガ信号の立ち上がりエッ
ジと立ち下がりエッジのどちらで波形発生器がト リガするかを選択できます。

• 手動 ト リガは、 フロン ト ・パネルの を押すたびに、 1回の掃引を開始する
か、 1回のバース ト を出力します。 このキーを繰り返し押すと、 波形発生器を再
ト リガできます。

• リ ス ト を掃引している場合は、 を押すと波形は リ ス ト中の次の周波数に

移動します。

• リモート ・モードのと き と、バース ト または掃引以外の機能が選択されている場

合には、 キーは無効です。

ト リガ ・ ソースの選択

掃引とバース トのみに適用されます。 波形発生器が ト リガを受信するソースを指定

する必要があ り ます。

• 掃引／バース ト ・ ト リガ ・ ソース ： 内部 （デフォルト ）、 外部、 手動、 タイマ。

• 波形発生器は、手動 ト リガまたはリ ア ・パネルのExt Trigコネクタからのハード

ウェア ・ ト リガを受信するか、内部 ト リガを使用して掃引またはバース ト を連続

的に出力します。 タイマに基づいてバース ト を ト リガするこ と もできます。電源

投入時には、 即時ト リガが選択されています。
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• ト リガ ・ ソース設定は、揮発性メモ リに記録されます。電源をオフにするか、 リ

モート ・ インタフェース ・ リセッ ト を実行する と、 ソースは内部 ト リガ （フロン

ト ・パネル） または即時 （リモート ・ インタフェース） に設定されます （電源投

入時ステートが工場設定に設定されている場合）。

• フロン ト ・パネル操作：掃引またはバース ト をオンにした後、 を押し、Trig
Srcソフ ト キーを押して必要なソースを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

TRIGger[1|2]:SOURce {IMMediate|EXTernal|TIMer|BUS}

APPLyコマンドは、 ソースを自動的に即時に設定します。

即時ト リガ 　内部 ト リガ ・ モードでは、 波形発生器は掃引またはバース ト を （掃引

時間またはバース ト周期の指定に応じて） 連続的に出力します。 これは、 フロン ト ・

パネルと リモート ・ インタフェースの両方のデフォルトの ト リガ ・ ソースです。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、Trg Srcを押して、 Immedを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

TRIGger:SOURce IMMediate

手動 ト リガ 　手動 ト リガ ・ モード （フロン ト ・ パネルのみ） では、 フロン ト ・ パネ

ルの キーを押すこ とで、 波形発生器を手動で ト リガできます。 キーを押すた

びに、波形発生器は1回の掃引を開始するか、 1回のバース ト を出力します。 ト リガ ・
メ ニューにいる間は キーが点灯し、 波形発生器は手動 ト リガを待っていま

す。 ト リガ ・ メニューにいないと きに波形発生器が手動 ト リガを待っている場合は、

キーが点滅します。 測定器がリモート動作のと きには、 キーは使用で

きません。
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外部 ト リガ 　外部 ト リガ ・ モードでは、 波形発生器は、 リ ア ・ パネルのTrig Inコネ

ク タに印加されるハード ウェア ・ ト リガを使用します。 波形発生器は、 Ext Trigで

指定されたエッジのTTLパルスを受信するたびに、 1回の掃引を開始するか、 1回の
バース ト を出力します。

次のページの 「 ト リガ入力信号」 も参照して ください。

• フロン ト ・パネル操作：外部 ト リガ ・ モードは手動 ト リガ ・ モードに似ています

が、 Ext Trigコネク タに ト リガを印加する点が異なり ます。外部ソースを選択す

るには、 を押し、 Trg SrcとExtを押します。

波形発生器が立ち上がりエッジと立ち下がりエッジのどちらで ト リガするかを

指定するには、Trigger Setupソフ ト キーを押し、Slopeを押して必要なエッジ方
向を選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

TRIGger:SOURce EXTernal

波形発生器が立ち上がりエッジと立ち下がりエッジのどちらで ト リガするかを

指定するには、 以下のコマンドを使用します。

TRIGger:SLOPe {POSitive|NEGative}
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ソフ ト ウェア （バス） ト リガ 　バス ・ ト リガ ・ モードは、 リ モー ト ・ インタフェー

スからのみ使用できます。 このモードは、 フロン ト ・パネルからの手動 ト リガ ・モー

ドに似ていますが、 バス ・ ト リガ ・ コマン ドを送信するこ とによって波形発生器を

ト リガします。 波形発生器は、 バス ・ ト リガ ・ コマンドを受信するたびに、 1回の掃
引を開始するか、 1回のバース ト を出力します。 バス ・ ト リガ ・ コマンドを受信する
と、 キーが点滅します。

• バス ・ ト リガ ・ ソースを選択するには、 以下のコマンドを送信します。

TRIGger:SOURce BUS

• バス ・ ソースが選択されている と きに波形発生器を リモート ・ インタフェース

（GPIB、 USB、 LAN） から ト リガするには、 TRIGまたは*TRG （ ト リガ） コマン
ドを送信します。 波形発生器がバス ・ ト リガを待っている と きには、 フロン ト ・

パネルの キーが点灯します。

タイマ ・ ト リガ 　 タイマ・ ト リガ・モードは、一定の時間間隔で ト リガを発生します。

• バス ・ ト リガ ・ ソースを選択するには、 以下のコマンドを送信します。

TRIGger:SOURce TIM
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ト リガ入力信号

このリ ア ・ パネル ・ コネクタは、 以下のモードで使用されます。

• ト リガ掃引モード ：外部ソースを選択するには、 Trigger Setupソフ ト キーを押
してからSource Extソフ ト キーを選択するか、 リモート ・ インタフェースから
TRIG:SOUR EXTコマンドを実行します （掃引がオンになっている必要があ り
ます）。 Ext Trigコネクタで立ち上がり または立ち下がりエッジ （指定された方）

のTTLパルスを受信する と、 波形発生器は1回の掃引を出力します。

• 外部変調FSKモード ： 外部変調モード をオンにするには、 フロント ・ パネルの

Sourceソフ ト キーを押すか、 リモート ・ インタフェースからFSK:SOUR EXT
コマンドを実行します （FSKがオンになっている必要があ り ます） 。 ロジッ ク ・
ロー ・ レベルが存在する場合は、 搬送波周波数が出力されます。 ロジッ ク ・ハ

イ ・ レベルが存在する場合は、 ホップ周波数が出力されます。最大外部FSKレー
トは100 kHzです。

• ト リガ ・バース ト ・ モード ：外部ソースを選択するには、 Trigger Setupソフ ト
キーを押してからSource Extソフ ト キーを選択するか、 リモート ・ インタフェー
スからTRIG:SOUR EXTコマンドを実行します （バース トがオンになっている
必要があ り ます）。 波形発生器は、 指定された ト リガ ・ ソースから ト リガを受信

するたびに、指定されたサイ クル数 （バース ト ・カウン ト ） の波形を出力します。

• 外部ゲーティ ッ ド ・バース ト ・ モード ：ゲーテ ィ ッ ド ・ モードをオンにするに

は、 バース ト がオンのと きに、 Gatedソフ ト キーを押すか、 リ モー ト ・ インタ
フェースからBURS:MODE GATを実行します。 外部ゲート信号が真の場合に、
波形発生器は連続波形を出力します。外部ゲート信号が偽になる と、現在の波形

サイ クルが終了され、波形発生器はスタート ・バース ト位相に対応する電圧レベ

ルを維持しながら停止します。 ノ イズの場合、ゲート信号が偽になる と出力はた

だちに停止します。

ト リガ入力／出力

FSK/バースト
入力

示された立ち上がりエッジ
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ト リガ出力信号

「 ト リガ出力」 信号は、 リ ア ・ パネルのTrig Outコネク タに供給されます （掃引と

バース トのみで使用されます）。 これをオンにする と、掃引の開始時に、 立ち上がり

エッジ （デフォルト ） または立ち下がりエッジのTTL互換方形波が、 リ ア ・パネルの
Trig Outコネクタから出力されます。

• 内部 （即時） ト リガ ・ ソースまたはタイマを選択した場合は、波形発生器は、掃

引またはバース トの開始時に、 50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波をTrig Out

コネクタから出力します。波形の周期は、指定された掃引時間またはバース ト周

期に等し くな り ます。

• 外部 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器はト リガ出力信号を自動的に

オフにします。Trig Outコネクタは2つの動作に同時には使用できません（外部 ト
リ ガ波形は、掃引またはバースト をト リ ガするために同じコネクタを使用します）。

• バス （ソフ ト ウェア） または手動 ト リガ ・ ソースを選択した場合は、波形発生器

は、 各掃引またはバース トの開始時に、 パルス （パルス幅＞1 μs） をTrig Outコ

ネクタから出力します。

• フロン ト ・パネル操作：掃引またはバース ト をオンにした後、 Trig Out Setupを
押します。 次に、 Trig Outを押して必要なエッジを選択します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

OUTPut:TRIGger:SLOPe {POSitive|NEGative}
OUTPut:TRIGger {OFF|ON}

ト リガ入力／出力

FSK/バースト
出力

示された立ち上がりエッジ
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デュアル ・ チャネル動作 （33522Aのみ）

このセクシ ョ ンでは、33522Aのデュアル・チャネル動作に関する情報を記載します。
デュアル ・ チャネル設定メニューに入るには、 または を押し、 More、
Dual Channelを選択します。

周波数連動

周波数連動は、 2つのチャネルの周波数またはサンプリ ング ・ レート を連動させる機
能です。チャネル周波数を一定の比またはオフセッ トで リ ンクするこ とができます。

Freq Cplソフ ト キーを押して周波数連動をオン／オフし、 Freq Cpl Settingsを押し
て周波数連動を設定します。
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Freq Cpl Settingsソフ ト キーを押すと、 次に示すメニューが開きます。 最初のソフ
ト キーでは、周波数を比とオフセッ トのどちらで連動させるかを指定します。 2番目
のソフ ト キーでは、 比またはオフセッ トの値を指定します。

振幅連動

振幅連動は、 Ampl Cplソフ ト キーを押すこ とでオンになり、 チャネル間の振幅とオ
フセッ ト電圧を連動させる機能です。 この場合、 1つのチャネルの振幅またはオフ
セッ ト を変更する と、 両方のチャネルに影響します。

ト ラ ッキング

ト ラ ッキングは、 Trackingソフ ト キーによって設定され、 オフ、 オン、反転の3つの
モードがあ り ます。ト ラ ッキングがオフの場合、2つのチャネルは独立に動作します。
ト ラ ッキングがオンの場合、 2つのチャネルは1つと して動作します。 3番目のモード
である反転では、チャネルの出力が互いに反転した状態になり、 2つの出力を使用し
て差動チャネルを構成できます。
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結合

結合機能では、 2つの出力を1つのコネク タに結合できます。 Channel 1 メニューで
CH2を選択する と、 2つのチャネルがチャネル1に結合されます。Channel 2メニュー
でCH1を選択する と、 2つのチャネルがチャネル2に結合されます。

下の図で、上の波形はチャネル1の100 mVpp、 1 kHzの正弦波であ り、中央の波形は
チャネル2の100 mVpp、 14 kHzの正弦波です。下のト レースは、チャネル1から得ら
れた同期信号です。

この図は、 2つの出力がチャネル1に結合された様子を示します。
172  

 



第3章　特長と機能
デュアル ・ チャネル動作 （33522Aのみ）

3

結合する信号は同じ種類でなくてもかまいません。例えば、次の図は、 チャネル2の
同じ14 kHz信号を、 チャネル1の100 mVppの方形波と結合した結果です。

信号を結合した場合、DCオフセッ ト値は加算されません。受け側のチャネルのDCオ
フセッ トだけが結合出力に適用されます。 下の図は、 チャネル1に50 mVのDCオフ
セッ ト を指定した結果です。 チャネル2に指定された50 mVのオフセッ トは無視され
ています。
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ロジッ ク信号の振幅は、 他の信号と同じ方法で加算されます。 論理ORでは結合され
ません。 例えば、 次のよ うな信号があったと します。

これらを結合する と、 次に示すよ うに振幅が加算されます。 結合された信号には、

150 mV、 50 mV、－50 mVの3つの電圧レベルがあ り ます。 これは、次の結合の結果
です。

CH1の＋50 mV信号＋50 mV DCオフセッ ト＋CH2の＋50 mV信号＝＋150 mV
CH1の－50 mV信号＋50 mV DCオフセッ ト＋CH2の＋50 mV信号＝＋50 mV
CH1の－50 mV信号＋50 mV DCオフセッ ト＋CH2の－50 mV信号＝－50 mV
CH1の＋50 mV信号＋50 mV DCオフセッ ト＋CH2の－50 mV信号＝＋50 mV
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結合機能をバース ト と組み合わせるこ と もできます。例えば、下の図の場合、チャネ

ル1に1 kHzの正弦波、チャネル2に14 kHz正弦波の3サイ クルのバース トがあ り ます。

これらの信号をチャネル1に結合する と、 結果は次に示すよ うに2つの信号の単純な
振幅加算になり ます。
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次に示すよ うに、 チャネル2に信号を結合するこ と もできます。
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システム関連の操作

このセクシ ョ ンでは、 機器ステートの記録、 電源オフ時設定のリ コール、 エラー条

件、 セルフテス ト、 フロン ト ・ パネル ・ディ スプレイの制御などに関する情報を記

載します。 この情報は、 波形の発生には直接関連しませんが、 波形発生器の操作の

重要な一部です。

機器ステートの記録

Agilent 33500シ リーズで機器ステート を記録して読み取る方法は2つあり ます。 1つ
は名前付きのステート ・ ファ イルを使用する方法で、 フロン ト ・ パネルまたはSCPI
コマン ドMMEMory:STORe:STATeおよびMMEMory:LOAD:STATeを使用し ま
す。 も う 1つは、 *SAVを使用してメモ リ 1～4にステート を保存し、 *RCLを使用し
てこれらのメモ リからステート を読み取る方法です。

• *SAVと*RCLを使用した場合は、特殊な記録位置“0”を使用して、5つめの機器ス
テート を記録できます （この位置はフロン ト ・ パネルからは使用できません） 。

ただし、 電源を入れ直すと位置“0”は自動的に上書きされるこ とに注意して くだ
さい （それまで記録されていた機器ステートは上書きされます）。

• どちらの方法を使用する場合でも、 ステート記録機能は、選択された機能 （任意

波形を含む） 、 周波数、 振幅、 DCオフセッ ト、 デューティ ・ サイ クル、 対称性、
および使用中の変調パラ メータを記憶します。

• 電源をオフにする と、特殊な記録位置“0”にステートが自動的に記録されます。電
源投入時にファンクシ ョ ン・ジェネレータが電源オフ時のステート を自動的にリ

コールするよ うに設定できます。 ただし、 工場出荷時には、 フ ァンクシ ョ ン ・

ジェネレータは電源投入時に工場設定ステート を自動的に リ コールするよ うに

設定されています。
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• 機器ステート を記録した後で任意波形を不揮発性メモ リから削除した場合は、波

形データは失われ、 ファンクシ ョ ン ・ジェネレータはステート を リ コールしても

波形を出力しません。削除された波形の代わりに、内蔵の 「指数増加」 波形が出

力されます。

• 測定器リセッ ト を実行しても、 メモ リに記録された設定には影響しません。記録

したステートは、 上書きするか明示的に削除するまで保持されます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Store/Recallソフ ト キーを押します。次
に、 いくつかの操作を実行できます。

ステート を保存するには、 Store Stateを押し、 ノブと矢印で必要な名前を入力
し、 Store Stateを押します。 ステート ・ ファ イルは自動的に拡張子.sta付きで作
成されます。

前に保存したステート ・ファ イルを リ コールするには、Recall Stateを押します。
ノブと矢印で必要なファ イルを選択します（右矢印を押すとフォルダが展開され

ます）。 その後、 Selectを押します。

記録されているステート を削除するには、 Delete Stateソフ ト キーを選択し、 ブ
ラウザで.staファ イルを選択し、 Selectを押します。

波形発生器が電源投入時に工場設定ステート を リ コールするよ うに設定するに

は、 を押し、Store/Recallソフ ト キーを選択します。次に、Power Onソフ
ト キーを切り替えてFactoryを選択します。 波形発生器が電源投入時に電源オフ
時のステート を リ コールするよ うに設定するには、 Power Onソフ ト キーを切り
替えてLastを選択します。 これによ り、前記のステート “0”がリ コールされます。

リモート ・ インタフェース操作：電源投入時に波形発生器が電源オフ時のステー

ト を自動的にリ コールするよ うに設定するには、 以下のコマンドを送信します。

MEMory:STATe:RECall:AUTO ON
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エラー条件

波形発生器のエラー待ち行列には、 最大20個のコマン ド構文エラーまたはハード
ウェア ・ エラーを記録できます。 エラーの一覧については、 『Agilent 33500 Series
Programmer’s Reference Help』 を参照してください。

• エラーは、FIFO順で読み取られます。返される最初のエラーは、最初に記録され
たエラーです。エラーは、読み取る と ク リ アされます。波形発生器は、エラーが発

生するたびにビープ音を1回鳴ら します（ビープ音をオフにしている場合を除く ）。

• 20個を超えるエラーが発生した場合は、待ち行列に記録された最後のエラー （最
新のエラー） が“Queue overflow”に置き換わり ます。待ち行列からエラーを削除
するまで、その後のエラーは記録されません。エラー待ち行列を読み取ったと き

にエラーが発生していなかった場合は、 波形発生器は“No errors in queue”で応
答します。

• エラー待ち行列は、 *CLS （ステータス ・ ク リ ア） コマンドを送信するか、 電源
を入れ直すこ とによってク リ アされます。 また、エラー待ち行列を読み取った場

合もエラーはク リ アされます。 エラー待ち行列は、 測定器リセッ ト （*RSTコマ
ンド） によってはク リ アされません。

• フロン ト ・パネル操作： とHelpを押し、 「 リモート ・ コマンド ・ エラー待
ち行列を表示します」 とい う項目 （項目番号2） を選択します。 その後、 Select
ソフ ト キーを押して、 エラー待ち行列内のエラーを表示します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:ERRor? エラー待ち行列から1つのエラーを読み取って
ク リ アします。

エラーのフォーマッ トは以下のとおりです （エラー文字列は最大255文字）。

-113,"未定義のヘッダ"
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ビープ音の制御

波形発生器は通常、 フロン ト ・ パネルまたはリモート ・ インタフェースからエラー

が発生したと きに、音を鳴らします。フロン ト ・パネルのビープ音はオフにできます。

• ビープ音の状態は不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リモート ・

インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。出荷時にはビープ音はオン

になっています。

• ビープ音をオフにしても、 フロン ト ・パネルのキーを押すかノブを回したと きの

キー ・ ク リ ッ ク音はオフになり ません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、System Setup、User Settings、Beeper
を押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:BEEPer ビープ音をただちに1回
鳴らします

SYSTem:BEEPer:STATe {OFF|ON}  ビープ音をオン／オフします

デ ィスプレイ ・ スクリーン ・ セーバ

通常、 8時間操作がない状態が続く と、 フロン ト ・ パネル ・ディ スプレイのバッ ク ラ
イ トがオフにな り、 画面はブランクにな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンによっては、 ス

ク リーン ・ セーバ機能をオフにできます。 この機能は、 フロン ト ・ パネルからのみ

使用できます。

• ス ク リーン ・ セーバの設定は不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、

リモート ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。出荷時にはスク

リーン ・ セーバー ・ モードはオンになっています。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、System Setup、User Settings、Display
Options、 Scrn Svrを押します。
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デ ィスプレイ輝度

フロン ト ・パネル ・ディ スプレイを見やすくするために、輝度設定を調整できます。

この機能は、 フロン ト ・ パネルからのみ使用できます。

• ディ スプレイ輝度 ： 10 ％～100 ％ （デフォルト ）。

• コン ト ラス ト設定は不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リ モー

ト ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、System Setup、User Settings、Display
Options、 Brightnessを押します。

日付と時刻

測定器の日付と時刻を設定できます。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、 System Setup、Date/Timeを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:DATE <yyyy>, <mm>, <dd>
SYSTem:TIME <hh>, <mm>, <ss>
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ファイルの管理

コピー、 名前変更、 削除、 新規フォルダの作成などのファ イル管理作業を実行でき

ます。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、System Setup、Manage Filesを押します。

• ファ イルやフォルダのコピー、名前変更、削除を実行できます。 フォルダを削除

する と、 フォルダ内のすべてのファ イルも削除されます。 したがって、 フォルダ

内のすべてのファ イルを削除していいかど うかを確認して ください。

• 最も重要なソフ ト キーはActionソフ ト キーであ り、実行する操作を指定するため
に使用します。実行する操作を選択したら、Browseを押して、管理するファ イル
を選択します。作業を実行する準備ができたら、Performソフ ト キーを押します。

• リモート ・インタフェース操作：（『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference
Help』 でMEMoryおよびMMEMoryサブシステムを参照）
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セルフテスト

• 波形発生器の電源をオンにする と、電源投入時セルフ ・テス トが自動的に実行さ

れます。この限定されたテス トは、波形発生器が動作しているこ とを確認します。

• 完全セルフテス トでは、一連のテス トが実行され、約15秒の実行時間が必要です。
すべてのテス トがパスした場合は、波形発生器が動作しているこ とを高い信頼度

で確認できます。

• 完全セルフテス トが成功する と、フロン ト ・パネルに“Self-Test Passed”と表示さ
れます。セルフ ・テス トでフェールが発生する と、 “Self-Test Failed”と表示され、
エラー番号が表示されます。 また、 1つまたは複数のエラーがシステム ・ エラー
待ち行列に記録されます。 『Agilent 33500 Series Service Guide』 に記載された
手順で、 サービスのために測定器をAgilentに返送して ください。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Instr Setup、 Self Testを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

*TST?

セルフテス トがパスした場合は“0”が、 フェールが発生した場合は“1”が返されま
す。セルフテス トでフェールが発生した場合は、テス トが失敗した原因に関する

追加情報を示す1つまたは複数のエラー ・ メ ッセージも出力されます。
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デ ィスプレイ制御

セキュ リ テ ィ上の理由で、 または波形発生器がリモート ・ インタフェースからのコ

マンドを実行する速度を高めるために、 フロン ト ・ パネル ・ディ スプレイをオフに

するこ とができます。 リモート ・ インタフェースからは、 フロン ト ・ パネルにメ ッ

セージを表示するこ と もできます。

• フロン ト ・ パネル ・ディ スプレイをオフにする と、 表示はブランクにな り ます

（ただし、ディ スプレイのバッ ク ライ トはオンのままです）。どれかのキーを押す

と、 画面が再びオンになり ます。

• リモート ・ インタフェースからフロン ト ・パネル・ディ スプレイにメ ッセージを

送る と、ディ スプレイの状態はオーバライ ド されます。すなわち、ディ スプレイ

が現在オフになっていても、 メ ッセージを表示できます。

• 電源を入れ直すか、 測定器リセッ ト （*RSTコマンド） を送信するか、 ローカル
（フロン ト ・ パネル） 操作に戻した場合は、 ディ スプレイは自動的にオンになり

ます。 ローカル ・ ステートに戻すには、 キーを押すか、 リモート ・ インタ

フェースから IEEE-488のGTL （Go To Local） コマンドを実行します。

• *SAVコマンドで機器ステート を記録する と、 ディ スプレイの状態が保存されま
す。 *RCLコマンドで機器ステート を リ コールする と、 フロン ト ・ パネル ・ディ
スプレイは前の状態に戻り ます。

• リモート ・ インタフェースからコマンドを送信するこ とによ り、 フロン ト ・パネ

ルにテキス ト ・ メ ッセージを表示できます。使用できる文字は、大文字と小文字

の英字 （A～Z）、 数字 （0～9）、 および標準のコンピュータ ・ キーボード上にあ
る任意の文字です。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、System Setup、User Settings、Display
Options、 Display Offを押します。
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• リモート ・ インタフェース操作 ：以下のコマンドは、 フロン ト ・パネル ・ディ ス

プレイをオフにします。

DISP OFF

以下のコマンドは、 フロン ト ・パネルにメ ッセージを表示し、ディ スプレイがオ

フになっている場合はオンにします。

DISP:TEXT 'Test in Progress...'

フロン ト ・パネルに表示されている メ ッセージを （ディ スプレイの状態を変更せ

ずに） ク リ アするには、 以下のコマンドを送信します。

DISP:TEXT CLEAR

数値フォーマッ ト

波形発生器の画面に表示される数値では、 小数点と桁区切り文字にピ リ オド または

カンマが使用できます。 この機能は、 フロン ト ・ パネルからのみ使用できます。

• 数値フォーマッ トは不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リ モー

ト ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。出荷時には、小数点に

はピ リオド、 桁区切り文字にはカンマが使用されます （例、 1.000,000,00 kHz）。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 System Setup、 User Settingsを押し、
Number Formatを選択します。
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ファームウェア ・ リビジ ョンの問合せ

現在インス トールされているファームウェアのリ ビジ ョ ンを波形発生器に問い合わ

せるこ とができます。 リ ビジ ョ ンコードには5個の数値が含まれ、 “A.aa-B.bb-C.cc-
DD-EE”とい う形式を取り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Help、 Aboutを押します。

• リモート ・ インタフェース操作：波形発生器のファームウェア ・ リ ビジ ョ ン番号

を読み取るには、 以下のコマンドを使用します。

*IDN?

このコマンドは、 次の形式の文字列を返します。

Agilent Technologies,[モデル番号],[10文字のシリアル番号],
A.aa-B.bb-C.cc-DD-EE 

SCPI言語バージ ョンの問合せ

波形発生器は、 SCPI （Standard Commands for Programmable Instruments） の現

行バージ ョ ンのルールと規約に準拠しています。 測定器が準拠しているSCPIのバー
ジ ョ ンは、 リモート ・ インタフェースから問合せを送信するこ とによ り知る こ とが

できます。

フロン ト ・ パネルからSCPIバージ ョ ンを問い合わせるこ とはできません。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:VERSion?

“YYYY.V”とい う フォーマッ トの文字列を返します。 こ こで、 “YYYY”はバージ ョ
ンの年、 “V”はその年のバージ ョ ン番号を表します （例、 1999.0）。

A.aa ＝ファームウェア ・ リ ビジ ョ ン

B.bb ＝フロン ト ・ パネルのファームウェア ・ リ ビジ ョ ン

C.cc ＝電源コン ト ローラのファームウェア ・ リ ビジ ョ ン

DD ＝FPGA リ ビジ ョ ン

EE ＝PCBA リ ビジ ョ ン
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ライセンスのインストール （オプシ ョン002）

• 波形発生器には、 波形メモ リ を拡張するオプシ ョ ン機能 （オプシ ョ ン002） があ
り ます。 このオプシ ョ ンのライセンスをインス トールするには、以下の手順を実

行します。

1 ライセンス ・ ファイルをUSBド ライブにインストールし、 USBド ライブを測定器のフ

ロン ト ・ パネルに挿入します。

2 を押し、 System Setup、 Install Licenseを押します。

3 ノブと矢印を使って、 Externalの下のファイルを選択し、 Enterを押します。
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リモート ・ インタフ ェースの設定

このセクシ ョ ンでは、 波形発生器でリモート ・ インタフェース通信を設定する方法

を説明します。フロン ト ・パネルからの測定器の設定方法の詳細については、65ペー
ジからの 「 リ モート ・ インタフェースを設定するには」 を参照して ください。 波形

発生器を リモート ・ インタフェース経由でプログラムするために使用できるSCPIコ
マンドの詳細については、 『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』 を
参照して ください。

Agilent 33500シ リーズは、 リモート ・ インタフェース通信をサポート します。 イン
タフェース と しては、 GPIB （オプシ ョ ン）、 USB、 LANの3種類が選択できます。 電
源投入時には3種類のインタフェースすべてが使用可能な状態です。 このセクシ ョ ン
では、 波形発生器で設定が必要な可能性があるいくつかのインタフェース設定パラ

メータについて説明します。

• GPIBインタフェース。 波形発生器のGPIBアドレスを設定し、 GPIBケーブルで
PCに接続します。

• USBインタフェース。波形発生器での設定はあ り ません。単に波形発生器をUSB
ケーブルでPCに接続します。

• LANインタフェース。 デフォルトでは、 DHCPがオンになっていて、 これによっ
てLANインタフェース経由のネッ ト ワーク通信が可能な場合があ り ます。この後
のLAN設定のセクシ ョ ンに記載されたいくつかのパラ メータの設定が必要な場
合もあ り ます。

コネクテ ィビテ ィ ・ ソフ トウェアと製品CD

Agilent 33500シ リーズには、 以下の2枚のCDが付属しています。

• Agilent Automation-Ready CD ： このCDには、 Agilent IO Libraries Suiteソフ

ト ウェアが収録されています。 これは、 リモート ・ インタフェース操作を有効に

するためにインス トールする必要があ り ます。CDは自動的に起動し、ソフ ト ウェ
アのインス トールに関する情報を表示します。詳細な背景情報については、 この

CD-ROMに収録されている 『Agilent Technologies USB/LAN/GPIB Connectivity
Guide』 を参照して ください。

• Agilent 33500 Series Product-Reference CD ： このCDには、 33500シ リーズ用
測定器ド ライバ、 Agilent 33500シ リーズ製品マニュアル一式、 プログラ ミ ング ・
サンプルが収録されています。 CDは自動的に起動し、 説明が記載された初期画
面を表示します。
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GPIB設定

GPIB （IEEE-488） インタフェース上の各デバイスには、 固有のアド レスが必要で
す。波形発生器のアドレスは、 0～30の任意の値に設定できます。出荷時にはアドレ
スは“10”に設定されています。 GPIBアドレスは電源投入時に表示されます。

• アドレスは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リモート ・ インタ

フェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• コンピュータのGPIBインタフェース ・ カードにも、固有のアドレスがあ り ます。
コンピュータのアドレスは、 インタフェース ・バス上の測定器で使用しないよ う

にして ください。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、 I/O Config ソフ ト キーとGPIB Settings
を選択します。 このメニューから、 GPIBアドレスの設定やGPIBのオン／オフを
実行できます。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:COMMunicate:GPIB:ADDRess <アドレス>
SYSTem:COMMunicate:GPIB:ADDRess?　
SYSTem:COMMunicate:ENABle <ステート>,GPIB
SYSTem:COMMunicate:ENABle?GPIB　

LAN設定

以下の各セクシ ョ ンでは、 33500シ リーズのフロン ト ・パネルのUtilityメニューから
設定できる主要なLAN設定機能について説明します。 該当する場合はSCPIコマンド
が記載されています。 また、 一部のLAN設定機能は、 SCPIコマンドのみで実行でき
ます。 LAN設定コマン ドの一覧については、 『Agilent 33500 Series Programmer’s
Reference Help』 を参照して ください。

注記 ：一部のLAN設定は、 有効にするために測定器の電源を入れ直す必要があ り ま

す。 この場合は、 測定器は画面に一時的にメ ッセージを表示するので、 LAN設定を

変更する際には画面を注意して見ていてください。

LANのリセッ ト 　LANのリセッ ト機能を使えば、 いつでもWebインタフェースのパ
スワードをク リ アし、 DHCPをオンにし、 LANを リ スタートできます。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Config ソフ ト キーを押します。次に、
LAN Resetを押します。LANがリセッ ト される間、 “Performing LAN Reset”とい
う メ ッセージが表示されます。

• LANを リセッ トするSCPIコマンドはあ り ません。
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DHCPオン／オフ （LAN）　DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol） は、ネッ
ト ワーク上のデバイスにダイナ ミ ッ ク IPアドレスを自動的に割り当てるためのプロ
ト コルです。 LANインタフェースを通じた リ モー ト通信のためにAgilent 33500シ
リーズを設定するには、 DHCPを使用するのが通常は最も簡単です。

• を押し、 I/O Configソフ ト キーを押します。次に、LAN Settings、Modify
Settingsを押します。 最後に、 最初のソフ ト キーをDHCPに切り替えて、 DHCP
を使って自動的にIPアドレスを割り当てるよ うにします。

• DHCP設定は不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リモート ・ イン
タフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Config ソフ ト キーを押します。次に、
LAN Settings、Modify Settingsを押します。最後に、最初のソフ ト キーをDHCP
に切り替えて、 DHCPを使って自動的にIPアドレスを割り当てるよ うにします。

• DHCPをオン／オフするには、 以下のコマンドを使用します。

� SYSTem:COMMunicate:LAN:DHCP <状態>

注記 ： IPアドレス、 サブネッ ト ・ マス ク、 デフォルト ・ ゲート ウェイを手動で設定

するには、DHCPをオフにする必要があ り ます。その後、以下の各セクシ ョ ンで説明

するよ うに、 IP設定を変更します。
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IPアドレス （LAN）　 33500シ リーズのスタティ ッ ク IPアドレスは、 ド ッ ト記法で表
した4バイ トの整数で入力します （“nnn.nnn.nnn.nnn”、 こ こで“nnn”はいずれも0～
255のバイ ト値）。各バイ トは10進数で、先頭に0を付けずに表します （例、 169.254.
2.20）。

• DHCPをオンにする と、DHCPが測定器にIPアドレスを割り当てよ う と します。そ
れが失敗した場合は、 AutoIPが測定器にIPアドレスを割り当てよ う と します。

• 波形発生器で使用できる有効なIPアドレスについては、ネッ ト ワーク管理者に問
い合わせてください。

• IPアドレスは、 テンキーまたはノブを使って入力します。

• IPアドレスは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リモート ・ イン
タフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Configソフ ト キーを押します。次に、
LAN Settings、Modify Settingsを押します。最後に、最初のソフ ト キーをManual
に切り替え、 IP Addressを押して新しいIPアドレスを入力します。

• 必要なアドレスを入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:COMMunicate:LAN:IPADdress <アドレス>
SYSTem:COMMunicate:LAN:IPADdress?

ド ッ ト記法について ： ド ッ ト記法のアドレス （“nnn.nnn.nnn.nnn”、 ここで“nnn"はバ

イ ト値） の表記には注意が必要です。 PC上のほとんどのWebソフ トウェアは、 先頭

に0が付いたバイ ト値を8進数と して解釈するからです。例えば、"192.168.020.011"は、

10進の"192.168.16.9"と見なされ、 "192.168.20.11"にはなりません。 ".020"は"16"の8進

表記と解釈され、 ".011"は"9"と解釈されるからです。混乱を避けるために、先頭に0
を付けずに、 バイ ト値の10進表現 （0～255） だけを使用して ください。

例えば、 33500シリーズは、 ド ッ ト記法のアドレスがすべて10進のバイ ト値で表され

ている と仮定し、 バイ ト値の先頭の0を無視します。 したがって、 IPア ド レスを

"192.168.020.011"に設定しよう と した場合は、 "192.168.20.11" （純粋な10進表現） と見

なされます。 PCのWebソフ トウェアで測定器のアドレスを指定する際には、 正確に

これと同じ "192.168.20.11"という表現を入力する必要があります。 "192.168.020.011"
と入力すると、 先頭の0のためにPCはこれを別のアドレスと解釈します。
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サブネッ ト ・ マスク （LAN）　サブネッ トは、ネッ ト ワーク管理者がネッ ト ワークを

いくつかの小さいネッ ト ワークに分割して、 管理を単純化し、 ネッ ト ワーク ・ ト ラ

フ ィ ッ クを最小化するために用いられます。 サブネッ ト ・ マス クは、 ホス ト ・ アド

レスの う ちサブネッ ト を表すために用いられる部分を示します。

• サブネッ トが使用されているかど うか、および正しいサブネッ ト ・マスクについ

ては、 ネッ ト ワーク管理者に問い合わせてください。

• サブネッ ト ・ マスクは、 テンキーまたはノブを使って入力します。

• サブネッ ト ・ マスクは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リモー

ト ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• を押し、 I/O Configソフ ト キーを押します。次に、LAN Settings、Modify
Settingsを押します。 最後に、 最初のソフ ト キーをManualに切り替え、 Subnet
Maskを押して新しいサブネッ ト ・ マスクを入力します。 適切なマスクを入力し
ます （例 ： 255.255.0.0).

• リモート ・ インタフェース操作 ：

� SYSTem:COMMunicate:LAN:SMASk �<マスク>�

デフォルト ・ ゲート ウェイ （LAN）　ゲート ウェイ とは、複数のネッ ト ワークの間を

接続するネッ ト ワーク ・ デバイスです。 デフォルト ・ ゲート ウェイ設定は、 このよ

うなデバイスのIPアドレスです。

• DHCPまたはAutoIPを使用する場合は、ゲート ウェイ ・ アドレスを設定する必要
はあ り ません。

• ゲート ウェイが使用されているかど うか、 およびアド レスについては、 ネッ ト

ワーク管理者に問い合わせてください。

• ゲート ウェイ ・ アドレスは、 テンキーまたはノブを使って入力します。

• ゲート ウェイ ・ アドレスは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リ

モート ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Configソフ ト キーを押します。次に、
LAN Settings、Modify Settingsを押します。最後に、最初のソフ ト キーをManual
に切り替え、More、Gatewayを押して新しいゲート ウェイを入力します。次に、
適切なゲート ウェイ ・ アドレスを設定します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

SYSTem:COMMunicate:LAN:GATeway "<アドレス>"
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ホス ト名 （LAN）　ホス ト名は、 ド メ イン名のホス ト部分であ り、 IPアドレスに変換
されます。

• 測定器には出荷時に固有のホス ト名が割り当てられていますが、ホス ト名は変更

できます。 ただし、 名前はLAN上で一意である必要があ り ます。

• ホス ト名は、 ノブとカーソルキーを使って入力します。 名前に使用できるのは、

大文字または小文字の英字、 数字、 またはダッシュ （“-”） です。

• ノブを使って、 各文字を選択します。

• カーソル ・ キーを使って、 次の文字に移動します。

• 数字を入力するにはテンキーが使用できます。 ただし、 ホス ト名の先頭に数

字を使用するこ とはできません。

• ホス ト名は不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リモート ・ インタ

フェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Configソフ ト キーを押します。次に、
LAN Settings、 Modify Settingsを押します。最後に、 Host Nameを押して、新
しいホス ト名を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

� SYSTem:COMMunicate:LAN:HOSTname "<名前>"
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ド メ イン名 （LAN）　 ド メ イン名は、 インターネッ ト上で登録された名前であ り、 IP
アドレスに変換されます。

• フロン ト ・パネル操作： フロン ト ・パネルから ド メ イン名を設定する方法はあ り

ません。

• ド メ イン名を設定するSCPIコマンドはあ り ません。

DNSサーバ （LAN）　DNS （Domain Name Service） は、 ド メ イン名をIPアドレスに
変換するインターネッ ト ・ サービスです。 DNSサーバ ・ ア ド レスは、 このサービス
を提供するサーバのIPアドレスです。

• 通常は、 DHCPがDNSアドレス情報を取得するので、 これを変更する必要がある
のは、 DHCPが動作していないか、 使用されていない場合だけです。

• DNSが使用されているかど うか、 および正しい DNSサーバ ・ アド レスについて
は、 ネッ ト ワーク管理者に問い合わせてください。

• アドレスは、 テンキーまたはノブを使って入力します。

• DNS サーバ ・ アド レスは不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リ
モート ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、I/O Configソフ ト キーを押します。次に、
LAN Settings、Modify Settingsを押します。最後に、最初のソフ ト キーをManual
に切り替え、 MoreとPrimary DNSまたはSecond DNSを押して、 DNSアドレス
を入力します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

� SYSTem:COMMunicate:LAN:DNS[1|2] "<アドレス>"
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現在の設定 （LAN）　Currently Active Settings表示を選択する と、 MACアドレスお
よび現在のLAN設定を確認できます。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、 I/O Config、 LAN Settingsを押します。

• 設定画面を表示するSCPIコマンドはあ り ません。

注記 ： この表示は、 現在アクティブな設定だけを反映します。 また、 この表示はス

タティ ッ クです。 情報を表示した後で発生したイベン トに関する情報は更新されま

せん。 例えば、 表示が開いている間にDHCPによってIPアド レスが割 り当てられて

も、 新しいIPアドレスは表示されません。

測定器がリモート ・ モードになる と、 LAN変更はすべてキャンセルされ、 表示は別

の画面に移行します。 LAN リ スタートが起きた場合は、 LAN Settingsページを再選

択する と、 新しい設定が表示されます。

その他のSCPI設定コマンド （LAN）　 こ こで説明しなかったLAN設定コマンドにつ
いては、『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』を参照してください。
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Agilent 33500シリーズのWebインタフェース

Agilent 33500シ リーズには、 Webインタフェースが内蔵されています。 このインタ
フェースをLAN経由で使用するこ とで、 測定器のI/O設定の表示と変更が可能です。
また、 リモート ・ フロン ト ・ パネル ・ インタフェースが用意されており、 測定器を

ネッ ト ワーク経由で制御できます。

Webインタフェースにアクセスして使用するには ：

1. PCにMicrosoft Internet Explorerバージ ョ ン6.0以降およびJava Virtual Machine
（JVM） がインス トールされているこ とを確認します。

2. PCから33500シ リーズへのLANインタフェース接続を確立します。

3. PCでInternet Explorerを開きます。

4. Webインタフェースを起動するには、測定器のIPアドレスまたは完全修飾ホス ト
名を、 ブラウザのアドレス ・ フ ィールドに入力します。

5. Webインタフェースのオンライン ・ヘルプに示される手順を実行します。

USB設定

USBには設定パラ メータはあ り ません。 Show USB Id機能を使って、 USB ID文字列
（メーカが設定） を読み取るこ とができます。

• フロン ト ・パネル操作： を押し、 I/O Configソフ ト キーを押します。USB
Settings、Show USB Idを選択します。USB文字列が画面に表示されます。最も
長い数字列は測定器のシ リ アル番号です。

• USB IDを表示するSCPIコマンドはあ り ません。
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外部タイムベース基準

外部タイムベース基準は、 リ ア ・パネルのコネクタ （10 MHz Inと10 MHz Out） およ
び回路によ り、複数のAgilent 33500シ リーズ波形発生器の間の同期や、外部10 MHz
ク ロ ッ ク信号との同期を可能にします。 出力波形の位相オフセッ ト を、 フロン ト ・

パネルまたはリモート ・ インタフェースから設定するこ と もできます。

2台の33500シ リーズ測定器の位相を揃えるには、デュアル・チャネル・オシロスコー
プを使って出力信号を比較する方法があ り ます。

1. 2台の33500シ リーズ測定器の10 MHz Outコネクタ と 10 MHz Inコネクタを接続
します。 よ り精度の高いタイムベースを持つ測定器を、 10 MHz基準出力のソー
ス と して使用して ください。

2. 波形発生器の出力をオシロスコープのチャネル入力に接続します。

3. 2台の波形発生器に同じ周波数を設定します。オシロスコープに表示される2つの
信号は、周波数は同期していますが、位相は同期していないはずです （位相差を

見るには方形波が便利です）。
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4. マルチチャネルの波形発生器 （33522A） を使用する場合は、 2つのチャネルの位
相を同期させる必要があ り ます。 この操作では、各チャネルの変調波形も搬送波

に同期されます。

フ ロン ト ・ パネル操作 ： または または を押し ます。 次に、

、 Phase、 Sync Internalを押します。

リモート ・ インタフェース操作 ：

[SOURce[1|2]:]PHASe:SYNChronize

5. 1台目の波形発生器の位相設定をデフォルト （0） にしておき、 2台目の波形発生
器でAdjust Phase機能を使用して位相を調整するこ とによ り、 出力信号の位相
を揃えます。 

2台の波形発生器が同期された状態で、 Set 0 Phase機能を使用して、 新しい0位
相基準点を設定できます。

• フ ロン ト ・ パネル操作 ： または または を押し ます。 次に、

、 Phaseを押し、 テンキーまたはノブで位相角を設定します。 同期した
ら、 0位相を設定します。

• リモート ・ インタフェース操作：位相オフセッ ト を設定するには、以下のコマン

ドを使用します （問合せは現在設定されているオフセッ ト を返します）。

[SOURce[1|2]:]PHASe {<角度>|MINimum|MAXimum}
[SOURce[1|2]:]PHASe?[MINimum|MAXimum]

• 以下のコマンドは、 新しい0位相基準点を設定します。

[SOURce[1|2]:]PHASe:REFerence

位相ずれ 位相同期
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アプリ ケーシ ョ ン ・ ノート 1426 ： “How to Connect Two or More Signal Generators

to Create a Multi-Channel Waveform Generator”には、 これに関する詳細情報が記

載されています。
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校正の概要

このセクシ ョ ンでは、波形発生器の校正機能について簡単に説明します。校正手順の

詳細については、『Agilent 33500 Series Service Guide』の第4章を参照して ください。

校正のセキュリテ ィ

この機能では、 セキュ リ テ ィ ・ コードを使用して、 波形発生器が誤って、 あるいは

不正に校正されるのを防ぐこ とができます。 出荷時には波形発生器は保護されてい

ます。 校正を実行するには、 正しいセキュ リ テ ィ ・ コードを入力して波形発生器の

保護を解除する必要があ り ます。

• 工場出荷時には、 波形発生器のセキュ リティ ・ コードは“AT33520A”に設定され
ています。 セキュ リ ティ ・ コードは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにし

ても、 リモート ・ インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• セキュ リティ ・ コードには、最大12文字の英数字を含めるこ とができます。最初
の文字は英字である必要があ り ますが、残りの文字は英字、数値、下線 （“_”） の
いずれでもかまいません。12文字すべてを使用する必要はあ り ませんが、最初の
文字は常に英字です。

セキュリテ ィ ・ コードを忘れた場合は、 『Agilent 33500 Series Service Guide』 を参

照して ください。
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校正保護を解除するには　波形発生器の保護の解除は、 フロン ト ・ パネルまたはリ

モート ・ インタフェースから実行できます。 工場出荷時には、 波形発生器は保護さ

れ、 セキュ リ ティ ・ コードは“AT33520A”に設定されています。

• セキュ リティ ・ コードを入力した場合は、 フロン ト ・パネルと リモート操作の両

方でそのコードを使用する必要があ り ます。例えば、 フロン ト ・パネルから波形

発生器を保護した場合は、 リモート ・ インタフェースから保護を解除するにも同

じコードを使用する必要があ り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Calibrateを選択します。 次に、 ノブと
テンキーでセキュ リティ ・ コードを入力し、 Unlock Calを選択します。

• リ モート ・ インタフェース操作 ： 波形発生器の保護を解除するには、 以下のコ

マンドで正しいセキュ リティ ・ コードを送り ます。

CAL:SECURE:STATE OFF,AT33520A

校正を保護するには　波形発生器の保護は、 フロン ト ・ パネルまたは リモート ・ イ

ンタフェースから実行できます。 工場出荷時には、 波形発生器は保護され、 セキュ

リ ティ ・ コードは“AT33520A”に設定されています。

• セキュ リティ ・ コードを入力した場合は、 フロン ト ・パネルと リモート操作の両

方でそのコードを使用する必要があ り ます。例えば、 フロン ト ・パネルから波形

発生器を保護した場合は、 リモート ・ インタフェースから保護を解除するにも同

じコードを使用する必要があ り ます。

• フロン ト ・ パネル操作 ： を押し、 Calibrateを選択します。

• リ モート ・ インタフェース操作 ： 波形発生器を保護するには、 以下のコマンド

で正しいセキュ リティ ・ コードを送り ます。

CAL:SECURE:STATE ON,NEWCALCODE
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セキュ リティ ・ コードを変更するには　セキュ リ テ ィ ・ コード を変更するには、 最

初に波形発生器の保護を解除してから、新しいコードを入力します。セキュ リ ティ ・

コードを変更する前に、 200ページに記載されているセキュ リティ ・ コードのルール
を参照して ください。

• フロン ト ・ パネル操作 ： セキュ リ テ ィ ・ コード を変更するには、 最初に古いセ

キュ リ テ ィ ・ コードを使用して波形発生器の保護を解除します。 次に、 、

Calibrate、Secure Codeを押します。フロン ト ・パネルからコードを変更する と、
リモート ・ インタフェースから使用するセキュ リティ ・ コード も変更されます。

• リモート ・ インタフェース操作：セキュ リティ ・ コードを変更するには、最初に

古いセキュ リティ ・コードを使用して波形発生器の保護を解除する必要があ り ま

す。 次に、 以下のよ うにして新しいコードを入力します。

CAL:SECURE:STATE OFF, AT33520A 古いコードで保護を解除

CAL:SECURE:CODE NEWCALCODE 新しいコードを入力

校正カウン ト

これまでに実行された校正の回数を波形発生器に問い合わせるこ とができます。 波

形発生器は出荷時に校正済みです。 波形発生器を購入したと きに、 カウン ト を読み

取って初期値を確認しておいてください。

• 校正カウン トは不揮発性メモ リに記憶され、電源をオフにしても、 リモート ・ イ

ンタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• 校正カウン トは最大40億以上 （232－1） まで増加します。 この値は、値を記録す
る校正ポイン ト ご とに増加するため、1回の完全な校正で値はかなり増加します。

• フロン ト ・ パネル操作 ： 、 Calibrateを押します。

• リモート ・ インタフェース操作 ：

CAL:COUNt?
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校正メ ッセージ

波形発生器の校正メモ リには、 1つのメ ッセージを記録できます。例えば、最新の校
正実行日、 次の校正予定日、 波形発生器のシ リ アル番号、 あるいは次の校正を依頼

するための担当者名と電話番号などの情報を記録しておく こ とができます。

• 校正メ ッセージの記録はリモート ・ インタフェースから行う必要があ り、波形発

生器の保護が解除されている必要があ り ます。 メ ッセージの読み取りは、 フロン

ト ・パネルまたはリモート ・ インタフェースから実行できます。校正メ ッセージ

の読み取りは、 波形発生器が保護されているかど うかに関わらず可能です。

• 校正メ ッセージは最大40文字です （それを超える文字は切り捨てられます）。

• 校正メ ッセージを記録する と、前にメモ リに記録されたメ ッセージは上書きされ

ます。

• 校正メ ッセージは不揮発性メモ リに記憶され、 電源をオフにしても、 リモート ・

インタフェース ・ リセッ ト を行っても変化しません。

• フロン ト ・ パネル操作 ： 、 Calibrateを押します。

• リモート ・ インタフェース操作：校正メ ッセージを保存するには、以下のコマン

ドで、 必要な文字列を引用符 （“ “） で囲んで送信します。

CAL:STR �Cal Due:01 August 2011�
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組み込み波形エデ ィ タ

33500シ リーズには、任意波形の作成と編集のための組み込み波形エディ タが備わっ
ています。 波形を作成するには、 電圧値を直接編集するか、 12種類までの異なる標
準波形の組み合わせを使用できます。

組み込み波形エディ タについては、 以下の各セクシ ョ ンで説明します。

「標準波形」 （204ページ）

「基本的な波形編集」 （208ページ）

「Advanced Edit」 （212ページ）

「Advanced Math」 （216ページ）

「ユーティ リ ティ ・ メニュー」 （223ページ）

標準波形

組み込み波形エディ タには、 以下の12種類の波形が装備されています。

正弦波 基本的な正弦波 ：

y＝sin （x）

方形波 2つの電圧レベルの間で切 り替わる基本的
な方形波

ランプ 電圧がリニアに上昇または下降する波形

ライン ライン ・ セグメン ト
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DC 単純なDC電圧

ノ イズ ランダム雑音

ガウシアン ガウシアン正規分布曲線を表す波形

Sinc 以下の波形関数 ：

 y＝sin （x） /x

Dローレンツ ローレンツ関数の導関数。

ローレンツ関数 ： y＝1/ （x2＋1）

すなわち、 Dローレンツ関数は以下のよ う
になり ます。

y＝－2x/ （x2＋1） 2

指数減少 指数減少関数 ：

y＝e－kx

指数増加 指数増加関数 ：

y＝1－e－kx

半正矢関数 半正矢関数 ：

y＝[1－cos （x） ]/2
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波形を選択する と、 波形のパラ メータを指定する画面が表示されます。 パラ メータ

には以下のものがあ り ます。

振幅 波形のオフセッ トが0の場合の、波形のピークの0 Vを基準に
した高さ。 V単位で指定し、範囲は10 μV～10 Vです （デフォ
ルトは1）。

オフセッ ト 波形全体を0 Vに対して上 （正の値） または下 （負の値） に
移動する距離。 V単位で指定し、 値は－10～10の範囲です
（デフォルトは0）。

振幅とオフセッ トの和は、 －10 V～10 Vの範囲でなければなりません。

位相 波形が0°から進む （正の値） または遅れる （負の値） 度数。
度単位で指定し、 範囲は－360～360です （デフォルトは0）。

サイクル数 波形に含まれる完全な出力サイ クルの数。 正の整数で指定

し、 各サイ クルに8ポイン ト以上が含まれる必要がある とい
う制約に従います。

ポイン ト数 波形内のポイン ト の数。 8～1,000,000の整数で指定します
（デフォルトは100）。オプシ ョ ン002は最大16,000,000ポイン
ト をサポート します。

サイクルは最低8個の波形ポイン ト を含む必要があるので、 ポイン ト数をサイクル数で割っ
た値は8以上でなければなりません。

半値幅

（Dローレンツのみ）
波形の幅を制御する値。値が大きいほど、曲線の幅が広くな

り ます。 1から1サイ クルの合計データ ・ポイン ト数の範囲の
整数で指定します （デフォルトは10）。

立ち下がり係数

（指数減少のみ）

波形の立ち下がりの速さを制御する値。 －99～99の10進数
で指定します （デフォルトは－5）。

立ち上がり係数

（指数増加のみ）

波形の立ち下がりの速さを制御する値。 －99～99の10進数
で指定します （デフォルトは－5）。
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全幅

（ガウシアンのみ）

ガウシアン正規分布曲線上の、正規分布曲線の高さのちょ う

ど半分の位置のポイン トの間の幅。 半値全幅と も呼びます。

1から1サイ クルのデータ・ポイン ト数の範囲の整数で指定し
ます （デフォルトは10）。

対称性

（ランプのみ）

ランプが上昇している時間の （サイ クル周期に対する） ％。

0～100の10進数で指定します （デフォルトは100）。

ゼロ交差

（Sincのみ）
波形の片側で波形が水平軸と交差する回数。0～100の整数で
指定します （デフォルトは10）。

デューテ ィ ・サイクル

（方形波のみ）

波形電圧がハイである時間の （サイ クル周期に対する） ％。

0～100の％で指定します （デフォルトは50）。

開始レベル

（ラインのみ）

ライン ・ セグメン トの開始位置の電圧。

終了レベル

（ラインのみ）

ライン ・ セグメン トの終了位置の電圧。
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基本的な波形編集

組み込み波形エディ タを起動する と （ 、Arb、Arbs、Edit New、Start Editor）、
起動画面が表示されます （Edit Newソフ ト キーがあるのと同じ メニューに、 Import
CSVソフ ト キーもあ り ます。 これを使用して、 オシロスコープなどの一般的な測定
器からASCIIファ イルをインポートできます）。

Edit Pointsを使用する と、波形内の個々のポイン トの電圧値を編集できます。また、
波形のポイン ト を挿入／削除した り、以下で説明するAdvanced Edit機能を使用した
りできます。
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Edit Paramsを使用する と、 波形のサンプリ ング ・ レート を設定できます。 これは、
波形が再生される速度 （ポイン ト /s） です。 この値は、 レート または周期で指定で
きます。 一方を変更する と、 も う一方は波形のポイン ト数に基づいて再計算されま

す。 この機能では、 波形の水平軸のラベルを時間とポイン トのどちらの単位で表示

するかも指定できます。

Insert Built-Inを使用する と、 12種類の定義済みの波形の1つを現在の波形に挿入で
きます。
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Select Point #を使用する と、 波形をど こに挿入するかを指定でき ます。 また、
Choose Waveソフ ト キーを使用する と、12種類の う ちのどの波形を挿入するかを指
定できます。

矢印キーで挿入する波形を選択し、 OKを押すと、挿入する波形のパラ メータが表示
されます。 パラ メータを指定し、 OKを押します。
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Saveを使用する と、現在の波形を現在の位置で測定器の内部メモ リに保存できます。

Exit Editorは、 組み込み波形エディ タを終了し、 通常のフロン ト ・ パネル操作に戻
します。

保存されていない変更がある場合は、 警告メ ッセージが表示され、 組み込み波形エ

ディ タに戻るこ と もできます。
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Advanced Edit

前述のよ うに、 Edit Points メニューにはAdvanced Editソフ ト キーがあ り ます。 こ
のソフ ト キーを使用する と、 波形の一部の切 り取り／コピー／貼り付け、 テーブル

内の波形ポイン トの編集、 波形への演算の実行が可能です。

Cut/Copy/Pasteを使用する と、 2個のマーカの間の波形の範囲を定義して、 マーカ
で定義される波形ポイン トの切り取り またはコピーを実行できます。 範囲の切 り取

り またはコピーを行った後、Pasteソフ ト キーで必要な回数だけ貼り付けるこ とがで
きます。
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Paste Locationを使用する と、 波形の先頭、 末尾、 または波形内の任意のポイン ト
に、 範囲を貼り付けるこ とができます。

Edit Via Tableを使用する と、 個々のポイン トの電圧値をテーブルで編集できます。
ノブを使用してテーブルをスクロールさせるか、 Point #ソフ ト キーを使用して任意
のポイント を直接選択できます。波形ポイント を挿入または削除すること もできます。
213



第3章　特長と機能
組み込み波形エディ タ

3

Perform Mathを使用する と、 波形の範囲をマーカで指定できます。 その後、 その範
囲内の電圧値と別の波形の電圧値の間で、 加算、 減算、 乗算を実行できます。

Add、 Subtract、 Multiplyを押すと、 波形のリ ス トが表示されます。 波形を選択し、
OKを押します。
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OKを押すと、波形を指定するためのパラ メータのリ ス トが表示されます。下の画面
の例では、 D-Lorentzが選択されています。 また、 From PointおよびTo Pointパラ
メータを使用して、 演算を実行するポイン トの範囲を指定できます。
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Advanced Math

Advanced Mathを使用する と、 波形に対していくつかの異なる種類の演算を実行で
きます。 組み込み波形エディ タ から Advanced Mathを開 く には、 Edit Points、
Advanced Edit、 Perform Math、 Advanced Mathを押します。

下の画面のよ うにAdvanced Math メニューが開きます。 下記の演算のそれぞれにつ
いて、 演算の前と後の画面を使って演算の効果を示しながら説明します。
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Invertは、 波形を水平軸を基準にして反転します。

演算前の画面

演算後の画面
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Absoluteは、 負の波形値を対応する正の値に置き換えます。

演算前の画面

演算後の画面
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Mirrorは、 範囲内のポイン ト を鏡映反転します。

演算前の画面

演算後の画面
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Scaleでは、振幅とオフセッ ト を使って、ポイン トの間の波形をスケーリ ングできま
す。 この例では、 振幅スケールを180 ％に、 オフセッ ト ・ スケールを1 Vに設定して
います。

演算前の画面

演算後の画面
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Clipを使用する と、 波形の上下の リ ミ ッ ト を指定できます。 リ ミ ッ ト の範囲外の電
圧値はリ ミ ッ トに等し く変更されます。この例では、下限値－400 mV、上限値700 mV
の範囲内に波形をク リ ップしています。

演算前の画面

演算後の画面
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Trimを使用する と、 マーカを使用して波形を切り出し、 マーカで定義される範囲内
のポイン トだけを波形に残すこ とができます。

演算前の画面

演算後の画面
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ユーテ ィ リテ ィ ・ メニュー

組み込み波形エディ タで を押すこ とによ り、 いくつかのユーティ リ ティ機能

を利用できます。

Undoを使用する と、最近の操作を取り消すこ とができます。取り消せる操作の数は、
使用可能なメモ リの大きさ と、 取り消す操作のサイズによって異なり ます。

Redoを使用する と、取り消した作業を再実行できます。 これにも同じ メモ リ と操作
のサイズの制限が適用されます。
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Pan/Zoom Controlを使用する と、％で指定されたズーム率を使用して、水平または
垂直方向にズームできます。 また、水平または垂直方向にパン （イ メージを移動） す

る こ とによ り、 波形の特定の領域を観察するこ と もできます。 水平方向にパンする

にはポイン ト を指定し、 垂直方向にパンするには電圧を指定します。

Show Allは、水平スケールと垂直スケールを リセッ ト して、波形全体を表示します。
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工場設定

次ページの表は、 Agilent 33500シ リーズの工場設定の一覧です。 この表は、 参照に
便利なよ うに、 本書の裏表紙の内側と、 ク イ ッ ク ・ リ ファレンス ・ カードにも記載

されています。

注記 ：電源オフ時ステートの リ コール ・ モードをオンにしている場合は、 電源投入

時ステートは表に記載されたものと異な り ます。 177ページの 「機器ステートの記
録」 を参照して ください。
225



第3章　特長と機能
工場設定

3

Agilent 33500シリーズの工場設定

丸印 （� ） が付いたパラ メータは、 不揮発性メモ リに記録されます。

出力設定
機能
周波数
振幅／オフセッ ト
出力単位
出力終端
オート レンジ

変調
搬送波 （AM、 FM、 ΦM、 FSK）
搬送波 （PWM）
変調波形 （AM）
変調波形 （FM、 ΦM、 PWM）
AM変調度
FM偏移
ΦM偏移
FSKホップ周波数
FSKレート
PWM幅偏移
変調状態

掃引
スタート／スト ップ周波数
掃引時間
掃引モード
掃引状態

バースト
バースト ・ カウン ト
バースト周期
バースト ・ スタート位相
バースト状態

システム関連の操作
� 電源オフ時設定のリコール
表示モード
エラー待ち行列
保存されたステート、 保存された任意波形
出力状態

ト リガ動作
ト リガ ・ ソース

リモート ・ インタフ ェース設定
�  GPIBアドレス
�  DHCP　
�  Auto IP　
�  IPアドレス
�  サブネッ ト ・ マスク
�  デフォルト ・ゲートウェイ
�  DNSサーバ
�  ホスト名
�  ド メイン名
校正
校正状態

出荷時設定
正弦波
1 kHz　
100 mVpp/0 Vdc　
Vpp　
50 Ω　
オン

出荷時設定
1 kHz正弦波
1 kHzパルス
100 Hz正弦波
10 Hz正弦波
100%　
100 Hz　
180 °　
100 Hz　
10 Hz　
10 μs　
オフ

出荷時設定
100 Hz/1 kHz　
1 s　
リニア
オフ

出荷時設定
1サイクル
10 ms　
0 °
オフ

出荷時設定
� オフ
オン
エラーをクリアする
変更なし
オフ

出荷時設定
内部 （即時）

出荷時設定
�  10　
�  オン
�  オン
�  169.254.2.20　
�  255.255.0.0　
�  0.0.0.0　
�  0.0.0.0　
�  なし  
�  なし  
出荷時設定
保護
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4

アプリケーシ ョン ・ プログラム

この章では、ユーザ・アプリ ケーシ ョ ンのプログラム開発に役立つ、 リモート ・ イン

タフェース用のサンプル・プログラムをいくつか紹介します。波形発生器のプログラ

ミ ングに使用できるSCPI （Standard Commands for Programmable Instruments）

コマンドの構文は、 『Agilent 33500 Series Programmer’s Reference Help』 に記載さ
れています。

はじめに

この章には、 Agilent 33500シ リーズをSCPIコマンドで制御する方法を示す9種類の
サンプル ・ プ ロ グ ラ ムが記載 されています。 こ れ ら のプ ロ グ ラ ムはすべて、

Microsoft® CおよびMicrosoft® Visual BASIC® 6.0で作成され、Agilent VISA-COMを
使用します。

これらのプロ グ ラ ムは、 波形発生器に付属する “Agilent 33500 Series Product
Reference CD-ROM”に収録されています。ファ イルはCDの“Programming Examples”
リ ンクの下にあ り ます。

サンプル ・ プログラムを変更したい場合、 または独自のプログラムを作成してコン

パイルしたい場合は、Agilent IO Libraries Suiteソフ ト ウェアをインス トールする必
要があ り ます。 このソ フ ト ウ ェアは、 33500シ リ ーズに付属する “Agilent E2094
Automation-Ready CD-ROM”からインス トールできます。

IO Libraries Suiteソフ ト ウェアは他のAgilent製品 （Agilent GPIBカードなど） にも

付属しているので、 すでにインス ト ールされている可能性もあ り ます。 ただし、

Product Reference CD-ROMに収録されているサンプルをサポートするには、Agilent

IO Libraries Suite 14.0以降のバージ ョ ンが必要です。

Microsoft®およびVisual BASIC®は、 Microsoft Corporationの登録商標です。

 Agilent IO Libraries Suiteソフ トウェアの入手方法については、 下記を参照して く

ださい。

www.agilent.co.jp/find/iolib
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適切なソフ ト ウェア ・ コンポーネン ト をインス トールしたら、 第3章の 「 リモート ・
インタフェースの設定」 を参照して、 インタフェースを設定します。

この章のすべてのサンプル ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ プログラムは、 Microsoft Visual
Basic 6.0およびAgilent VISA-COMで使用するこ とを前提と しています。

Visual BasicでIOオブジェク ト を使用するには ：

1. Project/Referencesメニューでライブラ リ を含むよ うに参照を設定します。 VISA
COMには、VISA COM 3.0タイプ・ラ イブラ リへのCOM参照が必要です。メニュー
で参照を確立します。

Project > References ...

2. “Dim Fgen As VisaComLib.FormattedIO488”などのステート メン ト を使
用して、 フォーマッ ト されたIO参照を作成し、
“Set Fgen = New VisaComLib.FormattedIO488”を使用して実際のオブ
ジェク ト を作成します。

この章に記載されているソフ トウェアは、 著作権で保護されています。

Copyright © 2010 Agilent Technologies, Inc.

お客様は、 Agilentがすべてのサンプル ・ アプリケーシ ョ ン ・ フ ァイルに関して

いかなる保証も義務も責任も持たないことに同意していただ く という条件で、

サンプル ・ アプリケーシ ョ ン ・ フ ァイル （およびその改変版） を、 お客様が有

用と見なす任意の方法で、 無償で使用、 改変、 複製、 配布する権利を持ってい

ます。

Agilentはプログラ ミング ・サンプルを単なる参考用に提供しています。 すべて

のサンプル ・ プログラムは、 紹介されているプログラ ミング言語と、 手順の作

成とデバッグに使用するツールに関する知識を前提と しています。 Agilentのサ

ポート ・ エンジニアは、 Agilentソフ トウェア ・ コンポーネン ト とそれに関連す

るコマンドの機能に関する説明を提供することはできますが、 これらのサンプ

ルを変更することによって、 お客様の個別のニーズを満たす機能を追加したり、

手順を構築したりすることはありません。
229



第4章　アプリケーシ ョン ・ プログラム
プログラム ・ リス ト

4

プログラム ・ リス ト

例 ：単純な正弦波

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Simple Sine”サブディ レク ト リに存在） は、 “sine”機能を
選択し、 波形の周波数、 振幅、 オフセッ ト を設定します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
'  このプログラムは、 33500 シリーズ測定器のチャネル 1から、
'  以下の信号特性を持つ単純な正弦波出力を発生します。
'
'波形形状 ： 正弦波
'周波数 ： 1000 Hz
'振幅 ： 2 Vp-p
' オフセッ ト ： 0 V
'出力インピーダンス ： 50 Ω
' チャネル 1出力 ： オン
'
' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()

    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    ' このプログラムは、 波形形状を選択し、 周波数、 振幅、
    ' オフセッ ト を調整して波形をセッ トアップします。
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    With mfIo
    
        ' 測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
       
        Sleep 1000
        
        '必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION SIN"
        .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY 1000"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0"
        .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"
        
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
        
        Sleep 1000
                
    End With
    Text2.Text = "Sine Wave output set on Channel1"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub

End Sub
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例 ：振幅変調

このプログ ラ ム （CD-ROMの“examples\VB\Amplitude Modulation”サブディ レ ク ト リ に存在） は、
ロー ・ レベルSCPIコマンドを使用して振幅変調の波形を設定します。 これはまた、 *SAVコマンドを使
用して測定器設定を波形発生器の内部メモ リに記録する方法も示します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 33500 シリーズ測定器のチャネル 1から、
'以下の信号特性を持つ振幅変調出力を発生します。
'
'搬送波周波数 ： 正弦波、 1 MHz、 5 Vp-p
'振幅変調搬送波、 両側波帯搬送波抑圧
'
'変調周波数 ： 正弦波、 1 kHz
'AM変調度 ： 100%
'""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()

    
    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    ' このプログラムは、 波形形状を選択し、 周波数、 振幅、
    ' オフセッ ト を調整して波形をセッ トアップします。
    
    With mfIo
    
        '測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
                
        Sleep 1000
        
        '搬送波波形を設定
        .WriteString "SOURCE1:FUNC SIN"
        .WriteString "SOURCE1:FREQ 10E5"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 5"
        
        '振幅変調のモードを選択
        .WriteString "SOURCE1:AM:DSSC ON"
        
        '変調源を選択
        .WriteString "SOURCE1:AM:SOURCE INT"
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        '変調波形の形状を選択
        .WriteString "SOURCE1:AM:INT:FUNC SIN"
        
        '変調周波数を設定
        .WriteString "SOURCE1:AM:INT:FREQ 1000"
        
        '変調度を設定
        .WriteString "SOURCE1:AM:DEPTH 100"
        
        'AM変調をオン
        .WriteString "SOURCE1:AM:STATE ON"
                
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
        
        Sleep 1000
                
    End With
    
    Text2.Text = "Amplitude modulation output enabled"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub
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例 ： リニア掃引

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Linear Sweep”サブディ レク ト リに存在） は、 正弦波のリ
ニア掃引を作成します。 スタート／ス ト ップ周波数と掃引時間を設定します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 33500 シリーズ測定器のチャネル 1から、
'以下の信号特性を持つ単純な正弦波掃引出力を発生します。

'波形形状 ： 正弦波
'振幅 ： 2 Vp-p
' スタート周波数 ： 20 Hz
' スタート周波数 ： 20 KHz
'掃引方法 ： リニア
'掃引時間 ： 2 s/掃引
' ト リガ ・ ソース ：即時

' チャネル 1出力 ： オン
' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()
    
    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    ' このプログラムは、 波形形状を選択し、 周波数、 振幅、
    ' オフセッ ト を調整して波形をセッ トアップします。
    
    With mfIo
    
        '測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
         
         Sleep 1000
        
        '波形形状、 振幅、 オフセッ ト を選択
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION SIN"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
    
        '掃引の周波数境界を選択
        .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY:START 20"
        .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY:STOP 20E3"
        
        '掃引モードを選択
        .WriteString "SOURCE1:SWEEP:SPACING LINEAR"
    
        '掃引時間を秒単位で設定
        .WriteString "SOURCE1:SWEEP:TIME 2"
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        '掃引ト リガ ・ ソースを選択
        .WriteString "TRIGGER1:SOURCE IMM"
    
        '掃引状態をオン
        .WriteString "SOURCE1:SWEEP:STATE ON"
       
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
        
        Sleep 1000
                
    End With
    Text2.Text = "Sweep Output enabled"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub
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例 ： パルス波形

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Pulse”サブディ レ ク ト リ に存在） は、 パルス波形を設定
し、 パルス幅、 周期、 ハイ／ロー ・ レベルを設定します。 その後、 エッジ時間を延ばします。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 33500 シリーズ測定器のチャネル 1から、
'以下の信号特性を持つ単純なパルス波出力を発生します。 プログラム内の
'ループにより、 100 ms ごとにエッジ遷移時間を 10 ns延ばします。

'波形形状 ： パルス
'周波数 ： 100 kHz
'振幅 ： 2 Vp-p
' オフセッ ト ： 0 V
' エッジ遷移時間 ： 可変 （10 nsから 100 ns まで 10 ns単位で 100 ms ごとに変化）
' チャネル 1出力 ： オン
'
' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
Private Declare Sub Sleep Lib "kernel32" (ByVal dwMilliseconds As Long)

Private Sub Command1_Click()

    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    Dim i As Integer
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    ' このプログラムは、 波形形状を選択し、 周波数、 振幅、
    ' オフセッ ト を調整して波形をセッ トアップします。
    
    With mfIo
    
        '測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
         
         Sleep 1000
        
        '機能をパルスに設定
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION PULSE"

        'パルス周期 （秒） と電圧を設定
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION:PULSE:PERIOD 1E-3"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 5"

        'デューテ ィ ・サイクルを 50 ％に設定
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION:PULSE:DCYCLE 50"
        
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
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        Sleep 1000
        

        'パルス遷移時間を変更しながら反復
        For i = 1 To 10
            .WriteString "SOURCE1:FUNCtion:PULSe:TRANsition " & (i * 10) & "E-9"
            Sleep 100
        Next i
                
    End With
    Text2.Text = "Pulse output with variable edge time set on Channel1"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub
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例 ：任意波形をASCIIでダウンロード

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\AsciiArb”サブディ レク ト リに存在） は、 パルス波形を設
定し、 パルス幅、 周期、 ハイ／ロー ・ レベルを設定します。 その後、 エッジ時間を延ばします。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 任意波形を測定器の揮発性メモリにダウンロード し、
'下記の設定で再生する方法を示します。
'
'波形形状 ： 任意波形
'周波数 ： 40 kサンプル /s
'振幅 ： 2 Vp-p
' オフセッ ト ： 0 V
'出力インピーダンス ： 50 Ω
' チャネル 1出力 ： オン

' この任意波形は、 4000ポイン トのパルス波形を発生し、 そのうち最初の 200ポイン トが
'0 Vから定義された最大電圧振幅までの正のパルスを定義します。

'注意 ： このプログラムは、 揮発性メモリ内の保存されていないデータをすべて消去します。
'必要な場合は、 このサンプル ・ プログラムを実行する前にデータを保存して く ださい。
' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()

    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mFio As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mFio = New FormattedIO488
    Set mFio.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    Dim Waveform() As String
    Dim I As Integer
    Dim DataStr As String
    ReDim Waveform(1 To 4000)
    
    On Error GoTo MyError

    '波形を計算
    
    Text2.Text = ""
    Text2.Text = Text2.Text & "Computing Waveform..."& vbCrLf

    For I = 1 To 5
        Waveform(I) = Str$((I - 1) / 5)         ' 立ち上がり時間を設定 （5ポイン ト）
    Next I

    For I = 6 To 205
        Waveform(I) = "1"                       ' パルス幅を設定 （200ポイン ト）
    Next I

    For I = 206 To 210
        Waveform(I) = Str$((210 - I) / 5)       ' 立ち下がり時間を設定 （5ポイン ト）
    Next I
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    For I = 211 To 4000
        Waveform(I) = "0"                       ' 残りのポイン ト を 0 に設定
    Next I

    DataStr = Join(Waveform, ",")               ' データ配列から文字列を作成

       
    With mFio
    
        '測定器をクリアしてリセッ ト し、 Visa接続タイムアウト を 40秒に
        '延ばして、 長い波形のダウンロードに対応
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
        .IO.Timeout = 40000
        
        Sleep 1000
        
        Call WaitForOPC(mFio)
        
         '
         '*** 揮発性メモリをクリア ***
         '注意 ： このプログラムは、 揮発性メモリ内の保存されていないデータをすべて消去します。
         '必要な場合は、 このサンプル ・ プログラムを実行する前にデータを保存して ください。
         '
                      
        .WriteString "DATA:VOLatile:CLEar"
                               
    End With
    
        '波形をダウンロード
        Text2.SelStart = Len(Text2.Text)
        Text2.SelText = "Downloading Waveform..."& vbCrLf
                
    With mFio
        .WriteString "SOURce1:DATA:ARBitrary TestArb," & DataStr
    End With
        
    Call WaitForOPC(mFio)
    
    Text2.Text = Text2.Text & "Download Complete" & vbCrLf
                
    With mFio
    
        '必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURce1:FUNCtion:ARBitrary TestArb" ' 現在の任意波形を
定義済みの任意波形パルスに設定
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2" ' 最大波形振幅を 2 Vppに設定
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0" ' オフセッ ト を 0 Vに設定
        .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50" ' 出力負荷を 50 Ωに設定
        .WriteString "SOURCE1:FUNCtion:ARB:SRATe 40000" ' サンプリング ・ レート を設定
        .WriteString "SOURce1:FUNCtion ARB" ' 任意波形機能をオン
        
        ' この例は、 揮発性メモリに任意波形を作成します。
        '波形を不揮発性メモリに保存するには、 次のいずれかのコマンドを使用します。
        'MMEMory:STOR:DATA1 "INT:\TESTARB.arb" '任意波形を内部メモリに TESTARB.arb という名
前で記録
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        'MMEMory:STOR:DATA1 "USB:\TESTARB.arb" '任意波形を USB フラ ッシュ ・ ド ライブに
TESTARB.arb という名前で記録

        
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON" ' チャネル 1出力をオン
                
        Sleep 1000
        
    End With
    
    Text2.Text = Text2.Text & "Arb Wave output set on Channel1" & vbCrLf
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub

Private Function WaitForOPC(mFio As VisaComLib.FormattedIO488)
    
    Do
        Dim strResult As String
                        
        With mFio
            .WriteString "*OPC?"
            strResult = .ReadString()
        End With
    
        If (InStr(strResult, "1") > 0) Then
            Exit Do
        End If
        
    Loop
    
End Function
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例 ： シーケンス設定

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Arb Sequence”サブディ レク ト リに存在） は、 パルス波形
とデューティ ・サイ クルを設定し、その後にデューティ ・サイ クルを三角波によって低速で変調します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 1つまたは複数の任意波形セグメン トから構成される
'任意波形セグメン ト を定義し、 以下の設定で
'再生します。
'
'    波形形状 ： 任意波形シーケンス
'    周波数 ： 40 kサンプル /s
'    振幅 ： 2 Vp-p
'    オフセッ ト ： 0 V
'    出力インピーダンス ： 50 Ω
'    チャネル 1出力 ： オン
'
'注意 ： このプログラムは、 揮発性メモリ内の保存されていないデータをすべて消去します。
'必要な場合は、 このサンプル ・ プログラムを実行する前にデータを保存して く ださい。
' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()

    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mFio As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mFio = New FormattedIO488
    Set mFio.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    Dim Waveform() As String
    Dim I As Integer
    Dim DataStr As String
    ReDim Waveform(1 To 4000)
    Dim strSeqDescriptor As String
    Dim strHeader As String
    Dim strCommand As String
                
    On Error GoTo MyError

    '波形を計算
    
    Text2.Text = ""
           
    With mFio
    
        '測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
        
        Sleep 1000
               
        Call WaitForOPC(mFio)
        
         '
         '*** 揮発性メモリをクリア ***
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         ' 注意 ： このプログラムは、 揮発性メモリ内の保存されていないデータをすべて消去します。
         ' 必要な場合は、 このサンプル ・ プログラムを実行する前にデータを保存して ください。
         '
                      
        .WriteString "DATA:VOLatile:CLEar"
                               
    End With
    
    '任意波形を波形メモリにロード
    With mFio
    
        .WriteString "MMEM:LOAD:DATA ""INT:\BUILTIN\SINC.ARB"""
        Call WaitForOPC(mFio)
        .WriteString "MMEM:LOAD:DATA ""INT:\BUILTIN\CARDIAC.ARB"""
        Call WaitForOPC(mFio)
        .WriteString "MMEM:LOAD:DATA ""INT:\BUILTIN\HAVERSINE.ARB"""
        Call WaitForOPC(mFio)
        
    End With
    
    '任意波形セグメン トから構成されるシーケン記述子文字列を作成
    strSeqDescriptor = "mySequence"
    strSeqDescriptor = strSeqDescriptor & "," + 
"""INT:\BUILTIN\SINC.ARB"",5,once,maintain,12"
    strSeqDescriptor = strSeqDescriptor & "," + 
"""INT:\BUILTIN\CARDIAC.ARB"",5,repeat,highAtStart,35"
    strSeqDescriptor = strSeqDescriptor & "," + 
"""INT:\BUILTIN\HAVERSINE.ARB"",0,once,lowAtStart,10"
    strSeqDescriptor = strSeqDescriptor & "," + 
"""INT:\BUILTIN\SINC.ARB"",0,once,highAtStartGoLow,7"
                    
    ' シーケンス ・ コマンドのヘッダを計算
    strHeader = "#" & CStr(Len(CStr(Len(strSeqDescriptor)))) & 
CStr(Len(strSeqDescriptor))
                
    ' ヘッダ情報をシーケンス記述子に付加
    strCommand = "SOURce1:DATA:SEQ " & strHeader & strSeqDescriptor
    
    With mFio
    
        '必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString strCommand
        Call WaitForOPC(mFio)
        .WriteString "SOURce1:FUNCtion:ARBitrary mySequence"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0"
        .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"
        .WriteString "SOURCE1:FUNCtion:ARB:SRATe 40000"
        .WriteString "SOURce1:FUNCtion ARB"

        
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
        
        Sleep 1000
                
    End With
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    Text2.SelText = "Arbitrary Wave Sequence generated on Channel1" & vbCrLf
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub

Private Function WaitForOPC(mFio As VisaComLib.FormattedIO488)
    
    Do
        Dim strResult As String
                        
        With mFio
            .WriteString "*OPC?"
            strResult = .ReadString()
        End With
    
        If (InStr(strResult, "1") > 0) Then
            Exit Do
        End If
        
    Loop
    
End Function
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例 ： 2チャネル出力

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\2_Channel_Output”サブディレク ト リに存在） は、パルス
波形とデューティ ・ サイ クルを設定し、 その後にデューティ ・ サイ クルを三角波によって低速で変調

します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このプログラムは、 33522A測定器の 2つのチャネルで
'以下の波形特性を持つ 2つの異なる波形出力をドライブする機能を示します。
'
' チャネル 1パラメータ ：
'波形形状 ： 正弦波
'周波数 ： 1000 Hz
'振幅 ： 2 Vp-p
' オフセッ ト ： 0 V
'負荷インピーダンス ： 50 Ω
' チャネル 1出力 ： オン
'
' チャネル 2パラメータ ：
'波形形状 ： 方形波
'周波数 ： 20 kHz
'振幅 ： 1 Vrms
' オフセッ ト ： 1 V
'負荷インピーダンス ： 10 kΩ
' チャネル 2出力 ： オン
'
'""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()
   
    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
   
    With mfIo
    
        '測定器をクリア／リセッ ト
        .WriteString "*CLS"
        .WriteString "*RST"
        
         Sleep 1000
        
        ' チャネル 1に必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION SIN"
        .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY 1000"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0"
        .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"
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        ' チャネル 2に必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURCE2:FUNCTION SQU"
        .WriteString "SOURCE2:FREQUENCY 20E3"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT:UNIT VRMS"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT 1"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT:OFFSET 1"
        .WriteString "OUTPUT2:LOAD MAX"         '最大負荷インピーダンスは 10 kΩに対応
        
        ' チャネル 1出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
                
        ' チャネル 2出力をオン
        .WriteString "OUTPUT2 ON"
        
        Sleep 1000
        
    End With
    Text2.Text = "Output set on both channels"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub
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例 ： 同期サイン ・バースト

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Sine Burst with SYNC”サブディ レク ト リに存在） は、 パ
ルス波形とデューティ ・ サイ クルを設定し、 その後にデューティ ・ サイ クルを三角波によって低速で

変調します。

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' * このプログラムは、 2台の 33522A測定器を同期する方法を示します。
' * 1台目の測定器のバス ・ ト リガによって、 1つの波形の無限バーストが開始され、
' * 2台目の測定器の外部ト リガによって、 別の波形の無限バーストが開始されます。
' * 1台目の測定器は、 バースト開始時に、 リア ・ パネルの EXT TRIG IN/OUT コネクタから
' * 出力ト リガを発生するように設定されます。 1台目の測定器の EXT TRIG IN/OUT出力は
' * 信号ケーブルで 2台目の測定器の EXT TRIG IN/OUT に接続されます。
' * これにより、 2台目の測定器のバーストは、 1台目のバースト と同時に開始されます。
' * 厳密な同期を行うには、 1台目の測定器の 10 MHz出力を、 2台目の測定器の 10 MHz入力コネクタに
' * 接続する必要があります。
'
'測定器 1設定、 チャネル 1 ：
'波形形状 ： 正弦波
'周波数 ： 1000 Hz
'振幅 ： 2 Vp-p
' オフセッ ト ： 0 V
'負荷インピーダンス ： 50 Ω
' チャネル 1出力 ： オン
'
'測定器 2設定、 チャネル 1 ：
'波形形状 ： ランプ
'周波数 ： 2 kHz
'振幅 ： 1 Vp-p
' オフセッ ト ： 1 V
'負荷インピーダンス ： 50 Ω
' チャネル 1出力 ： オン
'""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()
    
    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo1 As VisaComLib.FormattedIO488
    Dim mfIo2 As VisaComLib.FormattedIO488
    
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo1 = New FormattedIO488
    Set mfIo2 = New FormattedIO488
    
    Set mfIo1.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    Set mfIo2.IO = io_mgr.Open(Text2.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    '測定器をクリア／リセッ ト
    With mfIo1
         .WriteString "*CLS"
         .WriteString "*RST"
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    End With
    
    With mfIo2
    
         .WriteString "*CLS"
         .WriteString "*RST"
       
    End With
    
    Sleep 2000
         
    With mfIo1
    
            ' 測定器 1 をセッ トアップ
            ' 測定器 1のチャネル 1に必要な設定を行う コマンドを送信
            .WriteString "SOURCE1:FUNCTION SIN"
            .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY 1000"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0"
            .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"

            ' 測定器 1のト リガ ・ モードをバスに設定
            .WriteString "TRIGGER1:SOURCE BUS"

            ' 無限サイクル出力の無限サイクル ・バースト をセッ トアップしてオンにする
            ' このバーストは、 測定器 1がバス ・ ト リガ (*TRG) を受信したときに測定器 1 で開始
            .WriteString "SOURCE1:BURST:NCYCLES INF"
            .WriteString "SOURCE1:BURST:MODE TRIG"
            .WriteString "SOURCE1:BURST:STATE ON"

            ' バースト開始時に正のパルスを出力するように出力ト リガを設定
            .WriteString "OUTPUT:TRIGGER ON"
            .WriteString "OUTPUT:TRIGGER:SLOPE POSITIVE"
            .WriteString "OUTPUT:TRIGGER:SOURCE CH1"

            ' バーストの開始に 1つのト リガしか使用しないので、 連続 INIT をオフ
            .WriteString "INITIATE1:CONTINUOUS OFF"
            ' INIT で測定器 1 をアーミングして、 バースト開始のためのバス ・ ト リガを待たせる
            .WriteString "INITIATE1"
        
    End With
    
    With mfIo2
    
            ' 測定器 2 をセッ トアップ
            ' 測定器 2のチャネル 1に必要な設定を行う コマンドを送信
            .WriteString "SOURCE1:FUNCTION RAMP"
            .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY 2000"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT 1"
            .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 1"
            .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"

            ' 測定器 2のト リガ ・ モードを外部に設定
            .WriteString "TRIGGER1:SOURCE EXT"
            ' リアの外部ト リガのスロープを正のエッジに設定
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            .WriteString "TRIGGER1:SLOPE POSITIVE"

            ' 無限サイクル出力の無限サイクル ・バースト をセッ トアップしてオンにする
            ' このバーストは、 測定器 2がリア ・パネルの EXT TRIG INポートで
            ' 正の TTLパルス （外部ト リガ） を受信したときに開始
            .WriteString "SOURCE1:BURST:NCYCLES INF"
            .WriteString "SOURCE1:BURST:MODE TRIG"
            .WriteString "SOURCE1:BURST:STATE ON"
            ' バーストの開始に 1つのト リガしか使用しないので、 連続 INIT をオフ
            .WriteString "INITiate1:CONTinuous OFF"
            ' INIT で測定器 2 をアーミングして、 バースト開始のための外部ト リガを待たせる
            .WriteString "INITiate1"
                
    End With
    
    With mfIo1
                    
            '測定器 1のチャネル 1出力をオン
            .WriteString "OUTPUT1 ON"
    End With
    
    With mfIo2
            '測定器 2のチャネル 1出力をオン
            .WriteString "OUTPUT1 ON"
            
    End With
    
    Sleep 2000
    
    With mfIo1
                    
            'バス ・ ト リガでチャネル 1のバースト を開始
            .WriteString "*TRG"
            
    End With
    
    On Error GoTo MyError

    mfIo1.IO.Close
    mfIo2.IO.Close
        
    Text3.Text = "Output set on both instruments"
  
Exit Sub
 
    
MyError:
    
    Text3 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text3.Text = ""
    
End Sub
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例 ：信号加算

このプログラム （CD-ROMの“examples\VB\Signal SUM Example”サブディ レク ト リに存在） は、 パル
ス波形とデューティ ・ サイ クルを設定し、 その後にデューティ ・ サイ クルを三角波によって低速で変

調します。

'****************************************************************************
    '    Copyright © 2010 Agilent Technologies Inc. All rights
    '    reserved.
    '
    ' お客様は、 Agilentがすべてのサンプル ・ アプリケーシ ョン ・ ファイルに関して
    ' いかなる保証も義務も責任も持たないことに同意していただ く という条件で、
    ' サンプル ・ アプリケーシ ョン ・ ファイル （およびその改変版） を、 お客様が有用と見なす任意の方法で、
    ' 無償で使用、 改変、 複製、 配布する権利を持っています。
    '
    ' Agilentはプログラ ミング ・サンプルを単なる参考用に提供しています。
    ' このサンプル ・ プログラムは、 紹介されているプログラ ミング言語と、
    ' 手順の作成とデバッグに使用するツールに関する知識を
    ' 前提としています。 Agilentのサポート ・ エンジニアは、 Agilent ソフ トウェア ・ コンポーネン ト と
    ' それに関連するコマンドの機能に関する説明を提供することはできますが、
    ' これらのサンプルを変更することによって、 お客様の個別のニーズを
    ' 満たす機能を追加したり、 手順を構築したりすることはありません。
'****************************************************************************

'****************************************************************************
    ' このサンプル ・ プログラムは、 Microsoft Visual studio 6.0および
    'Agilent Visa オブジェク ト ・ ライブラリ と ともに使用することを前提としています。
    '
    'サンプル ・ プログラムの実行には、 VISA ライブラリのインストールが必要です。
    '
    'サンプル ・ プログラムを実行する前に、 Project\reference メニューで以下のライブラリを追加してく ださい。
    'VISA COM 3.0Type Library、 場所 ： <VISA インストール位置 >\VisaCom\GlobMgr.dll
    'VISA COM 488.2Formatted I/O 1.0、 場所 ：

' <VISA インストール位置 >\VisaCom\BasFrmIO.dll
    'VISA COM Resource Manager 1.0、 場所 ：

' <Agilent IO Library インストール位置 >\bin\AgtRM.dll
' ****************************************************************************

' """"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""
' このサンプル ・ プログラムは、 2つのチャネルの機能を加算して出力を得る機能を示します。
'
' アルゴリズム ：
'    1. 加算するベース信号をチャネル 1 とチャネル 2 に設定
'    2. チャネル 1 に加算変調を設定
'    3. 加算変調のソースはチャネル 2機能
'    4. 加算振幅を設定
'    4. 変調出力オン
'    5. チャネル出力オン
'    6. 確認のため、 信号をオシロスコープに接続して結果を観察
'
' チャネル 1パラメータ ：
'    波形形状 ： 正弦波
'    周波数 ： 1000 Hz
'    振幅 ： 2 Vp-p
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'    オフセッ ト ： 0 V
'    出力インピーダンス ： 50 Ω
'
' チャネル 2パラメータ ：
'    波形形状 ： 方形波
'    周波数 ： 1000 Hz
'    振幅 ： 2 Vp-p
'    オフセッ ト ： 0 V
'    出力インピーダンス ： 50 Ω
'
'変調 ：
'    変調方式 ： 加算変調
'    加算振幅 ： 1 V
'
'    加算状態 ： オン
'
'    チャネル 1出力 ： オン
'    チャネル 2出力 ： オン
'
'""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""

Private Sub Command1_Click()
   
    Dim io_mgr As VisaComLib.ResourceManager
    Dim mfIo As VisaComLib.FormattedIO488
    
    Set io_mgr = New AgilentRMLib.SRMCls
    Set mfIo = New FormattedIO488
    Set mfIo.IO = io_mgr.Open(Text1.Text, NO_LOCK, 2000, "")
    
    On Error GoTo MyError
    
    ' このプログラムは、 波形形状を選択し、 周波数、 振幅、
    ' オフセッ ト を調整して波形をセッ トアップします。
    
    With mfIo
    
        '測定器をリセッ ト／クリア
         .WriteString "*RST"
        .IO.Clear
        
        ' チャネル 1に必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURCE1:FUNCTION SIN"
        .WriteString "SOURCE1:FREQUENCY 1000"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT 2"
        .WriteString "SOURCE1:VOLT:OFFSET 0"
        .WriteString "OUTPUT1:LOAD 50"
        
        ' チャネル 2に必要な設定を行う コマンドを送信
        .WriteString "SOURCE2:FUNCTION SQU"
        .WriteString "SOURCE2:FREQUENCY 1000"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT:UNIT VPP"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT 2"
        .WriteString "SOURCE2:VOLT:OFFSET 0"
        .WriteString "OUTPUT2:LOAD 50"
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        '加算変調パラメータを設定
        .WriteString "SOURCE1:SUM:SOURCE CH2"
        .WriteString "SOURCE1:SUM:AMPLITUDE 1"
        .WriteString "SOURCE1:SUM:STATE 1"

        
        '出力をオン
        .WriteString "OUTPUT1 ON"
        .WriteString "OUTPUT2 ON"
                
    End With
    Text2.Text = "Output set as SUM signal on Channel 1"
    
  
Exit Sub

MyError:
    
    Text2 = Err.Description
    Resume Next
   
End Sub

Private Sub Form_Load()

    Text2.Text = ""
    
End Sub
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チュート リアル

この章では、33500シ リーズ波形発生器を活用していただくための ヒン ト と して、そ
の内部動作と発生できる信号についていくつかの側面から紹介します。

• 任意波形 （254ページ）

• 準ガウシアン ・ ノ イズ （256ページ）

• PRBS （256ページ）

• 変調 （257ページ）

• バース ト （260ページ）

• 周波数掃引 （262ページ）

• AC信号の属性 （263ページ）

• 信号の欠陥 （266ページ）

• グランド ・ ループ （267ページ）

任意波形

測定器の標準波形では満たせないニーズに応えるために、任意波形を定義できます。

例えば、 被試験デバイスに独自の入力信号が必要な場合、 あるいは、 オーバシュー

ト、 リ ンギング、 グ リ ッチ、 ノ イズなど、 実際の信号の欠陥をシ ミ ュレート したい

場合などです。 また、 最新の通信システムで用いられる非常に複雑な信号をシ ミ ュ

レートするためにも利用できます。

各チャネルに対して、最大1,000,000ポイン ト （オプシ ョ ン002では16,000,000ポイン
ト ） の任意波形を作成できます。 測定器は、 これらの数値データ ・ ポイン ト （「サン

プル」 と も呼ばれる） を メモ リに記録し、 波形発生時に電圧に変換します。 ポイン

トが読み取られる周波数を 「サンプ リ ング ・ レー ト 」 と呼び、 波形の周波数はサン

プ リ ング ・ レート を波形のポイン ト数で割ったものに等し くな り ます。 例えば、 波

形が37ポイン ト でサンプ リ ング ・ レートが162.4 MHzの場合を考えます。 周波数は
(162.4 MHz)/37＝4.389 MHzとな り、 周期はその逆数で227.8 nsとな り ます。

周波数＝1/周期＝ （サンプ リ ング ・ レート ） ／ （ポイン ト数）

任意波形の最大周波数は、 測定器の最大サンプ リ ング ・ レートである250 MHzを波
形のポイン ト数で割った値になり ます。任意波形は最低8個のポイン ト を持つ必要が
あ り ます。
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波形フ ィルタ 　任意波形の発生時にポイン ト間の遷移を滑らかにするために、 測定

器には2つのフ ィルタが装備されています。 ノーマル ・ フ ィルタ設定では、 広いフ
ラ ッ ト な周波数応答が得られますが、 ステップ応答にはオーバシュート と リ ンギン

グが見られます。 ステップ ・ フ ィルタ設定では、 ほぼ理想的なステップ応答が得ら

れますが、周波数応答のロールオフはノーマル ・ フ ィルタに比べて大き くな り ます。

各フ ィルタのカッ トオフ周波数は、 波形のサンプ リ ング ・ レートの一定の割合にな

り ます。 ノーマル・フ ィルタの応答はサンプリ ング ・ レートの27 ％で－3 dBになり、
ステップ ・ フ ィルタの応答はサンプリ ング ・ レートの13 ％で－3 dBになり ます。 例
えば、任意波形を100 Mサンプル/sで再生する場合は、 ノーマル・ フ ィルタの－3 dB
周波数帯域幅は27 MHzです。

フィ ルタをオフにした場合は、出力はポイント 間で急激に変化し、遷移時間は約10 ns
になり ます。

波形シーケンス 　Agilent 33500シ リーズは、 小さい波形から長い複雑な波形を構築
できます。 その方法を指定したユーザ定義可能なプログラムのこ とをシーケンス と

呼び、 小さい波形のこ とをセグメン ト と呼びます。 セグメン ト間の切 り替えは、 リ

アルタイムでシームレスに行われます。 音楽に例えれば、 セグ メン トはプレーヤー

に入っている曲であ り、 シーケンスは再生リ ス トのよ うなものです。

シーケンスの各ステップは、 セグメン ト とそれを再生する回数を指定します。 また、

シーケンスが次のステップに進む前に ト リガを待つかど うかと、 ステップご とに同

期信号がどのよ うに発生するかも指定します。

シーケンス内の各ステップで、 以下のいずれかを実行できます。

• 選択したセグメン ト を1～1,000,000回再生し、 次のステップに進む

• 選択したセグメン ト を1回再生し、 停止して ト リガを待ってから次に進む

• 選択したセグメン ト を ト リガが発生するまで繰り返してから、 次に進む

• 選択したセグメン ト を明示的に停止されるまで繰り返す

同期信号発生のオプシ ョ ンを以下に示します。

• セグメン トの先頭で同期オン

• セグメン トの先頭で同期オフ

• セグメン ト全体を通じて現在の同期状態を維持

• セグメン トの先頭で同期をオンにし、セグメン ト内の指定したポイン トでオフに

する
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シーケンスはフロン ト ・ パネルからは作成できません。 SCPIを使って リモートから
作成します。シーケンスを作成して.seqファ イルの形式で測定器に保存した後、測定
器からUSB メモ リ ・ デバイスを使用してシーケンスをダウンロードできます。 その
後、 .seqファ イルをPC上のテキス ト ・エディ タで編集して新しい.seqファ イルを作成
し、 測定器にアップロードできます。

準ガウシアン ・ ノ イズ

ノ イズ波形は、 定量的／定性的両方の統計的性質に関して最適化された状態で発生

されます。 真にランダムではあ り ませんが、 50年以上連続動作させても繰り返しま
せん。

ノ イズ波形の電圧分布は、 ほぼガウシアンです。 理想的な分布と異な り、 測定器の

Vppの範囲外の電圧が発生する確率は0です。 クレス ト ・ フ ァ ク タ （ピーク電圧を
RMS電圧で割った結果） は、 約4.6です。

ノ イズ帯域幅は、 1 mHzから30 MHzまで変化させるこ とができます。 ノ イズ信号の
エネルギーは、 DCから選択した帯域幅までのバンド内に集中します。 したがって、
帯域幅設定が狭いほど、目的のバンドでの信号のスペク ト ラム密度は高くな り ます。

例えば、 オーディオ信号の場合は、 帯域幅を30 kHzに設定する と、 帯域幅を30 MHz
に設定した場合に比べて、 オーディオ ・バンドの信号強度が30 dB高くな り ます。

PRBS

疑似ランダム ・ ビッ ト ・シーケンス(PRBS)波形は、パルスや方形波と同様に2つの状
態 （ハイ と ロー） を持っていますが、 状態の間の切り替えは、 シーケンス発生アル

ゴ リ ズムを知らない限り予測困難な方法で行われます。 PRBSは、下に示す例のよ う
な リニア ・ フ ィードバッ ク ・ シフ ト ・ レジスタ （LFSR） によって発生されます。

LFSRは、ステージ数と、フ ィードバッ ク回路のXORゲートがどのステージ （タ ップ）
に置かれるかによって指定します。 PRBS出力は、 最後のステージから得られます。
タ ップを適切に選ぶこ とによ り、 LステージのLFSRは、長さ2L-1の繰り返しPRBSを
発生します。 LFSRのク ロ ッ ク周波数によって、 PRBSの 「ビッ ト ・ レー ト 」 が決ま
り ます。
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33500シ リーズでは、 Lの値を7、 9、 11、 15、 20、 23に設定するこ とで、 長さ127～
8,388,607ビッ トのシーケンスを作成できます。

変調

振幅変調 (AM)　 33500シ リーズは、2種類のAMが実装されています。その1つは、両
側波帯全搬送波 (DSB-FC) です。 DSB-FCはITUでA3Eと呼ばれており、 AM放送で用
いられている方式です。 も う 1つの種類は、 両側波帯搬送波抑圧 (DSSC) です。 今日
の多くの通信システムでは、 同じ周波数で位相が90 °異なる2つの搬送波のそれぞ
れでDSSCを採用しています。 これを直交振幅変調 (QAM) と呼びます。

DSB-FCの式を以下に示します。

y(t)＝[(1/2)＋(1/2) ・ d ・m(t)] ・ Ac ・ sin(ωc t)

こ こで

• m(t)は変調信号

• Acは搬送波振幅

• ωcは搬送波の周波数

• dは 「変調度」 すなわち変調に使用される振幅範囲の割合

例えば、 変調度設定が80 ％の場合は、 振幅は、 内部またはフル ・ スケール （±5 V）
外部変調信号に応じて、 振幅設定の10 ％～90 ％の範囲で変化します （90 ％－10 ％
＝80 ％）。 変調度は、 測定器の最大出力電圧 （50 Ω負荷で±5 V、 高インピーダンス
負荷で±10 V） を超えない範囲で、 最大120 ％に設定できます。

変調信号

被変調搬送波

（100%の変調度を表示）
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DSSCの式を以下に示します。

y(t)＝d ・m(t) ・ sin(ωc t)

DSB-SCでは、 m(t)<0のと きに搬送波信号が反転されます。 QAMの場合は、 2番目の
搬送波信号はcos(ωc t)とな り、 1つめの搬送波と位相が90 °ずれています。

周波数変調 (FM)　周波数変調は、搬送波信号の周波数を変調信号に応じて変化させ

ます。

y(t)＝Ac ・ sin[(ωc+d ・m(t) ) ・ t]

こ こで、m(t)は変調信号、dは周波数偏移です。FMは、偏移が変調信号の帯域幅の1 ％
未満である場合は狭帯域と呼ばれ、 それ以外の場合は広帯域と呼ばれます。 被変調

信号の帯域幅は、 以下の式で近似できます。

BW≒2 ・ （変調信号の帯域幅） ：狭帯域FMの場合

BW≒2 ・ （偏移＋変調信号の帯域幅） ：広帯域FMの場合

位相変調 (ΦM)　ΦMはFMに似ていますが、 搬送波の周波数でな く位相が変化し
ます。

 y(t)＝sin[ωc t+d ・m(t) ]

こ こで、 m(t)は変調信号、 dは位相偏移です。

変調信号

被変調搬送波
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周波数シフ ト ・ キーイング (FSK)　FSKはFMに似ていますが、 搬送波周波数が2つ
の決められた値 （搬送波周波数とホップ周波数） の間で切 り替わり ます。 ホップ周

波数のこ とを 「マーク」、搬送波周波数のこ とを 「スペース」 と呼ぶこ と もあ り ます。

周波数の値が切り替わる速度は、内部タイマまたはリ ア ・パネルのExt Trigコネクタ
の信号によって決ま り ます。 周波数の変化は瞬間的で、 位相連続です。

内部変調信号は50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波です。

バイナ リ位相シフ ト ・ キーイング (BPSK)　BPSKはFSKに似ていますが、 搬送波の
周波数でなく位相が2つの値の間で切り替わり ます。 位相の値が切り替わる速度は、
内部タイマまたはリ ア ・パネルのExt Trigコネクタの信号によって決ま り ます。位相
変化は瞬間的です。

内部変調信号は50 ％デューティ ・ サイ クルの方形波です。

パルス幅変調 (PWM)　PWMはパルス波形のみで使用でき、 名前からわかるよ うに、
パルスの幅が変調信号に応じて変化します。パルス幅の変化量は幅偏移と呼ばれ、波

形周期の％ （すなわちデューティ ・ サイ クル） または時間単位で指定できます。 例

えば、 20 ％デューティ ・ サイ クルのパルスを指定し、 5 ％偏移のPWMを設定した場
合は、デューティ ・サイ クルが変調信号の制御下で15 ％～25 ％の範囲で変化します。

変調信号

被変調搬送波
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加算変調　加算機能は、 変調信号を搬送波に加算します。 例えば、 制御された量の

可変帯域幅ノ イズを信号に加算した り、 2 トーン信号を作成した りできます。 33500
シ リーズの内部変調発生器は、 メ イン発生器と同じ連続波形を発生できるので、 加

算機能を使えば、 従来2台の測定器を必要と したさまざまな信号を作成できます。

加算機能は、変調信号の振幅によって出力信号の振幅を増加させます。 これによ り、

測定器が高い出力電圧レンジに移行し、一時的な信号断が生じる可能性があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンでこれが問題になる場合は、 レンジ ・ ホールド機能をオンにしま

す。電圧の増加によって被試験デバイスが損傷する可能性がある場合は、電圧 リ ミ ッ

ト を適用します。

バースト

波形発生器では、 指定したサイ クル数からなる波形を出力できます。 これをバース

ト と呼びます。 バース トには、 Nサイ クル ・バース ト （「 ト リガ ・バース ト 」 と も呼

ぶ） と、 ゲーティ ッ ド ・バース トの2つのモードがあ り ます。

Nサイ クル ・バース ト 　Nサイ クル ・バース ト は、 特定の数の波形サイ クル （1～
1,000,000） から構成され、常にト リガ ・ イベン トによって開始されます。バース ト ・
カウン ト を無限大に設定する と、 波形発生器が ト リガされた後で連続的に波形を出

力できます。

3サイ クル ・バース ト波形

同期出力

メイン出力
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バース ト の ト リガ ・ ソースは、 外部信号、 内部タ イマ、 キー、 リ モー ト ・ イ

ンタフェースから受信したコマンドのいずれかです。 外部 ト リガ信号の入力は、 リ

ア ・ パネルのExt Trigコネクタです。 このコネク タは、 TTL互換レベルを受け入れ、
シャーシ ・ グランド （フローティング ・ グラン ドではな く） が基準です。 入力と し

て使用しない場合は、 Ext Trigコネクタは、 33500シ リーズの内部 ト リガの発生と同
時に他の測定器を ト リガするための出力と して設定できます。

Nサイ クル・バース トの開始と終了は、常に波形の同じポイン トで生じます。 これを
スタート位相と呼びます。

ゲーティ ッ ド ・バース ト 　ゲーティ ッ ド ・バース ト ・ モードでは、 リ ア ・ パネルの

Ext Trigコネク タに印加される外部信号のレベルに応じて、 出力波形が 「オン」 ま

たは 「オフ」 にな り ます。 ゲート信号が真の場合に、 波形発生器は連続波形を出力

します。 ゲート信号が偽になる と、 現在の波形サイ クルが終了され、 波形発生器は

選択された波形のスター ト位相に対応する電圧レベルを維持しながら停止します。

ノ イズ波形の場合は、 ゲート信号が偽になる と出力はただちに停止します。
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周波数掃引

周波数掃引はFMに似ていますが、 変調波形が使用されません。 その代わりに、 出力
周波数は、 リニアまたはログ関数に基づいて、あるいは最大128個のユーザ指定周波
数のリ ス トに応じて設定されます。 リニア掃引では、出力周波数は一定の 「Hz/s」 に
基づいて変化します。これに対して、ログ掃引では、周波数は一定の 「オクターブ/s」
または 「デケード /s」 に基づいて変化します。 ログ掃引を使えば、 リ ニア掃引では
低い周波数の分解能が失われるよ うな広い周波数レンジをカバーできます。

周波数掃引は、 掃引時間 （周波数がスタート周波数からス ト ップ周波数まで滑らか

に変化する時間）、 ホールド時間 （周波数がス ト ップ周波数に留まる時間）、 戻り時

間 （周波数がスタート周波数まで滑らかに戻る時間） で指定されます。 次の掃引の

開始は、 ト リガ設定によって決ま り ます。 戻りは常にリニアです。

周波数

スト ップ
周波数

スタート
周波数

（ ト リガにより掃引開始） （ ト リガにより次の掃引を開始）

時間

掃引 戻り
時間

ホールド
時間時間
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AC信号の属性

最も一般的なAC信号は正弦波です。 実際には、 あらゆる周期信号は異なる正弦波の和
と して表されます。正弦波の振幅を指定する一般的な方法と しては、ピーク値、p-p値、
RMS （実効） 値があ り ます。 これらの数値はすべて、波形のオフセッ ト電圧が0であ
るこ とを仮定しています。

波形のピーク電圧とは、波形のすべてのポイン トの最大絶対値です。ピークツーピー

ク電圧とは、 最大値と最小値の差です。 RMS電圧とは、 波形のすべてのポイン トの

標準偏差です。
263



第5章　チュート リアル
AC信号の属性

5

波形のRMS値は、 信号の1サイ クルの平均パワーから、 信号のDC成分のパワーを引
いたものです。信号のピーク値とRMS値の比のこ とをクレス ト ・ファ クタ と呼び、波
形によって異な り ます。 下の表に、 いくつかの一般的な波形のクレス ト ・ ファ ク タ

とRMS値を示します。

注記 ： アベレージ電圧計を使用して波形のDC電圧を測定した場合は、 測定値は波形

発生器のDCオフセッ ト設定と一致しない可能性があ り ます。 これは、 波形の平均値

が0でない場合は、 それがDCオフセッ トに加算されるからです。

ACレベルは、「1 mWを基準にしたデシベル値」 (dBm)で指定されるこ とがあ り ます。
dBmはパワー ・ レベルを表すので、 計算を行うには信号のRMS電圧と負荷抵抗を知
る必要があ り ます。

dBm ＝ 10 x log10(P / 0.001) こ こで P＝VRMS
2 / RL

波形の形状
クレスト・ファクタ

（C.F.） AC RMS AC＋ DC RMS
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50 Ω負荷の正弦波の場合のdBmと電圧の対応を、 下の表に示します。

75 Ωまたは600 Ω負荷の場合は、 以下の変換式を使用します。

dBm （75 Ω） ＝dBm （50 Ω） －1.76
dBm （600 Ω） ＝dBm （50 Ω） －10.79

dBm RMS電圧 p-p電圧

＋23.98 dBm 3.54 Vrms 10.00 Vpp

＋13.01 dBm 1.00 Vrms 2.828 Vpp

＋10.00 dBm 707 mVrms 2.000 Vpp

＋6.99 dBm 500 mVrms 1.414 Vpp

3.98 dBm 354 mVrms 1.000 Vpp

0.00 dBm 224 mVrms 632 mVpp

－6.99 dBm 100 mVrms 283 mVpp

－10.00 dBm 70.7 mVrms 200 mVpp

－16.02 dBm 35.4 mVrms 100 mVpp

－30.00 dBm 7.07 mVrms 20.0 mVpp

－36.02 dBm 3.54 mVrms 10.0 mVpp

－50.00 dBm 0.707 mVrms 2.00 mVpp

－56.02 dBm 0.354 mVrms 1.00 mVpp
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信号の欠陥

正弦波の場合は、 一般的な信号の欠陥の記述と観察は、 スペク ト ラム ・ アナラ イザ

を使って周波数ド メ インで行うのが最も簡単です。 周波数が基本波 （搬送波） と異

なる出力信号成分は、 歪みと見なされます。 このよ うな欠陥は、 高調波歪み、 非高

調波スプ リ アス、 位相雑音に分類され、 搬送波レベルを基準にしたデシベル、 すな

わち“dBc”で指定されます。

高調波歪み　高調波成分は、 基本波の整数倍の周波数に現れ、 通常は信号経路内の

非線形コンポーネン トから発生します。 信号振幅が小さい場合は、 高調波歪みのも

う 1つの原因と して、同期信号が考えられます。 これは多数の強い高調波成分を持つ
方形波で、 主信号に結合する可能性があ り ます。 同期信号と主信号の出力は測定器

内では強力に分離されていますが、外部の配線で結合が生じる可能性があ り ます。最

善の結果を得るには、 2重または3重のシールドを備えた高品質の同軸ケーブルを使
用します。 同期が不要な場合は、 接続しないかオフにしておきます。

非高調波スプリ アス 　非高調波スプリ アス成分の原因の1つは、波形のデジタル表現
を電圧に変換するD/Aコンバータ(DAC)です。DACの非線形性から、ナイキス ト周波
数(125 MHz)よ り も高い高調波が生じ、 そのエ リ アジングが低い周波数に発生しま
す。例えば、 30 MHzの5次高調波(150 MHz） は100 MHzのスプリ アスを発生します。

非高調波スプリ アスのも う 1つの原因は、無関係な信号源 （組み込みコン ト ローラの
ク ロ ッ クなど） が出力信号に結合するこ とです。 このよ うなスプ リ アスは、 通常一

定の振幅を持ち、信号の振幅が100 mVppよ り も小さい場合に最も大きな問題とな り
ます。 小振幅での信号純度を最高にするには、 測定器の出力レベルを比較的大き く

し、 外部アッテネータを使用します。

位相雑音　位相雑音は、出力周波数の小さな瞬間的な変化（ジッ タ）から生じます。ス

ペク ト ラム ・ アナラ イザでは、 これは出力信号の周波数近くのノ イズ ・ フロアの見

かけ上の上昇と して現れます。位相雑音仕様は、30 MHzの正弦波から1 kHz、10 kHz、
100 kHz離れた位置にある1 Hz帯域の雑音の振幅を表します。 スペク ト ラム ・ アナラ
イザ自体にも位相雑音があるため、 読み取った値にはアナラ イザの位相雑音が含ま

れる可能性があるこ とに注意して ください。
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量子化ノ イズ　波形DACの分解能が有限であるこ とから、 電圧量子化誤差が生じま
す。 誤差が±0.5最下位ビッ トの範囲に一様に分布する と仮定する と、 標準波形の等
価ノ イズ ・ レベルは約－95 dBcです。 このレベルでは、測定器内の他のノ イズ ・ ソー
スの方が大き くな り ます。 一方で、 量子化ノ イズが問題になるのは、 DACコードの
全範囲 （－32767～＋32767） を使用しない任意波形の場合です。 可能な場合は、 全
範囲を使用するよ うに任意波形のスケールを調整するこ とをお勧めします。

グランド ・ ループ

33500シ リーズの信号発生部分は、 シャーシ （アース） グランドからアイ ソレート さ
れています。 この分離によ り、 システム内のグランド ・ ループを避けられる と と も

に、 出力信号の基準をグランド以外の電圧に置く こ とができます。 下の図は、 波形

発生器を同軸ケーブルで負荷に接続したと ころを示します。 グランド電位(VGND)に
差がある と、 ケーブルのシールドを通じて電流IGNDが流れ、 シールドのインピーダ

ンス （ZSHIELD） による電圧降下が生じます。 この電圧 （IGND×ZSHIELD） が、 負荷

電圧の誤差と して現れます。 ただし、 測定器はアイ ソレート されているため、 大き

い直列インピーダンス （>1 MΩ、並列容量50 nF） がIGNDの流れを抑圧し、 この効果

が最小化されます。

Agilent 33500 シリーズ
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数kHzよ り上の周波数では、同軸ケーブルのシールドは抵抗よ り も インダクタンスが
支配的にな り、 ケーブルは ト ランス と して動作するよ うにな り ます。 この場合は、

IGNDによるシールドでの電圧降下は、 中心導体の同じ電圧によって打ち消されるた

め、高い周波数ではグランド ・ループの影響が減少します。2重または3重の網組シー
ルドを持つ同軸ケーブルは、 単一の網組または箔のシールドを持つケーブルよ り も

はるかに優れています。 抵抗が小さいため、 よ り低い周波数で ト ランス と して動作

するからです。

グランド ・ ループに起因する誤差を減らすには、 波形発生器を高品質の同軸ケーブ

ルで負荷に接続し、 負荷の位置でケーブルのシールドをグランドに接続します。 可

能な場合は、 グランド電位の差を最小化するために、 波形発生器と負荷を同じ電源

コンセン トに接続します。

なお、 Syncコネク タ とModulation Inコネクタの外部シェルは、 メ イン出力コネクタ
の外部シェルと接続されています。 したがって、 SyncまたはModulation Inに接続さ
れたケーブルは、 グランド ・ ループの原因となる可能性があ り ます。 また、 これら

のコネク タのシェルを異なる電圧にド ライブしよ う とする と、 大きい電流が測定器

内を流れ、 損傷するおそれがあ り ます。
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以下に示す特性と仕様は、 33500シリーズ波形発生器の仕様全体
の一部です。すべての最新仕様については、以下のWebページを
ご覧ください。

www.agilent.co.jp/find/33521A

www.agilent.co.jp/find/33522A

測定器の特性

モデルとオプシ ョン

33521A 1チャネル
33522A 2チャネル
オプシ ョ ン002 任意波形メモリを1 Mサンプル／チャネ

ルから16 Mサンプル／チャネルに増加
オプシ ョ ン010 高安定周波数基準

オプシ ョ ン400 GPIBインタフ ェース
波形

標準 正弦波、 方形波、 ランプ、 パルス、

三角波、 ガウシアン ・ ノ イズ、 PRBS
（疑似ランダム・バイナリ ・シーケンス）、

DC　
内蔵任意波形 心拍、 指数関数減少、 指数関数増加、

ガウシアン ・パルス、 半正矢関数、

ローレンツ、 負ランプ、 Sinc
ユーザ定義任意

波形

最大1 Mサンプル （オプシ ョ ン002では
16 Mサンプル）、マルチセグメン ト ・シー
ケンス機能あり

変調方式／動作モード

動作モード 連続、 変調、 周波数掃引、 バースト、

出力ゲート

変調方式 AM、 FM、 PM、 FSK、 BPSK、 PWM、
加算 （搬送波＋変調波）

100 kHz　
オフセッ ト ：

－125 dBc/Hz －135 dBc/Hz

波形特性

正弦波

周波数範囲 1 μHz～30 MHz、 1 μHz分解能
方形波、 パルス

周波数範囲 1 μHz～30 MHz、 1 μHz分解能
立ち上がり／

立ち下がり時間

（公称値）

方形波 ： 8.4 ns、 固定
パルス ： 8.4 ns～1 μs、独立に変更可能、
100 psまたは3桁の分解能

ランプ、 三角波

周波数範囲 1 μHz～200 kHz、 1 μHz分解能
ランプ対称性 0.0 ％～100.0 ％、 0.1 ％の分解能

（0 ％は負ランプ、 100 ％は正ランプ、
50 ％は三角波）

ガウシアン ・ ノ イズ

帯域幅 （代表値） 1 mHz～30 MHz、 可変
クレス ト ・ フ ァ ク

タ （公称値）

4.6　

繰り返し周期 >50年
疑似ランダム ・バイナリ ・ シーケンス （PRBS）
ビッ ト ・ レート 1 mbps～50 Mbps、 1 mbpsの分解能
シーケンス長 2m-1、 m=7、 9、 11、 15、 20、 23
立ち上がり／

立ち下がり時間

（公称値）

8.4 ns～1 μs、 独立に変更可能、 100 ps
または3桁の分解能

任意波形

波形長 8サンプル～1 Mサンプル （オプシ ョ ン

002では16 Mサンプル）、 1サンプル単位
サンプル ・ レート 1 μサンプル/s～250 Mサンプル/s、

1 μサンプル/sの分解能
電圧分解能 16ビッ ト

波形シーケンス

動作

個々の任意波形 （セグメン ト） をユーザ定義リス ト （シー

ケンス） と組み合わせて、長い複雑な波形を作成できます。

各シーケンス ・ ステップは、 対応するセグメン ト を一定回

数繰り返すか、 無限に繰り返すか、 ト リガ ・ イベン トが発

生するまで繰り返すか、 停止して ト リガ ・ イベン ト を待つ

かを指定できます。

その他に、 同期出力の動作も各ステップで指定できます。

スループッ ト を改善するため、 最大32シーケンス （合計最
大1024セグメン ト）を揮発性メモリにプリロードできます。
セグメン ト長 8サンプル～1 Mサンプル （オプシ ョ ン

002では16 Mサンプル）、 1サンプル単位
シーケンス長 1～512ステップ
セグメン ト

繰り返し回数

1～1,000,000または無限大
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出力特性

アイソレーシ ョ ン

出力

Ch 1、 Ch2、 Sync、 Mod Inの各コネクタのシェルは相互に
接続されていますが、 測定器のシャーシからはアイソレー

ト されています。 アイソレート されたコネクタ ・ シェルの

最大許容電圧は±42 Vピークです。
出力信号

出力インピーダン

ス （公称値）

50 Ω　

オン、 オフ、 反転 各チャネルに対してユーザ選択可能

電圧リ ミ ッ ト ユーザ定義可能なVMAXおよびVMIN安全
リ ミ ッ ト

過負荷保護 過負荷が発生すると、自動的に出力がオ

フになります。 測定器はグラン ドへの

シ ョート を無期限に許容します。

周波数確度

標準 （仕様）

1年
28 ℃±5 ℃

± （設定の1 ppm） ±15 pHz

1年
0 ℃～55 ℃

± （設定の2 ppm） ±15 pHz

オプシ ョ ン010 （仕様）
1年
0 ℃～55 ℃

± （設定の0.1 ppm） ±15 pHz
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変調方式／動作モード

搬送波 AM　 FM　 PM　 FSK　 BPSK　 PWM　 加算 バースト 掃引

正弦波、 方形波 � � � � � � � �
パルス � � � � � � � � �
三角波、 ランプ � � � � � � � �
ガウシアン ・ ノ イズ � � �(a)

PRBS　 � � � � �
単一任意波形 � �(b) �(b) � �
任意波形シーケンス � �
(a) ゲーテ ィ ッ ド ・バーストのみ
(b) 波形全体でな くサンプル ・ クロックに適用

変調信号

搬送波 正弦波 方形波 三角波／

ランプ

ガウシアン ・

ノ イズ

PRBS　 任意波形 外部

正弦波 � � � � � � �
方形波、 パルス � � � � � � �
三角波、 ランプ � � � � � � �
ガウシアン ・ ノ イズ � � � � � �
PRBS　 � � � � � �
任意波形 � � � � � �
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変調特性

振幅変調 （AM）
信号源 内部または外部、 または33522Aの

どちらかのチャネル

タイプ 両側波帯、 搬送波抑圧または全搬送波

変調度[1] 0 ％～120 ％、 0.01 ％の分解能
周波数変調 （FM） [2]

変調源 内部または外部、 または33522Aの
どちらかのチャネル

偏移 DC～15 MHz、 1 μHzの分解能
位相変調 （ΦM）
変調源 内部または外部、 または33522Aの

どちらかのチャネル

偏移 0 °～360 °、 0.1 °の分解能
周波数シフ ト ・ キーイング変調 （FSK） [2]

変調源 内部タイマまたはExt Trigコネクタ
マーク／スペース 搬送波信号の範囲内の任意の周波数

レート DC～1 MHz
バイナリ位相シフ ト ・ キーイング変調 （BPSK）
変調源 内部タイマまたはExt Trigコネクタ
位相シフ ト 0 °～360 °、 0.1 °の分解能
レート DC～1 MHz

パルス幅変調 （PWM)
変調源 内部または外部、 または33522Aの

どちらかのチャネル

偏移[3] パルス幅の0 ％～100 ％、 0.01 ％の
分解能

加算変調 （SUM)
変調源 内部または外部、 または33522Aの

どちらかのチャネル

比 搬送波振幅の0 ％～100 ％、 0.01 ％の
分解能

バースト [4]

タイプ カウン トまたはゲーテ ィ ッ ド

カウン ト 1～100,000,000サイクル、または無限大
ゲーテ ィ ッ ド Ext Trigがアサート されたときに完全な

サイクルを発生

スタート／

ス ト ップ位相

 －360 °～360 °、 0.1 °の分解能

ト リガ ・ ソース 内部タイマまたはExt Trigコネクタ
マーカ 任意のサイクルに調整可能。同期パルス

の立ち下がりエッジで指定

掃引[2]

タイプ リニア、対数、リス ト （最大128個のユー
ザ定義周波数）

動作 リニア／対数掃引は、掃引時間 （周波数

がスター トからス ト ッ プまで滑らかに

変化する時間）、ホールド時間 （周波数が

スト ップ周波数に留まる時間） 、 戻り時

間 （周波数がスト ップからスタートまで

リニアに変化する時間） で指定します。

方向 上 （スター ト周波数＜ス ト ップ周波数）

または下 （スタート周波数＞スト ップ周

波数）

スタート／

ス ト ップ周波数

波形の範囲内の任意の周波数

掃引時間 （IMM ト
リガ ・ モードを

除 く ）

リニア ：

1 ms～3600 s、 1 msの分解能
3601 s～250,000 s、 1 sの分解能

IMM ト リガの掃引
時間

リニア ：

1 ms～3600 s、 1 msの分解能
3601 s～8,000 s、 1 sの分解能

掃引時間 対数 ： 1 ms～500 s
ホールド時間 0 s～3600 s、 1 msの分解能
戻り時間 0 s～3600 s、 1 msの分解能
ト リガ ・ ソース 即時 （連続）、 外部、 シングル、 バス、

タイマ

マーカ

リニア／対数タイプの場合はスタート とス ト ップの間の任

意の周波数、 リス ト ・ タイプの場合はリス ト内の任意の周

波数に調整可能。 同期パルスの立ち下がりエッジで指定

FSK、 BPSK、 バースト、 掃引用の内部タイマ
範囲 1 μs～8,000 s、 6桁または4 nsの分解能

2チャネル特性 （33522Aのみ）
動作モード � 独立

� 連動パラメータ
� 結合 （Ch1＋Ch2）
� 等値 （Ch2＝Ch1）
� 差動 （Ch2＝－Ch1）

パラ メータ連動 � なし
� 周波数 （比または差）

� 振幅/DCオフセッ ト
相対位相 0 °～360 °、 0.1 °の分解能

[1] 最大出力電圧リ ミ ッ トの範囲内。
[2] 周波数変化はすべて位相連続。
[3] パルス幅リ ミ ッ トの範囲内。
[4] カウン ト／ゲーテ ィ ッ ド ・バーストの最大正弦波周波数は、
バース ト ・ カウン トが無限大に設定されている場合を除き、

10 MHzです。 カウン ト ・バースト動作は、 ガウシアン ・ ノ
イズには使用できません。
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同期／マーカ出力

コネクタ フロン ト ・ パネルBNC、 シャーシから
アイソレート

機能 同期、 掃引マーカ、 バース ト ・ マーカ、

任意波形マーカ

割り当て チャネル1またはチャネル2
極性 ノーマルまたは反転

電圧レベル

（公称値）

オープン回路で3 Vp-p、 50 Ω負荷で
1.5 Vp-p

出力インピーダン

ス （公称値）

50 Ω　

最小パルス幅

（公称値）

16 ns　

外部ト リガ／ゲート

コネクタ リア ・ パネルBNC、 シャーシ基準
機能 入力または出力

割り当て チャネル1、 チャネル2、 または両方
（入力）

チャネル1またはチャネル2 （出力）
極性 正または負のスロープ

電圧レベル

（公称値）

ロー ： 0 V～0.4 V、 ハイ ：＞2.3 V、
最大3.5 V （入力）
オープン回路で3 Vp-p （公称値）、 50 Ω
負荷で1.5 Vp-p （公称値） （出力）

出力インピーダン

ス （公称値）

10 kΩ、 DC結合 （入力）

50 Ω （出力）
最小パルス幅

（公称値）

16 ns　

変調入力

コネクタ リア ・ パネルBNC、 アイソレート
割り当て チャネル1、 チャネル2、 または両方
電圧レベル ±5 V （フル ・ スケール）
入力インピーダン

ス （公称値）

5 kΩ　

帯域幅 （－3 dB、
代表値）

DC～100 kHz

周波数基準入力

コネクタ リア ・パネルBNC、 シャーシおよび他の
すべてのコネクタからアイソレート

基準選択 内部、 外部、 自動

周波数範囲 標準 ： 10 MHz±20 Hz
オプシ ョン010 ： 10 MHz±1 Hz

ロック時間

（代表値）

＜2 s

電圧レベル 200 mVpp～5 Vpp
入力インピーダン

ス （公称値）

1 kΩ || 20 pF、 AC結合

周波数基準出力

コネクタ リア ・ パネルBNC、 シャーシ基準
出力インピーダン

ス （公称値）

50 Ω、 AC結合

レベル （公称値） 0 dBm、 632 mVpp
リアルタイム ・ クロッ ク／カレンダー

設定／読み取り 年、 月、 日、 時、 分、 秒

電池 CR-2032コイン型、 交換可能、 寿命5年
以上 （代表値）
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4

注記 ：仕様は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。 最新
の仕様については、 Agilent 33521AまたはAgilent 33522A
製品ページで最新のデータシート を参照してください。

www.agilent.co.jp/find/33521A

www.agilent.co.jp/find/33522A

メモリ

任意波形メモリ

揮発性 1 Mサンプル／チャネル
512シーケンス ・ ステップ／チャネル
オプシ ョンの16 Mポイン ト／チャネル

不揮発性 ファイル ・ システムのファイル ・ スペー

スは64 MBに制限 （約32 Mサンプルの任
意波形レコード）

機器ステート

記録／リコール ユーザ定義機器ステート

電源オフ 電源オフ ・ ステート を自動的に保存

電源オン リセッ ト、 電源オフ、 ユーザ ・ ステート

から選択可能

USBファイル ・ システム
フロン ト ・パネル・

ポート

USB 2.0 High Speedマス ・ ス ト レージ
(MSC) クラス ・ デバイス

機能 測定器構成設定、機器ステート、 ユーザ

任意波形／シーケンス ・ フ ァイルの読み

取り／書き込み

速度 10 MB/s （公称値）
一般特性

コンピュータ ・ インタフェース

LXI-C (rev 1.3)　 10/100Base-Tイーサネッ ト
（ソケッ ト /VXI-11プロ ト コル）
USB 2.0 （USB-TBC488プロ ト コル）
GPIB/IEEE-488.1、 IEEE-488.2

Webユーザ ・
インタフ ェース

リモート操作およびモニタ リング

プログラ ミング

言語

SCPI-1999、 IEEE-488.2
Agilent 33210A/33220A互換

グラフ ィ カル ・

ディスプレイ

4.3�カラー TFT WQVGA(480x272)、
LEDバッ クライ ト付き

機械的特性

サイズ 261.1 mm （幅） ×103.8 mm （高さ） ×

303.2 mm （奥行き） （バンパを取り付け
た状態）

212.8 mm（幅）×88.3 mm（高さ）×272.3
mm（奥行き）（バンパを取り外した状態）
2U×1/2幅

質量 33521A ： 3.2 kg
33522A ： 3.3 kg

環境

保管温度 -40 ℃～ 70 ℃
ウォームアップ

時間

1時間

動作環境 EN61010、 汚染度2。 屋内用
動作温度 0 ℃～55 ℃
動作湿度 5 ％～80 ％RH、 非結露
動作高度 最高3000 m

規制

安全規格 CAT II (300 V)、 EN61010　
EMC　 EN55011、 EN50082-1、 MIL-461C
音響雑音 35 dB (A)　

電源

電圧 100 V～240 V  50/60 Hz  －5 ％、＋10 ％
100 V～120 V 400 Hz±10 ％

消費電力（代表値） ＜45 W、 ＜130 VA
保証

標準1年、 オプシ ョン3年

このISMデバイスはCanadian ICES-001に準拠します。

Cet appareil ISM est conforme  la norme NMB-001
du Canada.

N10149
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製品の寸法

寸法はすべて mm で示されています。
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Agilent 33500シ リーズの操作に関する質問がある場合は、 1-800-829-4444
（米国） に電話でお問い合わせください。 または、 最寄りのAgilent営業所に
お問い合わせください。
記号
ΦM　 130, 138

位相偏移　 131, 139
搬送波周波数　 128
搬送波波形　 128
変調　 127
変調源　 132, 140
変調波形　 130, 138

％変調 （AM）　 119

数字
10 MHz Inコネクタ 　 197
10 MHz Outコネクタ 　 197
33220Aの概要　 6

A
ACコネクタ 　 10
Agilent Express　 11
AM　 116

搬送波周波数　 117
搬送波波形　 117
フロン ト ・ パネル操作　 49
変調源　 120
変調度　 119
変調波形　 118

B
BNC

Modulation In　 120, 126, 
136, 145

C
CD-ROM、 33220A付属　 228
CD-ROM、 コネクティビティ ・ ソ
フ ト ウェア　 17

D
dBm　 102, 264
DCオフセッ ト
 

振幅の制限　 100
任意波形の制限　 101
負荷の制限　 100
フロン ト ・ パネル選択　 25

DC電圧
フロン ト ・ パネル選択　 25

DHCP　 71
DHCPオン／オフ 　 190
DNSサーバ　 194

F
FM　 121
周波数偏移　 125
搬送波周波数　 123
搬送波波形　 122
変調源　 126
変調周波数　 124
変調波形　 124

FSK　 133
FSKレート 　 52, 135
フロン ト ・ パネル操作　 51
変調源　 136
ホップ周波数　 51, 135
レート 　 136

FSKレート 　 52, 136

G
GPIB

アドレス 　 65, 188, 189
アドレスの設定　 65
コネクタ 　 10
設定　 65
デフォルト ・ アドレス 　 65
フロン ト ・ パネル設定　 65

GPIB設定　 65, 188

I
IEEE-488
アドレス 　 65, 188
アドレスの設定　 65
コネク タ 　 10
デフォルト ・ アドレス 　 65
フロン ト ・ パネル設定　 65

IPアドレス 　 191
詳細情報　 73
ド ッ ト記法　 73

L
LAN

DHCP　 190
DNSサーバ　 194
IPアドレス 　 191
アドレスの設定　 67
ゲート ウェイ 　 192
コネク タ 　 10
サブネッ ト ・ マスク 　 192
設定　 189, 195
ド メ イン名　 194
フロン ト ・ パネル設定　 67
ホス ト名　 193
リセッ ト 　 189

LAN設定　 65, 188
LCDディ スプレイ 　 8

スク リーン ・ セーバ ・ モード

　 180

M
MACアドレス 　 195
Modulation Inコネクタ 　 120, 
126, 136, 145

N
Nサイ クル ・バース ト 　 260

P
PHASeコマンド 　 197
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p-p電圧　 263
PWM　 137

パルス波形　 141
変調源　 145

R
RMS　 263
RMS電圧　 263

S
SCPIバージ ョ ン 　 186

T
Trig Inコネクタ 　 168
Trig Outコネクタ 　 169

U
USB

コネクタ 　 10
設定　 65, 66, 188

USB設定　 196

V
Vpp　 102
Vrms　 102

W
Web

インタフェース 　 196

あ
アドレス

GPIB　 65, 188, 189
アドレスの設定

LAN　 67
アプリ ケーシ ョ ン ・ プログラム 　
227
安全に関する注意事項　 3
278
い
位相オフセッ ト

フェーズ ・ ロ ッ ク 　 197
位相変調

位相偏移　 131, 139
搬送波周波数　 128
搬送波波形　 128
変調源　 132, 140
変調波形　 130, 138

位相 （バース ト ）　 161
インタフェース

Web　 196
インタフェース設定　 65, 188
インタフェース ・ エラー　 179
インタフェース （バス） ト リガ 　
166
インピーダンス

振幅への影響　 103
インピーダンス、 負荷　 47

え
エッジ時間、 パルス 　 32, 115
エラー　 179

お
オート レンジ、 振幅　 107
音 （ビープ）　 180
オフセッ ト

振幅の制限　 100
任意波形の制限　 101
負荷の制限　 100
フロン ト ・ パネル選択　 25

温度過負荷　 39

か
外部基準　 197
外部ゲーティ ッ ド ・バース ト 　
156
外部タイムベース 　 197
外部 ト リガ 　 166
外部 ト リガ ・ ソース 　 168, 169
外部変調源

AM　 120
FM　 126
FSK　 136
PWM　 145
ΦM　 132, 140

概要

数値入力　 9
製品　 6
ディ スプレイ 　 8
フロン ト ・ パネル　 7
リ ア ・ パネル　 10

カウン ト

バース ト 　 159
過熱　 39
過負荷、 電圧　 107
画面　 8
数値フォーマッ ト 　 185
メ ッセージの表示　 184

画面オン／オフ 　 184
画面輝度　 181, 184
画面ブランク 　 180
感電の危険　 10
カンマ区切り文字　185

き
機器ステート

フロン ト ・ パネルからの記録

　 63
フロン ト ・ パネルからの名前

付け　 63
機器ステートの記録　 177
技術サポート 　 11

Webサイ ト 　 3
電話番号　 3
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基準、 外部　 197
輝度、 ディ スプレイ 　 181, 184
機能

周波数の制限　 95
振幅の制限　 95
変調で使用できる 　 94

キャ リ ング ・ハンドル

位置の変更　 19
極性　 108
極性、 波形　 108
記録されたステート 　 177

フロン ト ・ パネルからの名前

付け　 63
フロン ト ・ パネル操作　 63

記録されたステートの名前付け

フロン ト ・ パネル操作　 63

く
ク イ ッ ク ・ スタート 　 15
クレス ト ・ ファ クタ 　 263

け
ゲーティ ッ ド ・バース ト 　 156, 
261
ゲート ウェイ ・ アドレス 　 192
桁区切り文字　 185
結合　 172, 175

こ
高インピーダンス負荷　 47, 103
校正

カウン トの読み取り 　 202
セキュ リティ ・ コード 　 200
メ ッセージ　 203

校正証明書　 17
コネクタ

10 MHz In　 197
10 MHz Out　 197
 

Modulation In　 120, 126, 
136, 145

Trig In　 168
Trig Out　 169
同期出力　 109

コマンド ・ エラー　 179
コンテキス ト依存ヘルプ　 35
梱包内容　 17

さ
サイ クル ・ カウン ト

バース ト 　 159
サブネッ ト ・ マスク 　 192
サポート、 技術　 11

し
時刻　 181
システム時刻　 181
システム日付　 181
システム ・ エラー　 179
シャーシ ・ グランド 　 10
周期

バース ト ・ モード 　 160
パルス波形　 112
フロン ト ・ パネル選択　 20

終端　 47, 103
振幅への影響　 103

周波数

機能の制限　 97
掃引時間　 144, 149, 150
デューティ ・ サイ クルの制限

　 97
バース トの制限　 97
フロン ト ・ パネル選択　 20

周波数シフ ト ・ キーイング

FSKを参照　 51
周波数掃引　 146
外部 ト リガ ・ ソース 　 168
間隔　 144, 149, 150
周波数スパン 　 148
スタート周波数　 147
ス ト ップ周波数　 147
中心周波数　 148
同期信号　 147, 148
ト リガ出力　 169
ト リガ出力信号　 153
ト リガ ・ ソース 　 152
フロン ト ・ パネル操作　 53, 

56
マーカ周波数　 151
リ ニア対対数　 144, 149, 150

周波数偏移 （FM）　 125
周波数変調

周波数偏移　 125
搬送波周波数　 123
搬送波波形　 122
変調源　 126
変調周波数　 124
変調波形　 124

周波数連動　 170
出力

オン／オフ 　 107
極性　 108
コネク タ 　 107

出力インピーダンス

振幅への影響　 103
出力機能

周波数の制限　 95
振幅の制限　 95
変調で使用できる 　 94

出力周期

フロン ト ・ パネル選択　 20
出力終端　 47, 103
振幅への影響　 103

出力周波数
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機能の制限　 97
デューティ ・ サイ クルの制限

　 97
バース トの制限　 97
フロン ト ・ パネル選択　 20

出力振幅

オフセッ トの制限　 98
単位　 102
単位の制限　 98
任意波形の制限　 99
負荷の制限　 98
フロン ト ・ パネル選択　 22
レンジ ・ ホールド 　 107

出力単位　 102
出力抵抗　 47
出力波形

極性　 108
出力負荷　 103
手動 ト リガ 　 165
仕様　 269
小数点　 185
新規フォルダ　 182
振幅　 22

オフセッ トの制限　 98
単位　 102
単位の制限　 98
任意波形の制限　 99
負荷インピーダンスの影響　

103
負荷の制限　 98
レンジ ・ ホールド 　 107

振幅変調　 116, 121
搬送波周波数　 117
搬送波波形　 117
フロン ト ・ パネル操作　 49
変調源　 120
変調度　 119
280
変調波形　 118
振幅連動　 171

す
数値入力　 9
スク リーン ・ セーバ ・ モード 　
180
スタート位相、 バース ト 　 161
ステート記録　 177
フロン ト ・ パネルからの名前

付け　 63
フロン ト ・ パネル操作　 63

スロープ、 ト リガ

掃引　 152
バース ト 　 162

寸法

製品　 276

せ
製品の概要　 6
製品の仕様　 269
製品の寸法　 276
セキュ リティ

校正　 200
設定

GPIB　 65, 188
LAN　 65, 188, 195
USB　 65, 66, 188
デフォルト 　 225
リモート ・ インタフェース 　

65, 188
セルフテス ト 　 181, 183, 184

そ
掃引　 146
外部 ト リガ ・ ソース 　 168
間隔　 144, 149, 150
周波数スパン 　 148
スタート周波数　 147
ス ト ップ周波数　 147
掃引時間　 144, 149, 150
中心周波数　 148
同期信号　 147, 148
ト リガ出力　 169
ト リガ出力信号　 153
ト リガ ・ ソース 　 152
フロン ト ・ パネル操作　 53, 

56
マーカ周波数　 151
リ ニア対対数　 144, 149, 150

測定器エラー　 179
測定器セルフテス ト 　 181, 184
測定器の概要　 6
測定器の仕様　 269
測定器リセッ ト 　 48
ソフ ト ウェア、 接続　17
ソフ ト ウェア ・ リ ビジ ョ ン 　186
ソフ ト ウェア （バス） ト リガ 　
166
ソフ ト キー ・ ラベル　 8

た
対称性　 106
対称性の定義　 106
タイムベース、 外部　 197
単位

振幅　 102
端子

10 MHz In　 197
10 MHz Out　 197
Modulation In　 120, 126, 

136, 145
Trig In　 168
Trig Out　 169
同期出力　 109
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ち
チュート リ アル　 253

つ
通気　 39

て
抵抗、 負荷　 47
ディ スプレイ 　 181, 184

オン／オフ 　 184
概要　 8
輝度　 181, 184
数値フォーマッ ト 　 185
スク リーン ・ セーバ ・ モード

　 180
メ ッセージの表示　 184

テキス ト ・ メ ッセージ

校正　 203
テス ト 　 181, 184
デフォルト設定　 225
デュアル ・ チャネル動作　 170, 
171
デューティ ・ サイ クル　 105
周波数の制限　 97, 105
定義　 105

電圧オート レンジ　 107
電圧過負荷　 107
電圧単位　 102
テンキー　 9
電源コード 　 17
電源コネクタ 　 10
電源スイ ッチ　 17

と
同期信号

Syncコネクタ 　 109
オン／オフ 　 111
すべての波形機能の　 109
 

ド ッ ト記法

およびIPアドレス 　 73
ド メ イン名　 194
ト ラ ッキング 　 171
ト リガ

Trig Inコネクタ 　 168
Trig Outコネクタ 　 169
外部ソース 　 166
手動ソース 　 165
掃引　 152, 153
ソフ ト ウェア （バス） ソース

　 166
ト リガ出力信号 （掃引）　

153
ト リガ出力信号 （バース ト ）

　 163
ト リガ ・ ソース 　 164
内部ソース 　 165
バース ト 　 162, 163
フロン ト ・ パネル操作　 62

ト リガ ・ スロープ

掃引　 152
バース ト 　 162

な
内蔵ヘルプ ・ システム 　 35
内部 ト リガ 　 165

は
バージ ョ ン、 SCPI　 186
バース ト 　 155

Nサイ クル ・バース ト 　 260
外部ゲーティ ッ ド ・ モード 　

156
外部 ト リガ ・ ソース 　 168
ゲーティ ッ ド ・バース ト 　

261
スタート位相　 260
ト リガ出力　 169
ト リガ出力信号　 163
ト リガ ・ ソース 　 162
ト リガ ・ モード 　 156
バース ト位相　 161
バース ト周期　 160
バース ト ・ カウン ト 　 159
バース ト ・ タイプ　 156
波形周波数　 158
フロン ト ・ パネル操作　 59

　 159
ハイ ・ レベル

設定　 27
波形出力

オン／オフ 　 107
極性　 108
コネク タ 　 107

波形チュート リ アル　 253
波形の極性　 108
波形の反転　 108
波形反転　 108
バス

インタフェース設定　 65, 
188

パスワード、 校正　 200
バス ・ ト リガ 　 166
パルス

フロン ト ・ パネル設定　 32
パルス波形

パルス周期　 112
パルス幅　 32, 113, 114
パルス幅変調　 137
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